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序章　静かな動向







　美しい少女だった。

　腕うでのある画家に描えがかせたものであるとは言え、その姿は誇こ張ちようされたものではない。

　佇たたずんでいるだけで誰だれもが我を忘れる程ほどに見み惚ほれ、いつしか片時も忘れることなく、愛してしまうようにさえなる。彼かの女じよはそういった魅み力りよくの持ち主だった。

　もちろん顔の造形だけではなく、その意志の強さや常に迷いをもたぬ気き丈じような心も、少女を輝かがやかせる要素である。

「…………」

　男は見つめていた。小さく切り取られた世界に存在し続ける、彼女を。

「ダンネンベルグ様」

　だが自分を呼ぶ声が聞こえ、ダンネンベルグはペンダント型のロケットの蓋ふたを閉じた。

「ロイ＝シュトラスの第二回戦の相手が決まりました」

　振ふり返かえると、秘書が立っている。彼女は名の書かれた羊皮紙をこちらに手て渡わたしてきた。ダンネンベルグはそれを確かく認にんし、頷うなずく。

「……分かった」

　上々な対戦者だろう。これなら、文句はない。……ただ、手を加える必要があった。

「フィン。少し、お前にやってもらいたいことがある」

　ダンネンベルグは、秘書の名を呼び、己おのれの考えを伝える。彼女の顔色が少し変わった。

「……ダンネンベルグ様、それは」

「お前の言いたいことは分かる。だが、言った通りにしてくれ。いいな？」

　有う無むを言わせぬその口調に、フィンは黙だまり込んだ。しかし、

「……では、そのように」

　こちらに従うことを示すよう、頭を深々と下げる。

「ですが……ダンネンベルグ様。なぜ、そのようなことを？」

　遠えん慮りよがちに、フィンが尋たずねてきた。余計なことを気にするな、と怒おこられると思っているのかもしれない。

「……彼かれを試ためすためだ。様々な面でな」

　ダンネンベルグは前を向き、静かに言った。ロケットの蓋を再び開ける。

「ただ勝ち進んでもらうだけでは困るんだ。――相応の資格がなければ意味がない」

　少女はそこにいた。かつてと変わらぬ、微ほほ笑えみを湛たたえたままで。

「そうして初めて……彼は、オレにとって価値ある人間へと成り得るのだからな」

　ダンネンベルグは、ただじっと、彼女を見つめ続けた。







第一章　少年、少女、街へ行く







　それは、橙だいだい色いろをした結けつ晶しよう体たいだった。

　薄うす闇やみの中では判然としないが、明かりの下で見ればその内部でわだかまる魔ま力りよくの渦うずが分かるだろう。

　俗ぞくに【太陽の涙なみだ】と呼ばれるこの結けつ晶しようは、空気中に漂ただよう魔力を溜ため込む性質を持っている。他にも似たものは存在するが、その量は段だん違ちがいだった。

「よし……」

　ロイ＝シュトラスは【太陽の涙】を床ゆかに置くと、首から下げた鍵かぎを手にとった。

　ゆっくりと目を閉じる。そして、暗黒の中で――集中した。

　ほんのわずかな時間もかからずに、鍵が輝きを発する。ロイが先せん端たんをかざすと、光りは点から線を発し、【太陽の涙】と繋つながりを得た。

　すると結晶体が文字通り、太陽がごとき強い光を宿す。部屋中が照らされ、真昼のごとき明るさを得た。そのままゆっくりと、結晶体が浮うかび上あがっていく。

　ロイは瞼まぶたを上げ、静かにその言葉を口にした。

「――真なる物に、戻もどりたまえ」

　激しい音。【太陽の涙】が粉々に砕くだけ散ちった。周囲に、結晶の欠かけ片らが舞まう。

　それと共に、空気中に青白い光が漂い始めた。それらはしばらくそのままでいたが、やがてランプの炎ほのおへ惹ひかれる虫のように、ロイのかざした鍵の先へと集まり始める。

　鍵に宿る青白い光が、更さらなる大きさを示した。次いで、それらは何かに導かれるかのごとくして、ロイの腕へと流れてくる。瞬またたく間まに、己の全身が青光に覆おおわれるのを感じた。

　――光が、音もなく消える。

「……まあ、こんなもんか」

　一連の手順を終えて、ロイは呟つぶやいた。拳こぶしを開け閉めし、己の調子を確かめる。その時、

「ロイくん……どうだった？」

　背後から声をかけられて、ロイは振り返った。地上へと続く階段に、少女が立っている。

　黄こ金がね色いろの瞳ひとみに、透すき通とおった緑の髪かみ。身に纏まとった純白のローブは魔ま術じゆつに携たずさわるものの証あかしだが、それ以上に彼女の存在を際きわ立だたせているものが二つ。

　その頭に生えた、猫ねこを思わせるような耳である。

　ハンナ＝アフラ。ロイが在ざい籍せきする魔ま術じゆつ師し育成学院アストレースにおける同級生だ。その特とく徴ちようが示す通り、彼女は獣耳族ハウロー・リースの中でも特に希少と言われている猫耳族キヤツト・スワロウであった。

「ダメだな。多少、回復した気はするが……」

　ロイは首を振って歩き出した。

「そう……残念だね」

　ハンナの耳が、へな、と垂れ下がる。気落ちしている猫そのものであった。

「気にするな。初めからそんなところだろうと思ってた」

　苦く笑しようしてロイはハンナの頭をくしゃくしゃと撫なでた。彼女は「みゃう」と口くち癖ぐせを言ってから恥はずかしそうにローブを被かぶる。

「しかし、そうなると収しゆう穫かくゼロか……無む駄だ足あしだったな」

　ハンナに言った通り、それほど期待していたわけではないが、それでも空から振ぶりに終わると口くち惜おしいものがある。今度はもう少し慎しん重ちように事を運ばなければ、とロイは地上へ出る扉とびらを開いた。差し込んでくる陽の光に、顔をしかめる。長時間、あんなところにこもっていたのだから仕方がないが、目がチカチカして瞬まばたきを繰くり返した。

　やがてはっきりとしてくる視界で、自室の様子を捉とらえる。

　だだっ広い部屋に、わずかな家具や調度品。それに幾いくつもの棚たなが並んでいる。中に詰つまっているのは魔術や各地に伝わる伝説、魔ま物ものに関する文ぶん献けん、歴史書の類たぐいだ。そこに入りきらなかった分は周りに積み上がっていて、今にも崩くずれそうだった。

　そして、それらに囲まれるようにして二人の顔見知りが居る。

　一人はカノン＝リクーヌ。金きん髪ぱつに赤い目をした女性で、ハンナと同じくアストレース所属ではあるが、ロイの一つ上の先せん輩ぱい。学院の生徒会長で、火の魔術を扱あつかう才人だ。

　カノンはロイがやってきたことにも気づかずに、何やら熱心な様子である一点を覗のぞき込んでいた。彼女の注目を集めているのは、こちらに背中を向けて座すわり込んでいるもう一人の少女。この世界のどの国に行っても見かけないであろう奇き妙みような服装をしており、その滑なめらかな光こう沢たくをもつ長ちよう髪はつは、これまた珍めずらしい黒色だ。

　アヤメ。雛ひな菊ぎくアヤメ。ロイの数少ない知り合いの中でも、とびきり変わった人物であると言えるだろう。

　彼女はしばらく何かごそごそと作業をしていたが、やがて声を上げた。

「出来たー！」

　すると、カノンが驚おどろいたように目をしばたたかせる。

「これがそうなのですか？　なるほど、確かに変わった形をしていますね」

「へっへー、そうでしょ？　でも美味おいしいんだよ、これ」

　アヤメが得意げな声で腕を組む。

「……なんの騒さわぎだ？」

　首を傾かしげたロイのローブを、ハンナがくいくいと引いた。振り向むくと彼女は、手を振っている。彼女がこういう動作をする時、どう応こたえればいいのかロイは知っていた。

「どうした、ハンナ」

　ロイはしゃがみこみ、ハンナに耳を近づける。極度の人見知りである彼女は他人と上う手まく話をすることが出来ず、こうでもしないと聞こえないくらい、声が小さいのだ。

「あのね……。アヤメさんが、なにか食べ物を作るんだって、カノン先輩に食堂から材料を持ってきてもらったの」

「アヤメが？　なにを？」

「えと……向こうの世界のものだって。ずっと食べてないから、食べたかったんだって」

　ふぅん、と相あい槌づちを打って腰こしを上げると、ロイは歩き出しながらアヤメに声をかけた。

「アヤメ、なに作ってんだ？」

「あ、ロイ！　見て見て、これ！」

　振り返ると、アヤメは嬉うれしそうに駆かけ寄よってきた。手に持っていたものを、こちらに差し出してくる。

「……なにこれ」

　ロイは訝いぶかしげにその物体を見つめた。パンで上下から何かを挟はさみこんでいるようだが、中央にあるものが分からない。ぐちゃぐちゃにした牛肉を固めているのだろうか。それに緑色のものは野菜か。ハブ菜と呼ばれ、生でも食えることからサラダなどによく使われるものに似ている。それに赤。これはマトマトの実に違ちがいない。酸味があってパンによく合う。黄色のものは、チーズであることは分かった。

「ハンバーガー！」

　アヤメは満面の笑えみを浮かべてそう言った。

「はん……はんばっか？」

「ハンバーガー。あたしの世界では皆みな、特に若い子はこれよく食べてるんだよ」

「ハンバーガー……ね。なんかみょうちくりんなもんだな。食えるのか？」

「失礼だなあ。先輩にも言ったけど、美味しいんだよ。他にも沢たく山さん、種類があるんだから。照り焼きバーガーでしょ、フィッシュバーガー、チキン竜たつ田たとか、後ね、期間限定で目玉焼きを挟んだやつとか、変わったところではお好み焼きとか。後それとね」

「ああ、いや、その辺で待った。お前の言っていることが、半分も分からん」

　ロイは尚なおも説明を続けようとするアヤメを手で制す。

「とにかく、アヤメの世界の食べ物なんだな」

「そう！　作れるかなーと思って用意してもらったんだけど、大成功だったよ。えへへ、久しぶりだなあ、ハンバーガー」

　アヤメは嬉しそうにしているが、ロイからすれば少々、理解に苦しむところではあった。

「……牛肉も野菜もチーズも、別々に食べればいいんじゃね？」

　こちらの世界でもパンに食材を挟んで食べるという習慣はあるが、それとて肉にしろ野菜にしろ一種類だけ。後はせいぜい香こう辛しん料りようを加えるくらいだ。色々混ぜると味がゴチャゴチャになってしまうというのがその理由だった。

「私もそう思ったのですが、アヤメには彼女なりの主張があるようです」

　カノンが興味深げにハンバーガーなるものを見つめている。

「そうだよ！　ハンバーガーには肉、野菜、チーズが一体となって初めて生まれる新しい味があるの！　ただの三じゃないんだよ。十にも百にも千にもなるんだから！」

「……本当かよ？」

　いまいち信じ難がたい。いや……アヤメが嘘うそをつく道理はないから、真実であるとは思うのだが。それでもロイにとっては、正しく異世界の食べ物だった。

　そう――雛菊アヤメは、この世界の人間ではない。

　ロイたちが住むところとは、別の場所からやってきたのだ。それも、ロイが得意とする【物質転移アドヴエントゲート】という魔術を昇しよう華かさせて編み出した秘術。

　――異世界召しよう喚かんによって。

　考えてみればあれから、色々とあったものだ。ロイは感かん慨がい深ぶかく、尚もハンバーガーの良さを語り続けるアヤメを見て思う。

　ある理由によって異世界へ召喚されたアヤメ。彼女とは紆う余よ曲きよく折せつあって、今、こうして一いつ緒しよに暮らしているのだが。かれこれそんな生活も一か月ほどが経たとうとしていた。

「……というわけでね、ハンバーガーは真理なわけですよ。この小さな体に、無限の可能性を秘ひめているの。分かった？」

「ああ、分かった」

　後半から全く聞いてはいなかったが。ロイは適当に返事をする。

「すごいね、アヤメさん……。まさかハンバーガーにそんな秘密があったなんて……」

　ハンナが目を丸くしていた。

「私にも窺うかがい知しれませんでした。単純な料理と馬ば鹿かにしていたことを反省します」

　カノンが感かん嘆たんの息をつく。

「……え、なに？　なんの秘密があったんだ？」

　ロイだけが置いてけぼりであった。

「あ、やっぱり聞いてなかった。そうだと思ったんだよね」

　アヤメは頬ほおを膨ふくらませる。

「いや、悪い。その……ちょっと考え事しててな。それで、秘密ってなんだ？」

「ふーんだ。人が一いつ生しよう懸けん命めい話してるのに上の空な人にはもう教えません」

「まさかあの話を聞きき逃のがしているとは。ロイ＝シュトラス、あなたにはがっかりです」

「も、もったいないよ、ロイくん……」

「なに!?　ハンバーガーになんの秘密があったんだ!?　教えてくれないか!?」

　それぞれの反応を見て、ますます気になってきたロイ。しかしアヤメは冷たい。

「だーめ。また今度ね。ほら、それより食べて食べて」

　アヤメは四つに千切ったハンバーガーをそれぞれに渡わたす。いささか腑ふに落ちない物を感じながらも、ロイは一口齧かじった。

「……う、美う味まい」

　咀そ嚼しやくし、飲み込んだ後で、驚きの声を漏もらす。予想以上の美味だった。肉のジューシーさをパンの柔やわらかさが受け止め、かつ、そのしつこさを野菜が打ち消している。ハブ菜のシャキシャキ感が心ここ地ちよく、マトマトの酸味がそれにパンチをきかせていた。極きわめつけはチーズの濃のう厚こうさである。とろりとろけて舌の上に染しみ渡る。

「こ、これは味わったことのない感動ですね……！」

　カノンが口元を押おさえながら感想を漏らした。ハンナは言葉こそないが、その耳が忙いそがしげに動いている。

「すげぇな、異世界。とんでもないもんがあるな……」

　これは一つの食の革命であるとさえ言えるだろう。

「でしょー？　やっぱり手作りだと味も格別だね」

　もぐもぐと自分の分を食べながら、アヤメはそこで、思い出したように言った。

「あ、ところで、ロイ。どんな感じだったの？」

「……おっと。いけない」

　つい、未知の味に我を忘れていた。ロイはハンバーガーを手に持ちながら首を振った。

「ダメだな。かなりの大きさだったから、もしや、とは思ったが。せいぜい小規模な物質転移一回分だ」

「そうなんだ……やっぱり難しいんだねえ」

　アヤメは眉まゆを下げる。

「しかしこれで、四度目ですか。中々に見つからないものですね」

　カノンもまた、落らく胆たんを露あらわに息をついた。

「仕方がありませんよ。そう簡単に回復出来るものでもないですからね。地道に当たっていくしかありません」

　ロイはそう言って、肩かたを竦すくめる。

「魔術師連盟に言って、また新たに関係する情報を回してもらいます」

「……ごめんね、ロイ。面めん倒どうかけて」

　アヤメは、シュンとした様子を見せる。

「なんでお前が謝あやまるんだよ。そもそも、俺おれが原因だろ」

　苦笑して、ロイはアヤメの肩に手を置いた。

（そう……それに、こいつを元の世界に帰せるのは、俺しかいないんだしな）

　心中で、一人、その事実を強く噛かみ締しめる。

　異世界召喚――それは、観念的な意味での【壁かべ】を取とり払はらい、世界と世界を繋げる魔術だ。しかし、言葉で言うほどそれは簡単なものではない。

　世界を構成する仕組みを完全に理解し、掌しよう握あくし、操あやつり、変へん換かんする。

　それには膨ぼう大だいな計算と極めてセンシティブな感覚が要求され、並なみ大たい抵ていの資質では到とう底てい、辿たどり着つくことのできない領域だ。

　加えて、大量に消費される魔力の問題もある。
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　一流の魔術師でさえ、一生かかっても異世界召喚を発動させるために使う魔力を生み出だすことは、出来ないであろうと言われていた。人よりきわめて魔力の高い、自分のような人間でなければ。

　つまり、恐おそらくこの世界において異世界召喚を扱えるのは、ロイだけしかいないのだ。

　だからこそ、ロイは全すべてが終わったその後で、アヤメを元の世界へ帰した。

　そのはずだったのだ。

「でも……ほら、あたし、戻ってきちゃったしさ」

　バツが悪そうにアヤメが言う。そう、そればかりはロイも予想出来ないことだった。

　一度、確かに元の世界へ戻ったアヤメは、なぜか再び帰ってきてしまったのだ。

　しかし、当然だがもう一度、異世界返へん還かんをするだけの魔力はもうほとんどロイには残っていない。再び発動させるためには、どうにかして大量の魔力を回復させる必要があった。

　そのため、ロイとアヤメは一か月の間、魔力を回復させるための手段を探して世界中を飛び回っていた。だがどれも、かんばしい結果は得ていない。

　ついこの間、魔力を回復させるための術を研究しているという魔術師の遺産を探しに森へ行ったが、これも不発に終わった。手に入れたのは虫食いだらけの上、経年劣れつ化かによりボロボロになった資料と、【太陽の涙】の他、わずかな魔力回復効果のある結晶のみ。

「やはり、これからも参加し続けるしかないのでしょうか。――【アルス・マグナ】に」

　カノンが、ぽつりとこぼす。ロイはその単語に反応し、彼女を見た。

「かもしれませんね。ですが……なるべくなら頼たよりたくないんですよ。あの大会には」

　ため息をつき、ロイはポケットから羊皮紙を取り出した。

　中身は白紙だ。だがロイが指先に魔力を灯ともしてなぞると、空中に文字が浮かび上がる。

　試合の第二回戦を知らせる通知だった。ただし試合が二日後であることとが書かれているだけで、対戦者の名はそこにない。決定後に再度知らせるとのことだった。

　【アルス・マグナ】。それはロイの【扉とびらの魔術師】のように、二つ名を持つ魔術師同士が命を懸かけて戦い合う大会のことだ。賭かけられるのは、自分の魔力。

　勝者には対戦者の持っている、魔力を封ふうじ込めることの出来る道具【秘されし切り札グリムワード】、その半分が授じゆ与よされる。

　確かに魔力を集めるということに関して言えば、これほど適したものもないだろう。

　だが、【アルス・マグナ】は魔ま術じゆつ師し達たちが所属ぞくし、世界中の国々とも関係を持つ組織、魔術師連盟から正式に認められているものではない。

　どこかの誰かがいつのまにか始めた、非公式の戦いなのだ。

　裏で貴族による賭け事ごとの対象になっていると言うし、大会を取り仕切る【東方委員会】という連中も素す性じようを明らかにはしていない。とにかく、胡う散さん臭くさいことこの上ないのだ。

　確かに前回、様々な事情からアヤメと共に参加し、ロイにとっても己を変えるきっかけとなったことは確かだった。だが出来れば関かかわり合あいになりたくはない、というのが正直なところだ。

「気持ちは分かります。しかし現実問題、貴方あなたが消費した膨大な量のグリムワードを取り戻す手段は、本当に【アルス・マグナ】以外に存在しているのでしょうか」

　カノンが考え込むように眉み間けんに皺しわを寄せた。ハンナが、心配げな眼まな差ざしでこちらを見上げてくる。その疑問に関してはロイも持っている。実際、理想を口にしたところで、それが実現される見込みはあまりないのだ。

「……ねえ、ロイ？」

　と、そこで、アヤメが発言した。

「どうした？」

「うん……あたし、思ったんだけどね。というか、ずっと考えてたことなんだけど」

　自分のハンバーガーを見つめながら、彼女は続ける。

「あたし――【アルス・マグナ】に優勝するまで、参加し続けるべきだと思うの」

「……どういうことだ？」

「うん。えと、ね。ほら、あたしが戻った時にさ。この世界に執しゆう着ちやくがあるからじゃないか……って言ってたでしょ？」

　ロイは首しゆ肯こうした。異世界返還が物質転移の法則に則のつとっている以上、そのモノがこちら側に存在することを強く意識した場合、そうなる可能性もあった。

「それってさ、あたしが、【アルス・マグナ】のことが気になってたからだと思うの」

「……アヤメが？」

「そう。なんていうかな。あれってすごい戦いだったでしょ？　だから……その、あたしも久しぶりに楽しかったというか。もっとこういう経験してみたいって思っちゃったっていうのがあるんじゃないかな」

　思わず、ロイはハンナやカノンと目を合わせた。普ふ通つうの人間であれば、理解に苦しむ台詞せりふである。だが、

「……まあ、アヤメだしな」

　ロイがそう言うと、カノン、ハンナもまた頷いた。

　とてつもない強さで竜さえ素す手でで倒たおし、戦いの中に己の在り様を見み出いだす。

　それが、雛菊アヤメという人物であった。

「後、あたしがこのまま帰ってしまったら、後の試合はロイに全部任せっきりになっちゃうでしょ？　それも気になってたんだ。なんか、責任を丸投げしちゃう気がして」

「別に気にすることねえのに」

「だって、ロイ、今あんまり魔術使えないじゃない。それであなたが酷ひどい目に遭あったりしたら……やっぱり、嫌いやだよ」

　アヤメのこちらを気き遣づかう言葉に、ロイはうっとたじろぐ。痛いところを突つかれてしまった。ロイは異世界召喚によりグリムワードをほとんどなくし、今は数千枚ほどしか残っていない。そのため少しでも消費を抑おさえるよう、大規模な戦せん闘とうでも魔力の使用は百五十枚程度に収めるようにしていた。

「……そ、それにね」

　しばらくして、アヤメは言いにくそうにしていたが、口を開いた。

「あたし、もう少しだけこの世界に居たいんだ。カノン先輩ともっとお話ししたいし、ハンナちゃんのこと、抱だきしめたり撫で撫でしたり、すべすべしたりしたいし……」

「アヤメさん……みゃう」

　怪あやしげな単語を連発するアヤメを警けい戒かいし、ハンナがロイの後ろに隠かくれた。アヤメは可愛かわいいものに異常なほどの興味を示すという厄やつ介かいな性質があった。

「後……」

「後？」

　急に口ごもったアヤメに対し、ロイが問いを投げかける。彼女はしかし、すぐには答えずにもじもじしていた。

「なんだよ。どうした？　お前らしくないな」

「ちょ、ちょっとね。ええと、別に変な意味じゃないんだよ？」

「ああ、早く言えよ」

「本当に、変な意味じゃないからね。絶対、誤解しないでね。そこのところ、了りよう解かいとっておかないととんでもないことになるから。いい？」

「分かったって。なんだよ、一体」

　そこまで念入りに確かめられると、こちらとしても少々、身構えてしまう。

　アヤメはロイの言葉に頷くと、息を吸いこんだ。そのまま沈ちん黙もくすること、数秒。

「……あ、あたしね……」

　やがて――彼女は、思い切ったように言った。

「あたし、ロイともう少し、一緒にいたいなって……」

「…………へ？」

　ロイは、空気の抜ぬけたような声を漏らしてしまった。途と端たん、アヤメは顔を真っ赤にして、慌あわてたように目を逸そらした。

「べ、別に変な意味じゃないから！　違うからね？　その、ロイとコンビで戦ったの、楽しかったから！　それだけ！　いい？　いい!?」

「え、あ、お、おう……おう」

　凄すごい剣けん幕まくでまくしたてられて、ロイは思わず身じろいだ。

（そ、そうだよな。そういうことだよな。別に変な意味とかじゃ……ないよな？）

　自分で自分に言い聞かせる。そうしなければ、不必要に高鳴り始めた鼓こ動どうを止めることが出来ない気がした。

「だ、だから、その、せめて【アルス・マグナ】で何かの結果を出すまでは、この世界に居ようと思うの。……ダメかな？」

　こちらを窺うように、訊きいてくるアヤメ。ロイは咳せき払ばらいした。

「いや……まあ、お前がそう望むなら、俺は文句を言える立場でもないけど。でも、いいのか？　かなり長くなると思うぞ。元の世界に残してきた友達とか、家族とか……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うーん……でも、そうでもしないとどうもあたし、何回やってもこっちに戻ってきちゃう気がするんだよね。それにほら、故郷が懐なつかしくなっても、こんな風にこの世界にあるもので再現出来たりすることもあるわけだし」

　アヤメはハンバーガーを手に笑った。

「だからやっぱり、スッキリして帰るべきなんだと思う！　まあ、それで向こうの世界に戻った時になにかあったら、その時は、その時よ！」

　拳を握にぎり、彼女はそれを高らかに上げる。その様子に、ロイは思わず吹ふき出した。

「……ったく、お前は。本当にとんでもない奴やつだな」

　この世界に居続けるだけではなく、戦うことが好きだから、というその理由だけで危険な大会に自ら足を踏ふみ入いれようとするとは。

　だが、彼女のこうした姿勢に惹かれた自分が居るのも事実なのだった。

「でもな、アヤメ。魔力を回復させる道具を探すのはやめないぞ。アルス・マグナに参加し続けるんだとしても、俺の魔力があるに越こしたことはないからな」

「うん、それはもちろん。それに、そっちの方が色んな冒ぼう険けんできるしね！　わー！　燃えてきたー！」

　アヤメは一人で盛り上がっている。無む邪じや気きな彼女に、ロイは呆あきれを通り越して感心する。

「結局、この世界に残ることにしたのですね。……いささか常じよう軌きを逸いつした考えであるとは思うのですが」

「……はい、わたしも心配です」

　カノンの言葉に、ハンナが応える。だが彼女は微笑んで、

「でも……そちらの方が、その……アヤメさん、らしいです」

　それでカノンも、「まあ……そうですね」と苦笑しつつも、納なつ得とくしたようだった。

「ロイ＝シュトラスとアヤメであれば、多少の危険も物ともしないでしょう。ですが二人とも、十二分に気を付けるのですよ。何かあれば、私にいつでも相談して下さい」

「はい、先輩！　ありがとうございます！」

　頭を下げるアヤメに合わせ、ロイも会え釈しやくする。

「さて……しかしこちらに逗とう留りゆうするのであれば、色々と準備するものがありますね」

「なにかありましたっけ？」

　ロイが首を傾げるとカノンは息をついた。

「ロイ＝シュトラス。仮にもアヤメは女性ですよ。いつまでもあなたの服を借りているわけにもいかないでしょう。それに彼女の着ている『制服』ですか。それは目立ちすぎます。髪の色は仕方ないとしても、せめて服装くらいはこちらの世界のものにしなくては」

「わ、じゃあ、ショッピングですか!?」

　アヤメが目を輝かせる。

「嬉しいな。そう言えばこっちの世界に来てから、ロイの部屋に居るばっかりでそういうことずっとしてなかったですし。大賛成です！」

「……わ、わたしもついていきます。ちょっと街で、お買い物したいですし」

　ハンナが手を上げる。アヤメが「きゃー！　ハンナちゃんも！」と抱きついた。

「決まりですね。それでは皆で少し遠出して、必要なものを買かい揃そろえましょう」

　カノンが手を叩たたいて微笑んだ。女性同士は盛り上がり、どこに行くか、なにを購こう入にゆうするかを相談し始める。

「……買い物、ねえ」

　基本的に引きこもりが性に合っているロイとしては、微び妙みように複雑な心境ではあった。




「うわ！　すごく賑にぎわってるねえ」

　アヤメは興味深げに街並みを見回しながらそう感想を漏らした。

　街の盛せい況きようぶりを一番表している、中央通り。左右には露店が隙すき間まなく並び、活気のある声が飛とび交かっていた。またその奥おくに見える建物も全てが商店であり、ありとあらゆる種類の物資を扱っている。

　商業都市アヴァロン。大陸の中心にあるため、各国からの物流が絶えぬ街である。

「それにしても、ロイの魔術って本当に便利だね。本当なら、ここに来るのって大分かかるんでしょう？」

　アヤメは言って、抱かかえた袋ふくろから焼き菓が子しを取り出した。口に入れてもぐもぐと動かす。

「ええ、私達の住むアストレースからなら、馬車で十日ほどかかるでしょう。それを増ぞう幅ふく装置を使っているとは言え、少量の魔力で、しかもほんの一いつ瞬しゆんで辿りつけるのですから、物質転移を使った転送魔術というのは本当にすごいものです」

　カノンが改めて感心したように告げた。

「ひ、人がいっぱいです……ね」

　気き後おくれするのかハンナがめいっぱいフードを被る。

「いやぁ、ロイの魔術さまさまね！」

　今度は、串くし焼やきをぱくり。続いて林りん檎ごを齧ると、顔をほころばせ、アヤメは薄うす焼やきにした生き地じで肉を巻いたものを食べた。

「……いや、まあ、褒ほめてくれるのはありがたいんだけどよ」

　ロイは顔を引きつらせる。アヤメは飴あめを舐なめてから、牛乳と卵を混ぜて蒸したパンを口に放ほうり込んだ。そして彼女はベリーのジャムを塗ぬったタルトパイを頬ほお張ばり、更に、

「どんだけ食べるんだよ！　しかも俺の金で!?」

　傍で売っていたスープのようなものを買おうとしていたところで、ロイは思わず叫さけんだ。

「まだ序章の段階だけど？」

「すぐ完結しろ！　今すぐ終われ！」

　必死で手をぶんぶんと振ふるロイに、アヤメは「えー」と不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「だってロイが『なんでも食べていい。お金は全て俺が出す』って二枚目の顔で言ったじゃない。キリッと決め顔で言ったじゃない」

「確かに言ったよ、ああ、言ったさ！　でもな!?　本当に底なしに食う奴があるか！　前半はいい表情していた俺も最後の方には随ずい分ぶんと血の気が引いたぞ！」

「いやぁ、だってあんまりにも美味おいしかったからさあ。えへへー、てへ？」

　アヤメはバツが悪そうに片目を瞑つぶり、舌を出した。普通なら怒いかりが込み上げてくる動作だが、彼かの女じよの場合、なまじ顔が可愛らしいだけにサマになっている。

「ぐ、ぐくく……はあ」

　ロイは拳を握りしめ、しかし、どうすることも出来ずにため息をついた。

「……あの、ごめんね？　やっぱりやり過ぎだった？　いや、不味まずいと思ったんだけど止められなくてさ……」

　ロイの反応を見てさすがに反省したのか、アヤメが殊しゆ勝しような態度で謝ってくる。

「あ、あの、わたしもちょっと食べちゃって……ごめんなさい」

　ハンナもその手に持った砂糖菓子を見て、申し訳なさそうにする。アヤメからもらったのである。

　そんな彼女たちの姿に、ロイは首を振った。

「……もういい。ハンナはともかく、アヤメが人並み超こえて食欲旺おう盛せいだってことを忘れていた俺が悪い」

「し、失礼な。よく動くからよく食べるだけだよ！　普通のことだよ！」

「……いや、そもそもアヤメの場合、『よく動く』のレベルが普通を超えているのですが」

　なんとも言えない表情で、カノンが額に手を当てる。

「で、でも、アヤメさん、いっぱい食べるのに、痩やせていますよね……？　すごいです」

　ハンナがなにやら、羨せん望ぼうの眼差しでアヤメを見上げている。

「きゃっ、ハンナちゃん、嬉しいこと言ってくれる！　んー、やっぱり好きー」

　アヤメは、満面の笑みでハンナを軽く抱きしめた。

「まあ、アヤメの場合、消費し過ぎて胸にもいってないけどな」

　ロイはそう言って、笑った。

　ばぎぐふごふぁ。

　凄すさまじい異音を発しながら、アヤメが拳を鳴らす。

「なんて説もあるようだけど、ほんと、時代遅おくれな考えだよな！　ははは！　ないない！」

　ロイはそう言って、笑った。大量の脂あぶら汗あせを掻かきながら。

「なんでそうやってすぐ胸のこと言うかなあ……」

　頬を膨らませるアヤメに、ロイは睨にらみ付つけられる。

「次言ったら、新しく開発した『ゴッドオブデコピンマークⅡ～そして永久に～』を喰くらわせるからね！」

「なにその主に副題が気になる技わざは!?」

　ぞっとして、これ以上、不用意な発言は避さけようと思うロイだった。

「……にしても本気で金がねえな」

　懐ふところから取り出した皮かわ袋ぶくろの中をロイは覗き込む。金貨や銀貨がわずかに残るのみであった。

「調子乗り過ぎちゃったかな……どうしよう？」

　頭を掻くアヤメに、ロイは「ま、なんとかなるだろ」と手を振る。

「予想外の事態とは言え、アヤメがこっちの世界の金を持ってない以上は仕方ないしな」

　きょろきょろと辺りを見回し、ロイはあるところで目を止めた。

「お、あった。あそこだ」

　人ごみを掻き分わけながらそちらに近付く。アヤメたちも後ろをついてきた。

　それは、石造りで出来た大きな四角い建物だ。だが扉も窓も、看板すら出ていなかった。

「なに、これ？　倉庫みたいだけど……」

「近いと言えば近いな。見てりゃ分かるよ」

　ロイは建物の前に立つ。そして、手で壁に触ふれた。掌てのひらに仄ほのかに青白い光を放つのを見ると、そのまますっと縦に一筋の線を描えがく。

　すると、壁の石同士がまるで波打つように、揺ゆれた。

「おお!?　なになに!?」

　アヤメが子どものように目を輝かがやかせる。その様子を見てロイは微ほほ笑えんだ。

　それほどの時間をかけずに、石壁は少しずつ別の形を取り始める。

　やがて――そこに、巨きよ大だいな顔面が浮うかび上あがった。

　さながらそれは、武骨な男を思わせる不気味な彫ちよう像ぞうである。

『……汝なんじの名を告げよ』

　石の顔は唇を動かし、独特の声でこちらにそう告げてきた。

「しゃ、喋しやべった！　この子、喋ったよ！」

「この顔を『この子』と呼びますか……さすがというかなんというか」

　カノンは頬を掻く。

「アヤメ、金庫、という物はそちらの世界にも存在するのですか？」

「うん？　うん、あるよ。え、これ、金庫なの!?」

「正確には、魔ま術じゆつ師し専用の金庫だ。幾つかの大きな街にある。これはその一つだ」

　ロイは言った。

「ロイ＝シュトラスだ。この皮かわ袋ぶくろ一いつ杯ぱいに金、銀、銅を混ぜて適当に入れてくれ」

『承知した。では汝の身分を示すものを提示せよ』

　頷うなずいて、ロイがポケットから一枚のカードを取り出す。細さい緻ちな意い匠しようが施ほどこされたもので、中央に錠じよう前まえの絵が描かれていた。ロイ専用の魔術道具マジツクアイテム『秘されし切り札グリムワード』である。

「魔術師は様々な面で、一いつ般ぱんの人間よりも多くのお金を得ます。加えてロイ＝シュトラスのように、二つ名を持っている者なら余計に。それだけのものを、無防備に部屋へ置いておくわけにもいかないでしょう？」

　カノンの言葉にアヤメはふむふむと興味深げに何度も顎あごを引く。

「だから、魔術師連盟によって管理された金庫に預けるのです。ここの施し設せつを利用したことはこの使い魔まによってその日に連盟へ知らされます。そしてロイ＝シュトラスが預けた金庫から引き落とされる、ということです」

「へぇー、便利なものなんですねえ。というか、この顔、使い魔なんですか？」

「そうだ。要はお前と同じだな」

　からかうロイに、アヤメは「むう。なんかやだなぁ」と不満げに言う。

『グリムワードを確かく認にん。汝を『扉の魔術師』ロイ＝シュトラスとし、ここに要求された金銭を譲渡するものなり』

　台詞と共に石の顔が口を大きく開いた。間もなく、そこからロイの皮袋に滝たきのごとく硬こう貨かが流れ落ちていく。

「うっ……この光景はなんか微妙だね。あるものを連想する」

「言うな。俺も毎回思ってる」

　アヤメに答えて、ロイはため息をついた。ともあれ、これで当座の金は下ろせたということになる。

「……ところで、前から思ってたんだけど。ロイって結構、お金持ちなの？」

「そうでもないさ」

　肩を竦めてロイは皮袋を腰に括くくり付け、歩き始めた。

「客観的に見て同じ年とし頃ごろの男性よりも多くの資産を持っていることは確かでしょう。二つ名の魔術師であるというだけで毎年、高額の研究費が国から出ますから。加えて彼かれの論文や研究結果は多くの人間の関心を集め、書しよ籍せき化したり、それを元に魔術道具マジツクアイテムの商品開発が行われたりしています。そこから生じるものも並ではありません」

　カノンがどこか誇ほこらしげに言う。

「ふぅん、よく知ってるんですね、カノン先せん輩ぱい。やっぱり、ロイのことだからですか？」

「なっ、べ、別に、そのようなことは！　ありません……ありませんよ!?」

　何気なく質問したアヤメに、カノンは大げさなまでの焦あせりを示した。それを見て、アヤメは「ほほーう」とにやつく。

「じゃあ、そういうことにしておきます」

「そういうことにしておきます、とはつまり、本質は別のところにあると言っているのですね!?　違います。貴女あなたは誤解をしていますよ、アヤメ！」

「分かってますよ。あたし、何も言ってないじゃないですか。ねえ、ハンナちゃん？」

「ふえ？　あ、はい。えと……カ、カノン先輩はロイくんのこと、好きじゃないんですか？」

　おずおずと、ハンナがローブの奥に隠れた顔で見つめながらそう尋たずねる。

「はははは、ハンナ＝アフラ!?　あなたまでですか!?　い、い、いい加減にして下さい！」

「す、すみません……！」

「あ、ハンナちゃんいじめちゃダメですよ！」

　混乱して叱しかりつけたカノンから、ハンナを庇かばうように前に立つアヤメ。

「なにやってんだお前ら……。ところでハンナ、お前、寄りたいところがあるとか言ってなかったか？」

　そんな彼女たちを不思議そうに見つめながら、ロイはハンナに言った。

「あ……うん。いいかな？　ロイくん」

「別に構わないぞ。どこに行くんだ」

　そう答えると、ハンナはロイの手をとり、「こ……こっち」とか細い声で告げた。

　ハンナに導かれ、ロイ達は、通りから外れて路地裏を歩いて行った。しばらくそのまま進むと、ハンナは道を確かめるように、肩から下げた鞄かばんを探さぐり、地図を取り出す。それと照らし合わせ、頷くと再び、歩き出した。

　そうして辿り着いたのは、やけに古ぼけた店だった。看板にはグリムワードを模した絵が描かれている。魔術道具マジツクアイテム屋だ。

　大きさ自体は左さ程ほどではないものの、その品しな揃ぞろえは確かなようだった。その証しよう拠こに、軒のき先さきまではみ出るようにして様々な品が並べられている。

「こんなところにお店が……よく知ってたね、ハンナちゃん」

　しゃがみこんだアヤメが、ハンナに耳を近づける。ロイやカノンもそれに倣ならった。

「はい……。この前読んだ本に、このお店でだけ取り扱あつかってるって書いてて。でも、そんな簡単に行けるところじゃないから……迷ってたんです」

「それでお前、この街に行きたいって言ったのか」

　買い物をする、ということになり、どこにするかを迷ったロイ達だったのだが。遠えん慮りよがちではあるものの、ハンナが真っ先にアヴァロンを希望したのである。

「う、うん。ごめんね、ロイくん、わがまま言って……」

「いいって。転送術さえあればどこだろうとすぐだしな」

　ロイはハンナの肩をぽんぽんと叩き、その背中を軽く押した。

「ほら、何を買うのか分からないけど行ってこい。一人で大丈夫か？」

「う、うん。……行ってきます」

「じゃあ、あたしも一緒に」

「行かんでいい。お前はここにいろ」

　ロイはついていこうとするアヤメの肩を掴つかむ。その間にハンナは店に入っていった。

「なんでよー」

「お前には前科がある。パールの店でやらかしたこと忘れたか」

　ロイが指し摘てきするとアヤメは「うっ」と言葉に詰つまった。以前、ロイの知り合いの店でアヤメは初めてハンナと出会い、その可愛らしさに暴走したのだ。そのせいで店にある商品のいくつかが木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「一体なにをしたのですか？　アヤメ」

「い、いやぁ、別に。その……ちょっとお茶ちや目めしちゃったかなー、なんて」

　首を傾かしげたカノンにアヤメは曖あい昧まいな言葉で返す。

「あれがお茶目で済むなら、俺は人食い鬼オーガが暴れても温かい顔で見守れるぞ……」

「は、反省してるよ！　あんまり責めないでよっ！」

　顔を赤くするアヤメに、ロイは肩を竦めた。

「……深く追求しなくても、大体、何をしたか分かったのでこの辺りにしておきます」

　やや引き気味のカノンに、ロイは「賢けん明めいですね」と深々と頷く。

「ち、違ちがうんです、カノン先輩！　出来心だったんです！　もう二度としませんから！」

「完全に過あやまちを犯おかした人間の理り屈くつだな」

　必死で言い訳をするアヤメに、嘆たん息そくするロイ。

　そのまましばらく待機していると、ハンナが息を切らして戻もどってきた。

「お……お待たせしました……」

「あったのか？」

　ロイの問いかけを彼女は首肯し、手にもった紙かみ袋ぶくろから何かを取り出す。それは、一組の銀で作られた腕うで輪わのようだった。

「なに買ったの？　アクセサリ？」

「いえ……これは、わたしが作ったものです。お店で買ったものを、その場で取り付けて形にしました……」

　アヤメが尋ねると、ハンナは腕輪を、ロイ達に向けて差し出した。

　一見すると、ごく普通の装そう飾しよく品ひんである。大きな薄うす紫むらさきの宝石を中心に、同色の小さなものがちりばめられていた。目を近づけてみれば、非常に細密な紋もん様ようが刻まれている。中々に高価そうなものだ。

「これ、アヤメさんに、差し上げます」

　意外だったのか「……あたしに？」と目をぱちくりとさせるアヤメに、ハンナは頷いた。

「これ……ただの腕輪じゃないな。魔ま力リよくを感じるぞ」

　断わりを入れてから手にもったロイは、そう言って目を細める。ハンナが微笑んだ。

「はい。わたしが作った、魔術道具マジツクアイテムです……」

「魔術道具マジツクアイテム？　え、でも、どうしてあたしに？　ロイに渡わたした方がいいんじゃない？」

　アヤメは当然の疑問を呈ていするが、ハンナは小さく首を振った。

「これは……アヤメさんのために作ったものですから。えと……アヤメさん、腕うでに嵌はめてみてください」

「う、うん……こう？」

　ロイから受け取った腕輪を、アヤメは自分の手首に着けた。サイズはぴったりだ。

「それで……【展開イジエクト】と大声で言ってみて下さい」

「いじぇ……？　分かった。――【展開イジエクト】！」

　アヤメは、大きく叫んだ。その瞬しゆん間かん、腕輪についた宝石が強きよう烈れつな光を放ち、辺りを真っ白に染め上げる。

「うおっ!?」

　思わずロイは視界をその腕で庇う。そして光が消えたのを見計らってゆっくりと離はなした。

　果たしてそこにあったのは――武骨で巨大な手甲ガントレツトだった。

　アヤメの両りよう腕うでをすっぽりと覆おおうようにして存在するそれは、独特の金属光を放ち、熟練の職人が手て掛がけたかのように洗練された造りをしている。手の甲こうの中心部に宝石が埋うまっているのと、肘ひじの部分に当たるところが不自然までに盛り上がり、そこから筒つつのようなものが覗のぞいているのが特とく徴ちようだった。

「こ、これ……なに？　ハンナちゃん」

「正式な名前はまだつけていないんですが……突とつ貫かん型魔力武装兵式零壱いち番としています」

　ハンナは、アヤメの腕に装備された手甲を触さわり、

「えと……まず、拳こぶしに嵌めた爆炎効果のある魔力石で、衝しよう撃げきと共に【爆炎インパクト】の言葉で、相手に損傷を与あたえます。手甲にしているのは、使用者が傷つかないためです。後、手甲自体に空気中の魔力を取り込む性質を持つ金属が含ふくまれていて……【天火イグニード】という言葉で内包したそれを、後方から爆ばく発はつ的てきな推進力として放出します。その勢いにより使用者の速度を通常の何倍にも高め……それにより更さらなる威い力りよくを発揮することが可能です」

「う、うーん？　えっと？」

「分かりやすく言えば、単純に相手を殴なぐっても爆ばく発はつで攻こう撃げきできるし、更にとんでもない速さで勢いをつけて威力を増加させることも可能ってことだ」

　ロイは噛み砕いて言葉を並べながら、

「……にしてもとんでもない奴にとんでもないもの作ったな、お前」

　やや恐ろしささえ覚えながらそう言った。ハンナはフードをぎゅっと掴んで恥はずかしそうに俯うつむく。照れているのだろう。

「いや、微妙に褒めたわけじゃないんだが……まあ、いいや。これは普ふ段だん、腕輪として機能するってことでいいのか？　見たところ、不確定金属を使っているようだが」

　別名【主張なき物質アンチ・マテリアル】とも呼ばれ、特定の形状を持たず、外的刺し激げきに反応して発光し、その姿を変える金属のことだ。長い時をかけて魔力を蓄たくわえたある種の鉱石が変質したものだと言われているが、実際のところは定かではない。

「う、うん。一いつ緒しよに混ぜ込んだ物質が……特定の言葉に反応して不確定金属に刺激を与えるの。他にも、最初に腕に嵌めた人の声にしか従わないとか、形状を一定に保つとか、色々改良を加えなきゃいけなくて……時間がかかっちゃったけど」

　自分の得意な分野だからか、ハンナは普段と違い、流りゆう暢ちように喋る。

「……これを、本当にハンナ＝アフラ、あなたが作ったのですか？」

　貴重品を取とり扱うように、カノンがアヤメの手甲に触れる。

「だとすれば驚おどろくべきことです。既すでに学生が出来る域を超えています。未いまだかつて、このような魔術道具マジツクアイテムが存在したことはありません」

「あ……でもカノン先輩、それ、あんまりにもお金がかかっちゃって、量産できないんです。だから、商品としては失敗です」

「え、じゃあ、ハンナちゃん貯金なくなっちゃったとか……？」

　申し訳なさそうにアヤメが窺うかがうと、ハンナは首を振った。少し笑って、

「いいんです。ロイくんとアヤメさんのお役に立ちたくて、勝手にやっただけですから」
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「……ハンナ、お前」

　そこまで自分たちのために頑がん張ばってくれたのか。そう思うと、ロイは胸に温かいものがこみあげてくるのを感じた。そこまでしても、己おのれになんの益もないことは、彼女自身も分かっているだろうに。

「いい奴だな、お前……！　ありがとうな！」

　つい、ロイは体を屈かがめると、ハンナの頭を撫なで繰くり回していた。彼女は「みゃ、みゃうう」とくすぐったそうにしながら、頬ほおを赤らめる。

「は……ハンナちゃんったら……！　なんて優やさしい子なのっ！　抱いて！」

　感動に瞳ひとみを潤うるませて、アヤメは両手を広げた。

「はいはい。そこまでな」

　そのままハンナに飛びかかろうとするアヤメの襟えり首くびを、ロイは掴む。

「い、いやあ！　ロイの意地悪ー！」

「お前はその、ハンナに対してタガの外れやすくなる性格を直せ」

　ロイが呆れてため息をつく。アヤメはしばらく唸うなっていたが、やがて諦あきらめたようだった。

「むう……仕方ないわね。ところでハンナちゃん、この手甲はこのままなの？」

「あ、解除する時は【封印セリド】と唱えて下さい」

　ハンナのアドバイスに従い、アヤメが呟つぶやくと、再び光が放たれた。彼女の手甲は腕輪へと戻る。アヤメは目を丸くした。

「おお、すごい、まるでどこかの猫ねこ型ロボットの道具のようだわ」

「なにをわけのわからんことを……おい、元に戻ったからってハンナに飛びつくなよ」

「わ、分かってるわよ」

「……ええと、そろそろ宜よろしいですか？」

　遠慮がちに、カノンが手を上げた。

「アヤメも気を取り直して。そろそろ本題に参りませんか？」

「え？　本題？　なんでしたっけ？」

　きょとんとするアヤメに、「やはり忘れていましたね……」とカノンは首を振った。

「買い物ですよ。――とりあえず、服屋に行きましょう」




『ようこそ、いらっしゃいませ――ッ！』

　扉を開けると共にロイ達一行を出で迎むかえたのは、耳をつんざかんばかりの嬌きよう声せいだった。

　玄げん関かんから一直線に、大勢の女性たちが左右に分かれて並列している。

「んんんっ！　美び麗れい追つい及きゆうッ！」

　その奥から現れたのは、身なりも顔も何もかもが派手な男だった。

「流行の最先せん端たんをひた走る、アヴァロン随ずい一いちの服ふく飾しよく店てん【ラ・ザ・ボルムラン】へようこそ！　私、店長のガルムアと申します」

　蝶ちようネクタイをぴんと弾きながら、やたらと化け粧しようとヒゲの濃こいガルムアがウインクする。

「お客様、本日はどのような衣装をお望みかしら？」

『失礼しました。帰ります』

　ロイとアヤメはほぼ同時にそう言って踵を返した。

「あらぁぁぁぁ、ダメよぉ、ダメ、ダメ！　一度この店に足を踏み入れた以上、もうあなたたちはワタシのえ・も・の！　決して逃にがしはしないわよぉ」

　しかしがっしりとガルムアに襟首を掴まれて、逃とう亡ぼうを阻そ止しされる。

「い、いやぁ！　ファッションの最先端をいっているのにどう考えてもセンスが斜ななめ右にいってる人に、自分の服を選んでもらうのはいやぁ！」

　アヤメが拒きよ否ひするもガルムアはめげない。というより話を聞いていない。

「ウフフ、照れ屋なんだから。でもそんなところも素す敵てきね。それで、御お召めし物ものを所しよ望もうしているのは誰だれかしら？」

「こいつです！」

　ロイは素す早ばやくアヤメを指差した。

「ろ、ロイの裏切り者！　あれだけ一緒に戦おうって言ったじゃない!?」

「すまんアヤメ。勝ち目のない勝負はしない性質だ」

　ロイはじりじりと下がった。ちなみに、ハンナは先ほどから怯おびえて自分の後ろに隠れてしまっている。カノンは呆あつ気けにとられていた。

「まぁぁぁ！　いやだ、いい男！　いい男よ！　とにもかくにもいい男だわああ！」

　しかしガルムアに目を付けられたのはロイの方だった。彼は驚くべき速度で接近してくるとロイの顔を両側から掴む。

「ひい！」

「ウフフ、肌はだも綺き麗れいじゃない。髪かみのお手入れは少し乱暴だけど、きちっとした格好をすれば誰もが振り向むく美少年の出来上がりよ。その前にまず、ワタシがツバつけちゃおうかしら、アハッ！　くんずほぐれつ、年上の魅み力りよくをお・し・え・て・あ・げ・る！」

　ロイは無言でグリムワードを取り出した。

「ま、待ちなさい、ロイ＝シュトラス！　一いつ般ぱん人じんに魔術を使ってはいけません！」

「放して下さい、先輩！　ある種！　ある種、生命よりも大事な物を失いそうなんです！」

　カノンに腕を掴まれつつも、ロイは抵てい抗こうする。

「ガ、ガルムアさん！　彼ではなく、このアヤメに似合う服を用意して頂けますか!?」

　ロイの本気を見み抜ぬいたのだろう。カノンはアヤメを自分の下に引き寄せる。

「わーん！　先輩も裏切ったー！」

「元からそういう目的だったでしょう！　大丈夫です、街の人に聞いたところ、この店はアヴァロンで最も人気のある店だそうですから。きっと、大丈夫です！　その……多分！」

「最後で自信なくなりましたよね!?　やっぱり嫌いやですー！」

　抵抗するアヤメを「お、落ち着きなさい！」とカノンがなだめようとしたその時。

　はらり、とアヤメのローブが外れた。

　艶つやのある黒くろ髪かみが――ロイ達の世界ではあまり見ない色のそれが、露あらわになる。

　ガルムアが、固まった。だが、次の瞬間。

「んまあああああああああああああああああっ！」

　広い店中に響ひびくような大声を張りあげた。

「見て、黒髪よ！　珍めずらしいわ！　綺麗だわ！　顔立ちも美しいし、非の打ちどころがないとはこのことね！　創作意欲がビン・ビン湧わいてくるわ！　集まって！　皆みな、集まって！」

　ガルムアの号令で歓かん声せいを上げた女性店員たちが、アヤメに殺さつ到とうする。

「本当！　珍しいわね！」「でもいいんじゃない、いつもと違う仕立てが出来そうよ」「清せい楚そな感じでまとめるべきかしら」「あら、おとぎ話の御お姫ひめ様みたいでもよさそうよ」「意外性を狙ねらうのなら活動的にするべきね」「店長、この前、発売したばかりのあれはどうです？」

　彼女たちはアヤメを取り囲んで、てんでばらばらに意見を出し合う。アヤメはどうしていいのか分からない顔でこちらを見た。

「な、なにこれ！　恐こわい！　恐いよ、ロイ！」

「お、おい、お前ら、あんまりアヤメに乱暴なことするなよ」

「大丈夫よおおお！　こんな完かん璧ぺきな逸いつ材ざいに、そんなこと出来るわけないじゃない！」

　片目を瞑り、ガルムアがアヤメをその肩かたに担かつぎ上げた。

「では失礼。ちょっとこの子、借りるわね！」

「い、いやああああああ！」

　有う無むを言わさず、そのまま彼女はガルムア達たちに店の奥へと連れて行かれてしまった。

「……大だい丈じよう夫ぶか、あれ」

「ま、まあ、問題はないでしょう。とは言え、少し気になるので私も見てきます」

　カノンがそう言ってアヤメを追っていった。頼たのみます、とロイは頭を下げる。

「……なんか、とんでもない店だな」

　中を見み渡わたす限りでは、ごく普ふ通つうの内装なのだが。しかし先ほどまでの騒さわぎを、他の客がほとんど気にしていないのはいささか不気味であった。日常化しているのかもしれない。

「ハンナ、もう大丈夫だぞ」

「う、うん……。びっくりした」

　ローブの中で耳をへたらせながら、おずおずといった感じでハンナが出てくる。

　彼女は、どこか居い心ごこ地ちが悪そうに周囲をきょろきょろとしていた。その手は、ずっとロイのローブを握っている。ロイは体勢を屈めると、彼女の耳元で言った。

「なんだ、どうした」

「ううん。……こういうお店、あんまり来たことないから」

　ぼそぼそと答えるハンナに、まあ、そうだろう、とロイは頷く。普段からして人の多い場所や、賑わう通りなどは避けて通る彼女のことだ。このように華はな々ばなしい店は苦手であってもおかしくはない。だが、

「お前、たまに服買いに行ったりしないのか？」

　ハンナとて女の子だ。まして年頃。服や装飾品に興味を持ってもいいようなものだ。

「うーん……。服は、お母さんに作ってもらったものがあるから……。それ以外に、もっと他に欲ほしいもの、あるの。新しい魔術道具マジツクアイテムの材料とか、資料とか、お薬に使う鉱石とか」

「……お前らしいな」

　一いつ生しよう懸けん命めい、自分の欲しものを述べる彼女に、ロイは口元を緩ゆるめた。要するに彼女もまた、自分と似ているのだ。好きな物に対してとことんまで真しん摯しで、それ以外に興味がない。

「その気持ちは分かるけどよ。でも、たまにはいいんじゃないか？　気分転てん換かんにもなるし」

「そう……かな？」

　ハンナは首を傾げて、店の様子を眺ながめた。服を手に取って友達と何かを話し合っていたり、アクセサリを身に着けて笑えみを漏もらす女性達。

「……ロイくんは、ああいう子たち、好き？」

　不意に、ハンナがそう訊きいてきた。

「ん？　ああ、いやまあ、別にお洒しや落れしてるからどうこうってんじゃないけどよ。お前、せっかく可愛かわいいんだから相応のことしてもいいんじゃないのって、そう思っただけの話だ」

　びくんっ、とハンナの耳が立った。ローブの下にある尻しつ尾ぽまで、同じような動きを示す。

「か、可愛い……？」

　ハンナは真っ赤になった自身の頬に両手を当てて、そう確認するように口にする。

「どうかしたか？」

　顔を覗き込もうとしたロイだったが、彼女はさっとそこから逃げるように目を逸そらすと、ローブを目ま深ぶかに被かぶった。そして、

「みゃう……。ちょっと、わたしも見てくるっ」

　と言い残すと、そのまま走り去ってしまった。

「……変な奴やつだな」

　訝いぶかしげにその背を見ながら、ロイは腕を組んだ。

「にしても……ハンナじゃねえけど、確かにどうにも落ち着かないな、ここは」

　周りには女性か、そうでなければ、恋こい人びと同士しかいない。

　男一人で立っていると変な目で見られそうで、そわそわしてきた。

「おお、シメール、君は美しい！　まるで天上から舞まい降おりたフィナーのようだよ！」

　聞こえてきた声に視線を傾かたむけると、男が大げさに両手を広げて、試着室から出てきた女性を褒めちぎっているところだった。

「やだ、そんな大声で言わないで、ロック。いくら事実だとしても、恥ずかしいわ！」

　体をくねくねとさせて彼女の方はまんざらでもない顔でそう答える。フィナーとは伝説で語られる亜人、有翼族のことである。一族全すべてが、見る者を問わず魅み了りようする程ほどの美び貌ぼうを持つと言われていた。

「なにが天上から舞い降りた、だよ。地の底に住んでそうな顔してる癖くせに」

　けっ、と悪態をついてロイは前を向く。

（……にしても……彼女、か）

　そして、改めて思った。アヤメのことを。

　元々ロイが異世界召しよう喚かんをしたのは、恋人を欲したがためだった。様々な事情から、この世界の人間のほとんどを、ロイは嫌きらっている。だから他の世界に、自分を、魔術師ロイ＝シュトラスではなく、単なる一人の男として好意を向けてくれる女性を求めたのだ。

　今から考えてみれば、我ながら無む茶ちや苦く茶ちやな方法をとったと思う。

　だが、そのおかげで雛菊アヤメと出会えた。

　何があろうと前に進もうとする、ひたすら純じゆん粋すいで、光ひかり輝くような魅力を持つ女の子に。

（あいつは、俺おれが求めていた奴なんだろうか）

　もしそうだとしたら、自分はアヤメに対して、どんな想おもいを抱いだいているのだろう。

　信しん頼らいか。友情か。それとも、あるいは――、

「……いや、何考えてんだ、俺は」

　自分で考えていて、すこぶる恥ずかしくなってきたロイは、その場で頭を抱かかえた。全身が居てもたってもいられないくらい、熱くなってくる。忘れろ、と言い聞かせた。今すぐ忘れろ。別に答えなど出ださなくてもいいではないか。アヤメはアヤメだ。それでいい。

　少なくとも、今は。

「おおおお待たせええええ致いたしましたああああ！」

　何かと戦っているロイの耳に、二度と聞きたくないと思っていたその黄色い声が響いた。どちらかといえば、土気色をしていると言った方が正しいかもしれないが。

「さあー、お姫ひめ様さまの登場よー！　灼しやく熱ねつ色の髪を持つ、素敵なお・う・じ・さ・ま！」

「お前……一秒くらいまともな会話出来ないのか」

　無む駄だだと分かりつつもそう突っ込んだロイではあったが、

「はい、どーぞ！」

　ずい、とガルムアはこちらに『何か』を差し出してきた。

「…………ど、ども」

　思わずそう表現してしまったのは――彼かの女じよがあまりにも、彼女ではなかったからだ。

「うっ……！」

　ロイはその場に縫ぬい付けられてしまったかのように、固まった。

「……お、お前、アヤメ……だよな？」

　つい、そう確認してしまう。

「そ、そうだよ！……そんなに、変かな？」

　アヤメは、戸と惑まどうようにして自分の体を見下ろした。

　上はレースをあしらったプリーツブラウスに、アクセントとして花が添そえられている。下にはチェック柄がらのスカートに、編み込みの靴くつを履はいていた。

「ちょ、ちょっと可愛すぎるよね。あたし大体、普段はいつでも動けるように、もっとさっぱりした服着てるし……そ、その、でもこれ絶対いいからって言われてさ」

　照れくさいのか、頬を赤らめるアヤメ。彼女はスカートの裾すそを摘つまみながら、言い訳じみた台詞せりふを並べる。

「なにを言っているんですか。よく似合っていますよ、アヤメ」

　カノンは微笑みながら、アヤメの肩に手を置いた。

「貴方あなたもそう思うでしょう？　ロイ＝シュトラス」

「…………」

　正直なところ、ロイは言葉を失っていた。別に、アヤメがいつもと違う格好をしているから、ではない。

「め……」

「め？」

　アヤメが首を傾げる。それに、ロイは急いで自分の口を塞ふさいだ。

（あ、あぶねえ……！　つい、言いそうになった。真っ正直に告白するところだった）

　滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいい。そう、言いかけたのだ。

　外見的にいって、アヤメは普段から少なくとも、学院の女生徒と比べても、群を抜ぬいて整った顔立ちをしている。

　だが先ほどはそれ以上の愛らしさに、危あやうく理性を失いかける程であった。

　だが本人を前にして、そんなこと、言えるわけがない。

　どうしてだかは自分でも分からないが、とにかく、言えるわけがないのだ。

「ど、どうしたの？　ロイ。め？　なに？　服装に関係する、めから発想される単語ってそんなにないよ？」

　どう上う手まく誤ご魔ま化かせばいいか分からない。「いや……その……」とロイは目を逸らす。

「め……メラメラ豪ごう快かい」

「どういうこと!?」

　アヤメが目を見開く。無理もない。ロイも、我ながらさっきの発言はなかったなー、と思っていたところだったのだ。

「と、と、とにかく！　その、なんだ、似合ってるじゃねえか」

「ほ、本当？　じゃあ、どうして目を合わさないの？」

　心配になったのかアヤメがてててっ、とロイの前に立とうとする。その前に、ロイは素早く視線を背そむけた。

「あ、また！　なによっ、ほんとは似合ってないって思ってるんでしょ！」

「お、思ってない！」

「じゃあ、なんであたしのこと、見てくれないの？」

「それはお前……そういう病気だよ」

「いつから!?」

「ついさっきだよ！」

「なぜ!?」

「感かん染せんだよ！」

「誰から!?」

「ガンガン突っ込んでくるなお前！」

　こっちはそれどころではないのだ。

「まあまあ。アヤメ、大丈夫ですよ。ロイ＝シュトラスは嘘うそなどついていません」

「本当ですか？　先輩。大丈夫ですかね、あたし。なんかこう、浮ういてませんかね？」

　不安を抱いたアヤメがカノンを見上げる。

「平気です。ロイ＝シュトラスはああいう性格ですから。素す直なおになれないだけですよ」

「え？　それってどういう……」

「ほわー！」

　アヤメが再度、尋ねる前にロイはカノンに突とつ撃げきした。

「痛い！　なんですか、ロイ＝シュトラス!?」

「余計なことは話さなくていいんですよ、カノン先輩。カノン先輩！　いいですか？　それ以上、なにか言ったら、考えられる限りで最も恐おそろしい方法で口くち塞ふさぎますよ」

「……ま、魔ま術じゆつのエキスパートである貴方にそう言われると末すえ恐おそろしいものがありますね」

　こくこくと、了りよう承しようを示すカノン。

「えー、なんか二人だけの秘密みたいでずるいなあ」

　頬を膨ふくらませたアヤメであったが、気を取り直したように、ガルムアの方を向いた。

「ありがとうございます、ガルムアさん。でも、もうちょっと他にありませんか？　これじゃちょっと、動きにくくて」

「あらー、そう？　もう、わがままな子こ猫ねこちゃんね。分かったわ。待ってなさい」

　ガルムアはそう言って踵を返す。店員を連れて、その場を去って行った。

「あれ、ところで、ハンナちゃんは？」

「ん？　あ、ああ。なんか服探しに行くって言ってたけど」

　ロイが言っている間に、ハンナが帰ってくる。

「た、ただいま……です」

　彼女もまた、店員に選んでもらったのか、いつものローブを脱ぬいで別の服を着ていた。

「あ……あの、アヤメさん、素敵です」

　アヤメが振ふり返かえった。ハンナはどことなく恥ずかしそうにして、首を傾げる。

「わたし……ど、どうでしょう？」

　その姿はまるで着き飾かざられた人形のようで、見る者を虜とりこにさせる力を持っていた。

「…………ロイ」

　しばらくハンナの姿を見ていたアヤメが、ふと尋ねてきた。

「この可愛過ぎて悶もん死ししそうな子を、あたしの妹にする魔術とかない？」

「色々とお前は間ま違ちがってる」

　ロイは、深いため息をついた。




「ああ、可愛かった……あたし、今なら幸せで逝いきそうな気さえする……」

　服屋を出て、アヤメは本当に天に昇のぼっていきそうな顔でそう告げた。

　ハンナは羞しゆう恥ちにローブを押おさえて顔を隠かくしてしまう。

「ああ、それにしても、堂々と顔をさらして歩けるってやっぱりいいね」

　アヤメがくるくるとその場で回った。彼女は今、ガルムアの店で着たものではなく、もっと簡素な服装に身を包つつんでいる。宿の部屋を一時的に借りて、そこで着き替がえたのだ。

　アヤメの黒髪は目立つものの、服装がこちらの世界のものだとそこまで注目されはしないようだ。いつものローブ姿から解き放たれて彼女は嬉うれしそうだった。

「でも……ごめんね、全部買ってもらっちゃって」

　申し訳なさそうに言ってくるアヤメにロイは手を振る。

「構わない。最初からそのつもりだった」

「……うん。ありがとう、ロイ」

　笑え顔がおになった彼女から、ロイはつと視線を逸らした。なんだか照れくさくなったのだ。

「でもハンナちゃん、良かったの？　あの服、買わないで」

　アヤメが問いかけると、ハンナは首しゆ肯こうした。

「や、やっぱりわたしは、いつものこの服がいいです……」

「そっか。でもまあ、そうだよね。あたしもこの制服、アルス・マグナに参加する時は着ようと思ってるし」

「あら、それはどうしてですか？」

　カノンが疑問を呈するのに、アヤメは背中に負った鞄にちらりと目をやった。彼女の制服は畳たたまれ、そこに入っている。

「いや、なんとなく。これ、文字通り勝負服にしようと思っていまして。大事な時には着たいんです。気が引ひき締しまる感じなんですよね」

「まあ、それくらいなら大丈夫だろうよ。お前の自由だ」

　なんとなくアヤメの気持ちが分かる気がして、ロイはそれに応じる。

「さて……後は、細々した生活必ひつ需じゆ品等を買いましょうか」

　カノンの言葉に、アヤメが「了りよう解かいです！」と手を上げる。ロイもまた、頷うなずいた。

　――と。

「さあ、御お立たち合あい、御立合い！　とんだ大悪党がお目見えだ！　これをしっかりと目ん玉に焼き付けてくんな！」

　街の広場で、中年の男が声を張り上げていた。その手に一枚の紙を持っている。

「なんでしょうか？」

「賞金首じゃないですか。ほとんどは騎き士し団だんが討とう伐ばつしますが、たまに手に負えない犯罪者にはああやって、懸けん賞しよう金きんがかけられるんです」

　カノンにそう答えたロイは、目を凝こらした。自分の推測は正しかったらしい。中年男の持っている紙には見るからにガラの悪そうな輩やからの顔が書き込まれていた。

「へぇ、こっちの世界じゃ、あんなものがあるのね。面おも白しろそう！　ねえ、観みに行こうよ」

　アヤメに誘さそわれ、ロイ達は広場へと足を踏ふみ入いれた。

「さあ、アヴァロン近きん隣りんに潜ひそむ大盗とう賊ぞく団【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】の頭領、ボルク＝カーソロレイとはこの男のことだ！　強ごう盗とう、強ごう姦かん、略りやく奪だつ、誘ゆう拐かい、闇やみ取とり引ひきに殺人まで！　罪に罪を重ねて跳はね上がった賞金額、金貨六百枚！　倒たおした奴には騎士団から、すぐ様全額支し払はらわれるよ！」

　集まった人々からどよめきが溢あふれる。確かに一盗賊団にかけられるものとしては破格の値段だ。それだけ厄やつ介かいな相手ということなのだろう。

「眠れる竜……聞いたことがありますね」

　カノンが顎あごに手を当てた。

「総数百人を超こえるほどの規模を持つ盗賊団だそうです。人数だけではなく、それぞれに腕も立ち、中には魔ま術じゆつ師し崩くずれも混じっているとか」

「ふぅん。確かにそれは、騎士団相手には分が悪そうですね」

　もちろん、騎士団の中にも魔ま術じゆつ師しはいる。だが、盗賊という奴らは悪わる知ぢ恵えが働くものだ。土地を完全に把は握あくし、自分たちに有利なところでしか戦わず、もしそうでないなら、巧たくみな動きでそこまで誘ゆう導どうする。そして相手の隙すきをついて攻撃し、その勢いのままに勝利をもぎ取るのである。そこに魔術師まで加わっては、さすがに苦戦も強しいられるだろう。

「盗賊退治かあ。悪い人たちみたいだし、やってみるのもいいよね」

　どこかわくわくしたように言うアヤメの頭を、ロイは軽くこづいた。

「アホ。余計なことやってる場合じゃない」

「たっ。もう、分かってるわよっ。ちょっと希望を言っただけじゃない！」

「お前の場合、限りなく本気に近いから厄介なんだよ……」

　ロイはそう零こぼしたが、

「更に！　今回は盗賊団の被ひ害がいにあった魔術道具マジツクアイテム屋【ヴァンメール】の店主から提供があった。盗賊団を退治してくれた勇者には、秘蔵の品である【魔ま女じよの緋ひ眼がん】を使用した魔術道具マジツクアイテムを譲渡するとのことだ！　こいつはすごいよ！」

「なに……？」

　中年男のその言葉を聞き、目の色を変えた。

「ロイくん、【ヴァンメール】ってさっきわたしが寄ったお店だよ。きっと、本物だよ……！」

　ハンナもまた興奮したように言う。

「なに？　まじょのひがんって」

　当然だが、アヤメだけが分からなかった。

「魔女の緋眼。それ自体に魔力は宿っていませんが、持ち主が使用した魔術効果を増ぞう幅ふくさせる効果を持った宝石です。宝石同士を連結すれば連結するほど効果は増すと伝えられ、その色が血を思わせるかのような色を宿しているのが名の由来だそうです」

　カノンが丁てい寧ねいに説明をする。

「ええと、ハンナちゃんが作った装置みたいな？」

「ああ。でも【魔女の緋眼】がすごいのは、首くび飾かざりにする程度の大きさでもかなりの力を持つってところにあるんだ。さすがにハンナの魔ま力りよく増ぞう幅ふく装置みたいに物質転移をばんばん使えるほどじゃあないが、あればアルス・マグナでの助けになることは確かだ」

　ハンナが、ロイの言葉を繋つないだ。

「と、とっても珍しい魔ま力りよく石なんです。あんまり、市場にも出回りません……」

「でもそれじゃ、盗賊退治、やる価値あるんじゃない!?」

　アヤメが拳を握にぎる。その提案を、ロイは受け入れた。

「ああ。魔女の緋眼があるとすれば、話は別だ。後で騎士団に寄って仕事を受けてみよう」

「よっし！　【アルス・マグナ】二回戦への前ぜん哨しよう戦せんってところだね！」

　気合を入れるように、アヤメはその場で跳とんだ。

「そうと決まれば、買うもの買って一いつ旦たん、学院に戻もどるか」

「そうですね。私も協力しますよ、ロイ＝シュトラス」

「わ、わたしも……その、手助けくらいしか、できないけど」

　カノンとハンナが、ありがたい申し出をしてくる。

「助かります。ハンナは魔術道具マジツクアイテムの提供を主にしてくれ。前には出るなよ。危ないからな」

　ハンナは頷いた。よし、とロイたちは早さつ速そく、残りの買い物を済ませようと歩き始める。

　そんなロイたちにある声が聞こえてきたのは、ちょうど、広場を離はなれたところであった。

「……離して」

　年若い、女性特有の高い声がする。ロイ達は顔を見合わせ、声のした方を見やった。

　建物と建物の間、路地裏で男女が揉もめていた。

　少女の方は、恐らく、ロイやアヤメと同じ歳としくらい。片目に眼帯を嵌はめており、露になった方の目は青色の瞳をしていた。薄うす紫むらさきの髪を肩かた口ぐち辺りで切り、黒のカチューシャを嵌めている。表情の変化がやや乏とぼしいが、客観的にみてかなりの美人だ。同色のフリルのついたワンピースの胸むな元もとが、幼い顔つきに似合わず一ひと際きわ大きく盛り上がっていた。

　絡からまれた際に落としてしまったのか、彼女の足元には大きな鞄かばんが転がっている。

　男たちの方はノッポとチビの、両りよう極きよく端たんな二人組だった。明らかに性質の悪いチンピラだ。

「い、い、いいじゃねえかよ。な、なあ。さ、さっき、おれのこと見てただろ？　いい男だなって、そう思ってたんだろ？　遠えん慮りよするなよ」

「そうさ。そんなお前の気持ちを察して声をかけたアニキの愛、裏切っちゃいけないぜ！」

　ノッポが少女の手をとり、無む理り矢や理り抱だきしめようとしている。彼女はそれにわずかに抵抗しようとしたが、力の差は歴然だった。

「……別に、あなたのことなんて見ていないわ。それにいい男だとも思わない。わたし、そんな悪あく趣しゆ味みはないもの」

「な、なんだって！　衝しよう撃げき！　お、お、おれの心が傷を負った！　その深さ、数字にして五くらい！」

　ノッポが空いた手でその顔面を覆おおう。

「やいてめえ、アニキの心は数字にして七くらいの強さしかないんだぜ。それをなんだ、開口一番、会心の一いち撃げきか！　慈じ悲ひもないな！」

　チビがやいのやいのと少女を責める。

「だって……本当のことよ。それに、あなたがそんな繊細な心をもっているとは思えない。もしそうなら、毎晩、鏡を見る度たびに瀕ひん死しの傷を負ってしまうもの」

「ぎゃー！　て、て、てめえ、か、かか、可愛らしい顔をして、なんて暴投をしてきやがる！　おお、お前の言葉は刃は物ものか！」

「ぐさっとアニキの心から大出血だぜ！　責任をとってもらおう！」

　チビとノッポは、協力して少女を、どこかへと連れて行こうとしていた。

「ロイ……」

　アヤメが、こちらの方を見てくる。ロイは、軽く息をついた。

「ああ、分かってるよ。お前じゃ、やりすぎる可能性もあるしな。……カノン先せん輩ぱい、ちょっと行ってきます。待ってて下さい」

「あなたなら大丈夫でしょうが、万が一ということもあります。気を付けるのですよ」

　カノンがそう言い、ハンナが心配そうに見守ってくる。ロイは手を振って歩き出した。

「本当に、そろそろ離して。わたし、これから用事があるの」

「そんなこと、アニキの心を傷つけたことに比べればゴミみたいなもんだぜ！　さあ、ついてきなお嬢じようさん。オレとアニキとで、素敵な世界に連れて行ってやる！」

　チビが強ごう引いんに少女を引っ張る。たたらを踏んだ彼女は、小さく息をついた。

「……仕方ないわね」

　少女は、何かをしようと手をベルトに提さげた小さなポーチに入れる。

　が、その前にロイは指を鳴らしていた。

「弾けろ、【驚愕火エクプリク】」

「ごぶむしゅっ！」

　ノッポの顔面が爆ばく発はつし、そのまま彼かれは昏こん倒とうする。相手を気絶させるだけの魔術だ。

「ああ、アニキー！　しっかり！　傷は浅いですぜ！　でも顔は酷ひどいですな。がはは！」

「お前ほんとはそいつのこと嫌きらいだろ。落ちろ、【睡蓮花オルキデア】」

　再びロイは魔術を放った。チビはその場で眠りに落ちて倒れ込む。これもまた、一定時間の意識を奪うばうだけのものだ。

　女の子はなにが起こったのか把握出来ないのか、首を傾かしげたまま立たち尽つくしていた。

「大丈夫か？」

　声をかけると、彼女ははっとしたようにこちらを振り向く。目をしばたたかせ、こちらをじっと見つめてきた。そして、

「……ありがとう」

　やがて、小さい声でそう呟いた。

「怪け我がとかないか？」

　ロイが尋たずねると、女の子は首を横に振る。

「助かったわ。とても困っていたから」

　その割にはあまり顔に出ていないが、感情を表に出すのが苦手なのかもしれない。ロイはそう思って、肩を竦すくめた。

「いいよ。通りがかっただけだからな」

「……そう。でも、随ずい分ぶんとお節せつ介かいね、あなた」

「まあな。俺より、連れの方がそんな感じだが」

　ロイは指で後ろを差した。少女がそちらを見る。

「仲間がいるのね。……でも、危なかったわ。あなたが助けてくれなかったら、わたしが手を出していたと思う」

「へぇ、武術でも習ってるのか？」

　女の子は「いいえ」と答えた。そしてベルトのポーチを開けて、中身を取り出す。

「わたし、あなたと同じ――魔術師だから」

　彼女は、グリムワードを翳かざした。

「……なんだ、そうだったのか。じゃあ、自分で何とかできたわけだな」

　女の子は、自分のカードをポーチに仕し舞まう。

「ええ。だけど、助けてもらったのは事実だから。……なにかお礼をするわ」

「気にするな。これくらい、なんでもない」

「あなたではなくて、わたしの問題。このままなにもしないのでは、気が済まないから」

　女の子の口調は頑がんとして譲ゆずらぬ響きを持っていた。再度、断ったとしても恐らく受け入れてくれないだろう。ロイはそう判断し、

「まあ、そこまで言うなら、言葉に甘あまえることにするが。とりあえず、場所を移動しよう。この状態じゃ、いつ騎士団を呼ばれて面めん倒どうなことになるか分からん」

　周りの様子を見てそう言った。女の子は、倒れ伏ふすチンピラ達を見下ろして頷く。

「……そうね」




「……わたし、ファム。ファム＝リラクス」

　中央通りから一筋外れたところにある酒場。店の中には、まだ昼間だからかあまり客はいない。ロイ達は知り合った少女と、まずはそこで互たがいに自じ己こ紹しよう介かいをすることとなった。

「そこにいる彼には話したけれど、一応、魔術師。学院の方は去年で中退して、今は友達と一いつ緒しよにこの地方を治める領主と契けい約やくしているわ」

　運ばれてきた蜂はち蜜みつ入りのミルクを傾けながら、ファムはそう言った。

「あたし、雛菊アヤメ。ねえ、契約してるってどういうこと？　その……領主っていう人の専属になっているってこと？」

　アヤメが木き苺いちごのジャムがかかったパンケーキを切り分けながら、尋ねる。

「ヒナギクアヤメ？……変わった名前しているのね。ええ、そういうことになる。魔術師連盟からの仕事も請うけ負おっているから、半専属といったところだけど」

「その仕事を始めるために学院を辞やめたってことか。珍しいな」

　ロイはファムと同じものを飲みながら不思議がる。通常、魔術師育成学院に入ったものは卒業まで在ざい籍せきするからだ。

「……早く自分でお金を稼かせぎたくて。学ぶべきことは学んだから、十分だと思ったの」

「カノン＝リクーヌ、私も魔術師です。なにか欲しいものか、あるいは、やりたいことでもあったのですか？」

「……そうね。とても大事なことがあったわ」

「……ハンナ＝アフラ。その……えと、魔術道具マジツクアイテム作りを勉強しています」

　人見知りの気があるハンナが、いくらか躊躇ためらいがちに話す。彼女の対面に座すわっていたファムはちらりと視線をやった。

「ハンナ、わたしが恐い？」

「え？　あ、その、いえ、別に……そんなことは、ないです」

　フードを目深に被って、ハンナは首を振る。

「悪いな。こいつ、少し気が小さいんだ。悪気はないから許してやってくれ」

　ロイがフォローすると、ファムはミルクの水面に視線を落とした。

「……そう。別に、怒おこってはいないわ。ただ、わたし、何かしたわけでもないのに人から、特に子どもから恐がられることが多いから。もしそうなら、謝あやまろうと思って」

　言われてみれば、とロイは思う。ファムは美しい顔立ちをしているが、まるで周囲に絶えず壁かべを張はり巡めぐらせているような、どこか人を寄せ付けない雰ふん囲い気きを持っていた。

「笑えばいいんじゃない？　にこっと」

　アヤメが自分の頬ほおを摘まんで、笑顔を作る。それを見たファムは小首を傾げた。

「いい案。でも……わたし、そうやって笑うのがあまり得意ではないの」

「そうなんだ。笑うと可愛いと思うけどなあ」

「……ありがとう。あなた、いい人ね」

　言って、彼女はほんのわずか、口の両りよう端たんを上げた。それがファムなりの、精せい一いつ杯ぱいの笑顔なのかもしれない。

「ところで……わたしを助けてくれたあなた。まだ名前を聞いていないわ」

「ん？　ああ、俺か。俺はロイ。ロイ＝シュトラスだ」

　そういえばそうだった、と名前を告げると、ファムが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ロイ＝シュトラス？……あなた、ひょっとして【扉とびらの魔術師】？」

「ああ、そうだな。それがどうかしたか？」

　ファムの動きが止まった。次いで彼女は立ち上がると、テーブルに手をつき、こちらに身を乗り出してくる。

「……本当？」

「な、なんだよ。本当だって。ほら」

　ロイは懐ふところから取り出した金貨をファムに見せた。通常の物より一回りほど大きく、竜が杖つえに絡みついている意い匠しようが施ほどこされている。二つ名を持つ魔術師の証あかしである【ダンネンベルグの金貨】だ。ロイの名前も彫ほられている。

「……本当だ」

　納なつ得とくしたように頷き、ファムは席に戻った。ロイは訝しげに尋ねる。

「どうしたんだよ、いきなり……？」

「ロイ、あなた、何かしたんじゃないの？　ほら、お触さわりとか」

「ほぼ初対面の奴にそんなことするか！　いや、そもそも誰だれだろうがそんなことするか！」

　アヤメに怒っているロイの顔を、ファムはまじまじと眺めてくる。

「……ごめんなさい。驚おどろいたから。わたし、ロイにずっと興味を持っていたの」

「ロイ＝シュトラスにですか？」

　カノンは目をしばたたかせる。

「ええ。稀き代たいの魔術師、ロイ＝シュトラス。あらゆる魔術をマスターし、そのほとんどをグリムワードなしで扱あつかえる。その上、熟練の魔術師でさえ使いこなせる者の少ない【物質転移アドヴエントゲート】を若じやつ干かん十六歳にて習得し、その功績を認められ魔術師連盟より【扉の魔術師】の二つ名を授さずかった。……すごいと思う。ずっと憧あこがれてた」

　そう言ったファムの頬には、少し赤みが差している。彼女はじっとこちらのことを見つめてきた。その視線に妙みような熱がこもっているように見えるのは、気のせいだろうか。

「へぇー。ロイ、良かったねえ。褒ほめてもらったよ。今日は美味おいしいものでも食べようね」

「お前は俺の母親か」

　なにやらほのぼのした喜び方をするアヤメに呆あきれつつ、ロイは手を振った。

「別に大したことじゃない。それより、気が済んだのなら俺たちはそろそろ行くぞ。ちょっと用事があるんでな」

「……そう。でもあなたがロイ＝シュトラスなら、通っているのはアストレース学院のはずよね。アヴァロンみたいな遠いところまでどうして来たの？」

「別に……。アヤメの服やらなんやらを買いに来ただけだ」

「アヤメの服を買いに、わざわざ四人でここまで？　変わったことをするのね」

「もうそっちは終わったんだけどね。でも、盗賊退治をするんだよ。それで騎士団？　に行くつもりなんだ」

「おい、アヤメ！」

　余計なことを、とロイは思ったがもう遅おそかった。アヤメの台詞にファムが反応する。

「盗賊退治？……もしかしてさっき、広場で見た【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】の討とう伐ばつ依い頼らい？」

　ため息をつきつつも、ロイは頷く。するとファムは「そう……」と返してきた。

「【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】は確かに強力な盗賊団だと聞くわ。でも、あの【扉の魔術師】がわざわざ遠出してきてまで倒すような相手……？」

「少し込み入った事情があってな。……そんな訳で、悪いが俺たちは失礼する」

　ロイの言葉を皮切りに、アヤメ達たちは立ち上がった。

「……分かったわ。じゃあ一人、銅貨二枚」

「……は？」

　手を差し出したままのファムにロイは怪け訝げんな顔をした。ファムは何度か瞬まばたきして、

「飲み物とお菓か子し代。なにかおかしいこと言っているかしら」

「は!?　え、奢おごりじゃないのかよ!?」

　意外過ぎる要求にロイを始めとした残りの全員が動どう揺ようする。

「誰もそんなこと、言っていないわ。人の好意を当てにするのは良くないことよ、ロイ」

「いや、さっきお前、お礼がしたいって言ってたし！　それでここにきたし！　流れ的に奢りじゃないのか!?」

「流れとか、空気を察しろとか、そういうの、あまり好きじゃない。言葉に出さなければ伝わらないものもあるもの」

「なんかすごく大事なこと言ってる！　こっちが悪い気がしてきた！」

「落ち着きなさい、アヤメ。いえ、でも私もなんだか、罪悪感が沸わいてきました」

　カノンは胸に手を当て、困こん惑わくしているようだった。

「銅貨二枚……えっと、えっと」

　ハンナが急いで財さい布ふから硬こう貨かを取り出そうとしている。ロイはそんな彼女を制し、渋しぶ々しぶ、全員分の金をファムに渡わたした。

「ありがとう。ごめんなさい。わたしも色々と入用だから」

「……魔術師って儲もうかるお仕事じゃなかったの？」

　アヤメが疑問を呈ていする。そのはずだ、とロイもなんとも言えない顔を作った。

「……わたしも、色々とあって。でも安心して。お礼はきちんとする。銅貨一枚を余計に出すことにするから」

「それがお礼!?」

　あまりにも、あんまりなやり方にロイは開いた口が塞がりそうになかった。そんな自分を見てファムは、表情を変えずに言う。

「嘘よ。さすがにそれはないわ」

「だ、だよね。びっくりしたー」

　アヤメがほっとしたように息をついた。

「ええ――二枚出すわ」

「あんまり変わってねえよ！」

　真顔で言うファムにロイはたまらず突っ込む。

「……まさか、三枚出せというの？」

「いやそんな、悪逆非道なやり口に慄おののくみたいな言い方されてもな……いいよ、もう」

　元々、お礼をされる程ほどのこともしていない。

「じゃあ、気が済んだなら、俺おれ達たちはこれで」

「……ちょっと待って」

　だが、ファムにそう呼び止められる。

「お願いがある。盗賊退治、わたしもついて行って構わないかしら」

　意外な申し出にロイはきょとんとした。

「……欲ほしいものがあるの。それを貰もらえるのなら、あなたたちに協力する」

「【魔女の緋眼】のことなら、お断りだぞ。俺おれたちはあれが必要なんだ」

「報ほう酬しゆうの魔術道具マジツクアイテムのこと？　いえ、そうじゃないわ。わたしが欲しいのは、お金の方」

「お金？　盗賊団にかけられている懸賞金のことですか？」

　問うたアヤメにファムは頷く。ロイは眉まゆを顰しかめた。

「お前……さっきから思ってたが、なんでそんなに金が欲しいんだ？　魔術師なら、そこそこいい暮らしはしてるだろうよ」

　ロイのように二つ名を持っていなくとも、魔術を使えるというだけで、この世界では最低でも準貴族程度の生活は保証される。それ以上のものを欲ほつして裏稼か業ぎように手を染める者もいるが、ファムはそういった類たぐいの人間には見えなかった。

「……わたしのことはどうでもいい。だけど、お金を必要としている人がいるから」

「どういうこと……ですか？」

　ハンナが、首を傾げ、耳を揺ゆらす。ファムが言った。

「……わたしの提示した条件を呑のんでくれるというのなら、話すわ」

　ロイは、アヤメ達と目を合わせる。彼かの女じよたちはそれぞれ、わずかに頷いた。

「まあ、金の方は特に必要としていないから、構わないけどな」

　ロイは、代表して告げた。

「……感謝するわ」

「いいよ、いいよ。仲間は多い方がいいものね。宜よろしく、ファム」

　頭を下げるファムに、アヤメが微ほほ笑えんで手を差し出した。ファムはそれを握り返す。

「それでは、騎士団の支部に寄りましょうか」

　カノンが店を出ようとした。だがその前に、ファムが口を開く。

「……あの。わがままを言うようだけど、盗賊団の隠れ家がへ向かう前に寄りたいところがあるの。届け物があって。いいかしら」

「いいけど、どこに行くんだ？」

「ついてきて。馬車に乗らないと。その前に支部にも案内するから」

　尋ねたロイに、ファムは先導して歩き出した。

「……あ、馬車代も割わり勘かんね」

　どこまでも、しっかりとした女の子だった。







第二章　少年、少女と大立ち回りをする







　騎士団で正式に依い頼らいを受けた後、ファムの案内でロイ達一行が到とう着ちやくしたのは、緑に囲まれたある家だった。

　木こ漏もれ日びが落ちる庭は広々としていて、小さい遊具や砂場がある。そこを、子どもたちが数人、人形や木製の剣けんをもって走り回っていた。

「ここは……孤こ児じ院いん、か？」

　ロイが看板を見て言う。地面に突つき立った板には、薄うすれた文字で【フィールズ児童院】と書かれていた。

「……ついてきて」

　ファムが先導して歩き出だす。ロイ達はその背中を追った。

「われこそは魔術師、キットなるぞ！　神しん妙みように勝負しろ！」

　小さな男の子が、四角く切った紙を掲かかげる。恐らく、グリムワードのつもりなのだろう。

「おのれ、こしゃくな！　魔術師キット、わたしは剣けん士しミール！　お相手いたす！」

　木製の剣を構えた男の子が、キットと対たい峙じする。

「やめて、二人とも！　わたしのために、争あらそわないで！　王女アンネは、二人が戦うところなど、見たくありません」

　女の子が、手を握ってキットとミールに訴うつたえかけた。

「アンネは、黙だまっているんだ。いくぞ、ミール！　火よ、出いでよー！」

　キットがカードを翳して、そう叫さけぶ。それを見ていたロイは、指を鳴らした。

　キットとミールの間に、ほんの小さな炎ほのおが弾ける。

「うわあ!?　ほんとに出た!?　おれ、魔術師!?」

「キットすげー！　格かつ好こいい！　どうやったの、見せて!?」

「ちょっと二人とも！　ちゃんとわたしのために、争ってよ！」

　盛り上がっている男の子二人に、理り不ふ尽じんな怒いかりをぶつけるアンネ。

「あ、からかうのやめなさいよ、ロイ」

　アヤメに言われて、ロイは少し笑った。無む邪じや気きな彼らのことが、少し羨うらやましくて、参加したくなったのだ。自分が幼い頃ころは、あんな風に友達と遊んだことはなかった。

「キット、ミール、アンネ。院長先生はいる？」

　ファムは、もう一度炎ほのおを出そうとしているキットとそれを見守る二人に声をかける。彼らは、ロイ達の方を向いた。

「……ファム」

　途と端たん、キットはなぜか、少したじろいだ。アンネとミールが一歩、後ろに下がる。

「用事があるのよ。答えてくれるかしら。院長先生は？」

「う、うん、いるよ。今、おやつ作ってる」

「そう。それじゃ上がらせてもらうわね」

　ファムは頷いて、歩き出す。

「あ……え、えっと、ファム、あのさ……」

　そこでキットが、ファムに声をかけた。

「……なに？」

　立ち止まり、彼女は応こたえる。だがキットは、ファムの無表情さから来る迫はく力りよくに気け圧おされたかのように、口ごもった。やがて彼は俯うつむき、首を横に振る。

「……いや、なんでもない」

　ファムは、そう、と短く返してから歩みを再開させた。ロイも、それに続く。その間も背後からずっと、子ども達の視線を感じていた。

「……おい、ファム。お前、なんであんなに恐こわがられてるんだ？」
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　ある程度子ども達から離れたところで、ロイは率そつ直ちよくに訊きいてみる。

「ロイ＝シュトラス、言葉を選びなさい」

　カノンが叱しかってくるが、ファムは「いいわ、本当のことだから」と呟つぶやいた。

「言ったでしょう。わたしは、なぜか子どもには特に恐がられるの」

「なぜかって……。そりゃ、そんな無愛想な顔してればそうなるだろうよ」

「ろ、ロイくん……！　ダメだよ……！」

　ハンナがロイの袖そでを引っ張る。ファムが、俯いた。

「……そうね。だけどわたし、笑うのが苦手だから。……忘れた、と言った方がいいかもしれないけど」

「笑顔を、忘れた？　どういうこと？」

　アヤメが目を瞬かせた。

「知らない方がいいと思うわ。つまらなくて、下らない話だから」

　言って、ファムは扉を開ける。

　中は、古びてはいるが、温かな空気に包まれた部屋が広がっていた。中央に大きなテーブルがあり、十数個の椅い子すが対面式に並んでいる。左手には階段があり、そこでは女の子が一人、座って本を読んでいた。

「あ、いい香かおりがする」

　アヤメが鼻をひくつかせた。確かに、とロイも感じ取る。果物を煮にた時特有の、甘あま酸ずっぱい、幸せな匂においが漂ただよっている。

「院長先生。メイ先生。ファムです」

　ファムがそう言うと、やや間を空けて、奥おくにある扉の向こうから返事がきた。

「まあ、ファム。ちょっと待っていてね」

　しばらくしてから、扉が開く。姿を見せたのは、初老の女性だった。眼鏡をかけたその顔はとても穏おだやかで、見る者の心を和なごませるような不思議な力を持っている。

「久しぶりね、元気だったかしら」

「……はい。メイ先生もお変わりありませんか？」

「相変わらずよ。毎日、子どもたちの悪戯いたずらに悩なやまされているわ」

　微笑みを浮うかべながら、メイは身に着けたエプロンを外した。そして、ロイ達の方に視線を送ってくる。

「あら、そちらはお友達？」

「いえ、街で危ないところを助けてもらいました。ロイにアヤメ、ハンナにカノンです」

「まあ……大だい丈じよう夫ぶだったの？　ファム」

　心配そうな顔を作るメイに、ファムは頷く。

「……そう、それならよかったわ。皆みなさん、ファムがお世話になりました」

　メイは安あん堵どの息をつくと、こちらに向かって一礼した。

「ようこそ、フィールズ児童院へ。狭せまいところだけど、ゆっくりしていってね。今、果実のパイが焼きあがったところよ。良かったら、どうぞ」

「それは良いですね！　頂きます！」

「ええ！　いや、お前、街であれだけ食べて、まだ食べるのか!?」

　即そく座ざに反応したアヤメにロイが言うと、彼女はさすがに、反省したのか頬を赤らめた。

「ごめんなさい……。やっぱりいいです」

「あらあら、いいのよ、遠慮しなくて。さあさ、席について。今持ってくるわね」

　笑って、メイは再び奥へと消えた。その間にロイたちは席へとつく。

　しばらくして、香こうばしい匂いと共にメイが照りのあるパイを運んできた。切り分けて皿に移し、それぞれに配る。

「さあ、どう」

「わあ、美味しいっ！」

　メイがどうぞの『ぞ』を言う前に、アヤメは食べきっていた。

「速いなお前!?　え……速いな、お前!?」

　あまりに驚いて二回同じことを言ってしまうロイ。

「まあ、見事なものね。お代わりいるかしら？」

「いります！　ありがとうございます！」

「アヤメさん、すごい……」

　アヤメの行動に呆あつ気けにとられながら、ハンナは小さな口で一いつ生しよう懸けん命めい、アップルパイを食べていた。

「申し訳ありません。少々、その、元気な子でして……」

　カノンが恐きよう縮しゆくすると、メイは微笑みながら、首を振ふる。

「いいのよ。可愛かわいらしいお嬢さんにそんな笑え顔がおで食べてもらえて、パイも喜んでいるわ」

　そんな彼女に、ファムは持っていた鞄から、大きな布袋を取り出した。

「メイ先生、これ、いつものです。しばらくは持つと思います」

　テーブルに置くと、じゃら、という音がする。どうやら、お金が入っているらしい。

「まあ……ファム、ありがとう。いつも、ごめんなさいね」

　お礼の言葉を述べつつも、メイの顔はどこか、複雑そうだった。

「……ファム＝リラクス。あなた、もしかして、この孤児院のためにお金を？」

　カノンが問いかけると、ファムは頷うなずいた。

「ええ。半年に一度、このフィールズ児童院に生活費を届けに来ているわ」

「なんでまた、そんなことを？」

　今度はロイが尋ねる。彼女は、少し、黙り込んだ。だが、ほどなくして、口を開いた。

「それは――わたしが、ここの出身者だからよ」

「……そうだったの？」

　アヤメは、パイを食べる手を止める。

「ええ。わたしは幼い頃に両親を事故で亡なくして、以来、親しん戚せきもいなかったから、フィールズ児童院で育ったの。メイ先生には、随分とお世話になったわ」

　金の入った布袋を、ファムは見つめる。

「だから、今はその恩返しをしているのよ。……こんなことくらいしか、出来ないけれど」

「……なるほど。それで、あんなに金に五月蠅うるさかったわけか」

　ようやく、ロイは、腑ふに落ちた。なるべく使う金を抑おさえ、この孤児院のために尽くしているのだろう。だが、と同時に、疑問にも思う。いくら事情があるからといって、そこまでするものだろうか。他人にケチと思われるほど倹けん約やくしてまで孤児院のために金を稼ぐというのは、少々行き過ぎのような気がする。

「……ねえ……ファム」

　不意に、メイが口を開いた。

「前にも言ったけれど、もうそろそろ、いいんじゃないかしら」

「……え？」

　ファムが首を傾げる。メイは視線を落とした。

「あなたは十分、この児童院のために働いてくれたわ。もう十分よ。これ以上、お金を持ってきてくれなくてもいいと思うの」

「……どういう、こと？」

　不可解そうな表情を作るファムに、メイは告げる。

「そろそろ、あなたはあなたの人生を生きるべきだと、そう言っているのよ。あなたは幸いにも、魔ま術じゆつの才能に恵めぐまれたわ。それはとても幸運なことよ。だからこそ、いつまでも過去に捉われていないで、今を進むべきだと思うの」

「……でも……わたしは、この児童院の役に立ちたいわ。それが、いけないこと？」

　ファムは、当とう惑わくしたように言った。そんな彼女にメイは顔を上げ、訴えかける。

「ファム、あなたの気持ちは嬉うれしいわ。でもわたしは、心配なのよ。このままずっと、あなたが児童院のために働き続けて、自分を犠ぎ牲せいにしてしまうことが」

「……だけど、児童院にお金は必要よ。子どもたちだって大勢いるし、これからまだまだ増える。メイ先生一人では、とても支えきれないわ」

「確かに、それはそうよ。だけどね、ファム――」

「……ロイ、せっかくだから、あなたや他の皆にも紹しよう介かいしたい人がいるの」

　ファムは突とつ然ぜん、メイの話を断たち切きるように言った。

「わたしと一緒に、領主と契約している友達。彼女もよくここに来るの。今日も約束しているから、そろそろ到着する頃よ。わたし、迎むかえに行くから。ここで待っていて」

　机に手をつくと、彼女は立ち上がる。

「ファム、待って！」

　メイの止める声も聞かず、ファムは踵きびすを返した。まるで逃にげるようにして、玄げん関かんへと歩き出す。――扉が、強く閉まった。

「……ファム」

　呟くメイ。彼女はしばらくして、二人の様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたロイ達に気付いた。

「あ……ごめんなさい。お客様の前で」

「いえ、気にしないで下さい。あたし達は大丈夫ですから」

　皆を代表してそう言ったアヤメに、メイは頭を下げる。

「あの子は誤解されやすいけれど、とてもいい子なの。仲良くしてあげて下さいね」

「もちろんです！」

　アヤメは躊躇ためらいなくそう言って、胸を叩たたいた。メイは微笑みを浮かべる。

　その時、玄関の戸が再び開いた。ロイは、ファムが戻もどってきたのかと振り返かえる。

　だがそこにいたのは、先ほどまで庭にいた子ども達だった。

「メイ先生、ファムが一人で出てきたぞ。……また喧けん嘩かした？」

　先頭に立つキットが、心配そうな顔で尋ねる。

「いいえ、そんなことはないわ。……でも、わたしが少し言い過ぎてしまったみたいね」

　メイがため息をつくと、ミールが口を開いた。

「先生、ファムを苛いじめちゃダメだよ。もうここに来なくなっちゃうだろ」

「そうよ。そんなのいやよ」

　アンネが頬を膨ふくらませると、キットが頷いた。

「ああ。おれたち、今日こそファムを遊びに誘さそおうって言ってたんだからな」

　キットが他の子どもと顔を合わせ、「なー」と互いに言い合う。

「あなた達……ファムのことが恐いんじゃないの？」

　アヤメがきょとんとして尋ねると、キットは困ったような表情を作る。

「まあ、そりゃ……ちょっとだけな」

「じゃあ、なんで遊びに誘おうなんて思ってたんだよ」

　ロイが不思議がると、アンネが答えた。

「だってわたし、ファムとお友達になりたいんだもん。優やさしいし、前にお菓子くれたんだよ。ファムはわたし達が寝ねているお部屋にこっそり置こうとしてたけど、目が覚めてたから気付いちゃった」

「おれも玩具おもちやもらった。後、転んだ時に魔術で傷治してもらった」

　ミールが言うと、皆、口々にファムのことを報告してくる。

「オレ、魔ま術じゆつ師しになりたくて勉強してたら、色んな本もらった。読んでみたら大事なところとかに印がつけてあって、すげえ分かりやすかったんだ」

「お化けのお話聞いて怖こわくて眠ねむれなかった時、一緒に寝てくれたの」

「ファムの作るお菓子、メイ先生と同じくらい美味しい！」

「絵を描かいてたら、ずっと傍で見ててくれたんだ。それで、出来上がったら一番に上手ねって褒めてくれた！」

　続々と話が上がってくる。そのどれもが、ファムのことを好意的に捉とらえているものばかりだった。全すべてが終わったその後で、キットが頬を掻かく。

「おれたち、みんな、ファムのことが好きなんだ。だけど……いつもファム、恐い顔してるだろ。だから、本当はおれ達のこと嫌いなんじゃないかって思ってさ。それで、声をかけたくても、かけられないんだ。怒られそうでさ」

「でも、ずっとそれじゃつまらないでしょ？　だから、今度こそちゃんと声をかけて遊びに誘おうって、さっき、そう言ってたの」

　アンネが言って、にこりと笑った。

「……なんだ、恐がられてると思ってるの、あいつの勘かん違ちがいかよ」

　本心では皆、ファムのことを慕したっていたのだ。全ては彼女の持つ空気が原因だったということか。

「でもさ、ファム、さっきは恐い顔がもっと恐くなってたな」

「あら、そんなこと言っちゃいけないのよ」

　ミールの台詞せりふを、アンネが注意する。

「そうだぞ。それに、仕方ないだろ。ファムは笑えないんだから」

　キットが、ファムを擁よう護ごするように言った。

「ちっちゃい頃に自分のせいで親が死んだからって、前に夜中、ファムがメイ先生に言ってたの、おれ、聞いたよ。だからファムは……」

「――キット！　そのお話は、他の人の前でしてはいけないと言ったでしょう！」

　だがその途と中ちゆうで、彼かれはメイの鋭するどい声に遮さえぎられる。

「あ……ごめんなさい」

　強くたしなめられ、キットは落ち込んでしまった。

「分かったのなら、いいの。……おやつがあるわ。皆で分けて二階で食べていらっしゃい」

　メイにそう促うながされ、キットは幾いく分ぶんか躊躇いながらも顎あごを引く。

　子ども達は台所へ行くと、果実のパイを持って、階段を上がって行く。それに、先ほどまで絵本を読んで遠巻きに様子を眺めていた女の子も加わった。

「……あの、メイさん」

　子ども達の後ろ姿を見ていたメイは、アヤメの声に振り向むく。

「……大きな声を出して、ごめんなさいね。ファムにとって、あまり知られたくない話だったから」

「いえ、そうじゃなくて。その……深入りしないで欲しいと仰おつしやるなら、もうなにも言いません。ただ、子どもたちの話を聞く限り、ファムもあの子たちのことが好きだと思うんです。それなのに、彼女がそれを全く表に出そうとしないのが気になって」

　アヤメは思い切ったように訊いた。

「ファム、さっきあたし達に、笑うことを忘れてしまったと言ったんです。もしかして、昔に何かあったんでしょうか……？」

「……それは」

　メイは、言いかけた後で口ごもる。

「あ、言えないようなことなら、もちろん、無む理り強じいはしません。失礼しました」

　アヤメが謝ると、彼女は沈ちん黙もくした。しかし、やがて首を横に振る。

「いえ……気にかけて頂いているんですもの。聞いて頂いた方がいいかもしれませんね」

　メイは、視線を伏ふせた。言葉を選ぶように、間を空ける。そして、

「あの子はね……とても、優しい子なんです。それに責任感があって、真ま面じ目めで、一生懸命で。だけど、それが、裏目に出てしまったのかもしれませんね」

　しばらくしてから、彼女はそう、語り始めた。

「ファムの昔のことは、故郷に住む方々や、本人から直接、聞きました。彼女は、アヴァロンの近くにある小さな街で生まれました。ご両親は宿屋を営んでいて、大変、繁はん盛じようしていたようです」

　明るい父と、優しい母。二人に愛情をもって育てられたファムは、よく笑う子どもであったという。

「だけど、あの子は生まれつき、とても体が弱かったんです。一年の半分以上は、ベッドで寝て過ごしていたそうです」

「あいつが……？」

　今からでは想像できない。ロイが驚いていると、メイが頷いた。

「ええ。児童院に来てからも、そう。走るとすぐ息が上がるし、力もなくてね。季節が巡る度に風か邪ぜをひいて、熱を出していました。あの子はこの果実のパイが好きで。食欲がなくて困った時、それだけは食べたから、よく作ったものです」

　机の上に乗った、冷めかけたパイを、彼女は見つめる。

「ファムのご両親は彼女が体調を崩くずす度、交代で面めん倒どうをみていたそうです。どちらも、自分の番が来た時はファムに付きっきりで片時も離はなれなかったと聞きました。そして、彼らは少しでも彼女の体を良くしようと、様々な魔術師や医者に頼たよった」

　ファムの両親は娘むすめのためになるならばと、高価な薬や魔術道具マジツクアイテムを大枚はたいて購こう入にゆうした。だが、どれも効果を顕あらわすことはなかったという。

「いくら流行はやっているといっても、街の宿屋です。お金を使うのにも、限界はあったでしょう。ですがそれでもファムのご両親は諦あきらめなかった。それほどに……彼女に対する愛情が深かったのだと思います」

　それでも、現実はどうしようもなく残ざん酷こくだった。ファムは依い然ぜんとして何も変わらず、ただ、ただ、病に伏せる生活が続く。そんな終わりの見えない日々に、彼女の両親も次し第だいに疲ひ弊へいしていったという。

「ある日、ファムは、ご両親に言ったそうです。もういい。どうせなにをやっても自分は治らない。だから、もう何もしてくれなくていい。こんな、ベッドに寝ているだけで何も出来ない自分のせいで苦しむ二人を見ていることの方が、治らないことよりずっと辛つらいと。まだ幼い子どもが……そんな風に」

　メイはそこで、言葉を途と切ぎれさせる。彼女は手で口元を覆おおった。ファムのことを想おもい、感情が高ぶったのかもしれない。

「メイ先生……もう」

　カノンが気き遣づかうが、メイは首を横に振った。

「ありがとう。大丈夫です。……そんなファムに、ご両親はこう言ったそうです。あなたはなにも気にしなくていい。あなたが笑ってくれさえいれば、私たちはどんなことでも耐たえられる、と」

　だがその言葉は、ファムに何の安あん穏のんも与あたえはしなかった。逆に彼女の心に、ある考えを芽生えさせたのだ。

「……ファムは甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれるご両親に対し、こう思うようになったそうです。自分などが生きているから、彼らはしなくてもいい苦労をしているのではないか。自分がこんな風でなかったのならば、彼らはもっと幸せに暮らせたのではないか、と」

　両親に話せば、なにを馬ば鹿かな、と怒おこられるかもしれない。だがファムにとってそれは、他の何よりも確かなものに思えたのだろう。

「ファムは、いつしか自分が早く死ぬことを願うようになった、とわたしに言いました。そうすれば両親も諦める。やっと娘から解放される。こんな役立たずで、生きている意味のない存在など、早く消えてしまえばいい……と」

　だが。――皮肉にも、亡くなったのは彼女の両親の方だった。

「万ばん能のう薬やくの材料として知られる【神露草フイーンラグ】を採りに行った、その先でのことだそうです」

「……あの、切り立った崖がけにしか生えないっていう薬草ですか？」

　ハンナの言葉に、メイは頷く。

「そう。危険な場所だからやめておけと止める街の人の声も聞かずに出かけて、足を踏ふみ外はずして……発見された時には、二人とももう息はなかったそうです」

　彼女は、深いため息をついた。

「ご両親が最さい期ごまでその手に握にぎり締しめていた薬草のおかげで、ファムの体調は徐じよ々じよにですが好転し始めました。ですが……そのことは逆に、彼女の心を一層傷つけたのだと思います。まるで、両親の命を犠牲にして自分だけが助かったようだ。……そう、彼女はわたしに言いましたから」

　沈ちん痛つうそうな面おも持もちで、メイは続ける。

「ここに来た時にはもう、ファムは笑わなくなっていました。いえ……笑えなくなってしまっていたの。自分には、その資格すらないのだと言うように」

　アヤメが、拳こぶしを強く握る。まるで、爆ばく発はつしてしまいそうな感情を必死で抑えこむように。

「ファムは、寝込む度によく言っていたわ。なにも出来なくてごめんなさい。役立たずでごめんなさい。迷めい惑わくかけてばかりいて、ごめんなさい……って」

　病弱で、面倒ばかりかける自分のことを、ファムはずっと謝あやまっていたのだ、とメイは語る。まるで、殊更さらに自分自身を追おい詰つめるかのように。

「わたしはその度にこう声をかけました。あなたたちはわたしの子ども。子どもが失敗したり、親に心配をかけるのは当たり前のこと。もちろん、行き過ぎたことは反省しなきゃダメ。だけど、それを気に病やむ必要はないって」

　それでも、ファムは、己おのれのことを責め続けた。自分が何もできないから。無能だから。なんの力もないから――と。

「両親の代わりに自分が死ねばよかった。どうしてまだ自分の方が生きているのか。どうしてこんな体で未いまだに生き続けているのか。どうして、と、ファムは何度も、わたしに言い続けました」

「……そんな」

　アヤメが、辛さを味わうように、唇くちびるを噛かんだ。

「だけどある日、ファムに魔術の才能が目覚めました。国に申し出ると、学院への招待状が届いたわ。その頃には体も随ずい分ぶんと元気になっていたから、児童院の皆が喜んで彼女を見送りました。わたしは、とても安心したのよ。ああ、これで、あの子は自分を許すことが出来る。誰だれにも負けない力を持てたんだ。自分に自信をもって、生きていけるだろうって」

「だけど……ファム＝リラクスの心は、未だに、過去の自分のままなのですね」

　カノンの言葉に、メイは頷いた。

「ええ。あの子は今でも、小さい頃の後こう悔かいを引きずっています。だから児童院のために働くの。どれだけお金を手にしても、自分は生きるのに必要な分しか貰わず、それ以外の全てをこちらに渡すんです」

　彼女は口を開き、

「本当はね、この児童院、お金がなくて潰つぶれかけていたんです。だけどあの子のおかげでこうして今でもやっていけていて、老ろう朽きゆう化かして危なくなった家を建たて替かえたりも出来ました。……だけどね」

　苦しそうに、言葉を漏もらす。

「もういいと、わたしは思ったの。もう十分だって。だって、あの子のせいじゃないじゃない。ファムがなにをしたわけでもない。ただ、生まれついてがそうだっただけ。それなのにいつまでも自分をああやって、責め続けて……」

　目元を押おさえて、メイはか細い声で続けた。

「でも……そう言ったわたしに、あの子は答えたわ。これくらいしなければ、自分が今まで生きてきた意味も、その価値もなくなってしまう。だからやめるつもりはないって」

「……ファムさんの気持ちも、分かります。だけど、そんなの……なんだか、悲しいです」

　小さく、ハンナが言った。それは、その場にいる全員の気持ちを、代弁しているかのようだった。

「その通りね。……だけど、あの子は聞いてくれない。いつまでも、あの張りつめたような表情のまま。子どもたちは恐がっているし、他の人も、あの子のことを誤解してしまうのではないかと、わたしは不安なのよ」

「まあ……そうだろうな」

　実際、ロイも本当のことを知るまでは、ファムにいい印象を持っているとは言い難がたかった。見た目もそうだが、言動や、行動もそうだろう。損な生き方だ、と思った。

「なんとか出来ないのでしょうか。それは、彼女自身のためにも良くないと思うのですが」

　カノンの提案に、メイは息をつく。

「そうね。わたしも、そう思うわ。だけど、あの子は頑かたくななところがあるから」

「……それに、自分でこうと決めたことです。簡単には変わらないと思います」

　アヤメが言った。噛み締めるように。

「だけど……せっかく仲良くなったんです。なにか彼女のために出来れば、と思います」

「ありがとう。アヤメさんは、とても優しい子ね。ファムには、いいお友達が出来たわ」

　メイは、微笑む。と、そこに――。

「……ん？　なにか聞こえないか？」

　ロイは、何かの旋せん律りつが響ひびいてくるのを捉えた。玄関の向こうからだ。

「歌……ですね。聞き覚えのないものですが」

　カノンが頷く。すると、階段を駆かけ下おりてくる音と共に子ども達が現れた。

「サアラだ！　サアラがきた！」

　彼らは一いつ斉せいに玄関へと殺さつ到とうする。それを待っていたかのように、扉とびらが開いた。

「……皆、こんにちは」

　そこに居たのは、滑なめらかな銀の色を持つ、長い髪かみの少女だ。年としの頃はロイ達と同じくらい。白のワンピースの上から、ゆったりとしたローブを羽織っていた。その目は、ファムと同じく青に彩いろどられている。

「あら、サアラ。いらっしゃい」

　メイがそう挨あい拶さつをすると、彼女は深々と頭を下げた。

「サアラ、こっちで遊ぼう！」「おれとだよ！　魔術師ゴッコしよう！」

　子どもたちは彼女を囲うと、騒さわぎ始めた。

「あらあら。ちょっと待ってね。ご挨拶を済ませてから」

　サアラ、と呼ばれた彼女はそう言ってロイ達の方を向く。

「あなた達がファムのいっていた人達ね。初めまして」

　微笑むサアラの後ろから、ファムが顔を見せた。

「……待たせたわ。連れてきたから」

　アヤメがファムになにか言いそうになる。が、彼女は首を振って、笑顔になった。

「えっと、彼女が、ファムの親友？」

「ええ。わたしの親友で、そして、わたしより遙はるかに才能のある魔術師」

　ファムは隣となりに立つサアラをちらりと見てから、口を開く。

「――サアラ＝フレンスよ」




　孤児院の庭で、サアラは子ども達と遊んでいた。

　無邪気に懐なつく彼らに、サアラもまた、優しげな笑えみを浮かべている。

　その光景を眺めていて、ロイは既き視し感かんを覚えている自分に気付いた。それがなんなのかを突き詰めていく内、ある解答に辿たどり着つく。

「……そうか。メイだ」

　ロイは呟く。サアラは、メイに似ている。もちろん、外見はまるで違ちがう。だが二人の表情や身に纏まとう雰ふん囲い気きは、どこか共通のものがあるように思えた。

　ファムがサアラに惹ひかれ、友とした理由は、そんなところにあるのかもしれない。

「ごめんなさいね、皆。私、そろそろファム達とお話ししなきゃ」

　サアラはそう言うと、子ども達は次々に不満を訴え始めた。そんな彼ら一人一人の頭を撫なで、彼かの女じよはこちらへと駆け寄よってくる。

「お待たせしました。改めまして、サアラ＝フレンスです」

　サアラが挨拶をするのに、ロイ達もまた自らの名を名乗る。

　ファムはサアラの隣に移動し、口を開いた。

「……さっきも話したけれど、わたしはこの地を治める領主と契けい約やくし、サアラと一いつ緒しよに働いているわ。と言っても、彼女の助手的な役割をしていると言った方が、正しいけれど」

「そういえば、お前よりも遙かに才能のある魔術師、とか言ってたな」

　ロイは腕うでを組んだ。

「ええ。わたしよりもっと優すぐれた腕の持ち主。彼女がいたから、わたしは領主と契約を結べたようなもの」

「大げさですよ、ファム。あなたもわたしと同じくらい才能のある魔術師です」

「嘘うそはいけないわ、サアラ。あなたとわたしじゃ比べものにならないのは、明らかだもの」

　ファムは首を振って、サアラを見上げる。

「……サアラ＝フレンス、ですか」

　その時、なにやら考え深げな口調でカノンが呟いた。

「カノン先せん輩ぱい……？　どうしたん……ですか？」

　ハンナが尋たずねると、カノンは眉み間けんに皺しわを寄せたまま「いえ……」と答える。

「どこかで、聞いた覚えがあると思ったもので」

「それだけすごい魔術師なら、有名なんじゃないですか？」

　アヤメが言うのに、カノンは頷く。

「俺おれは聞いたことないけどな」

　ロイはあっけらかんと言った。

「あなたは自分以外の魔術師のことを、そもそも知らないでしょ」

　アヤメが、半眼で見てくる。まさにその通り。ロイは興味がないことに関する知識にはまるで疎うとく、そのせいで、【アルス・マグナ】の一回戦では少々困った事態に陥おちいった。

「その後、少しは勉強したのですか？　ロイ＝シュトラス」

「一応、魔術師連盟の登録名めい簿ぼとか、見てはみたんですけど。先輩、驚おどろいたことにですね。まるで覚えてないんですよ」

「覚える気がないからでしょう！」

　カノンは、額に手を当てて、嘆たん息そくする。

「面おも白しろい人達ですね」

　サアラがくすくすと笑って、ロイの方に視線を移してきた。

「ところで……先ほど、ロイ＝シュトラスと名前をお聞きしましたが。もしや、あなたは【扉の魔術師】ではありませんか？」

「ああ、そうだよ」

「あら……まあ。やりましたね、ファム」

　言ってサアラは、ファムの肩かたに手を置いた。

「良い機会が巡めぐってきました。これを逃のがしてはいけませんよ」

「ん？　なにが良い機会？」

　アヤメがきょとんとしていると、サアラが口を開く。

「もちろん、それは、彼女……ファムの積年の想いを遂とげる機会です」

　サアラの発言に、一いつ瞬しゆん、場が静まり返った。

「…………は？」

　思わず間ま抜ぬけな声を漏らすロイ。視線をサアラから、ファムへと移した。

「いや……冗じよう談だん、だよな？」

　ファムは目をしばたたかせる。そして、

「…………」

　彼女は、ぽっと、無言で頬ほおを染めた。

「……いやいや。いやいやいやいや！　ちょっといきなり過ぎないか!?」

　あまりにも唐とう突とつな物言いにロイは度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「いきなりじゃない。ずっと憧あこがれてたって、会った時にそう言った」

　ずい、と一歩、こちらに近寄ってくるファム。

「いや、確かにそうだけどよ！　それは、あれだろ。尊敬とか、そういうことだろ!?」

「それもある。でも好意も抱いてた。自分と同じ歳で二つ名を授さずかり、誰にも頼らずにたった一人で成果を上げている、あなたに」

「ぜ、全然そんな素そ振ぶりなかったぞ!?」

「……わたし、上う手まく感情を表に出だすことが出来ないから。でもなんでもないような振りをして、ずっとドキドキしてた」

　彼女はこちらに向かって手を伸のばしてきたかと思うと、ロイの腕を掴つかんだ。

「サアラを紹介したのはね、ロイ。彼女が隣にいれば、わたしは安心できるから。なんでも積極的に出来るようになるから。そうでもしないと、わたしはこのままずっと、あなたになにも言えないままでいることになるから」

　抵てい抗こうする間もなくロイの手は、そのままファムの豊かな胸へと引っ張られる。

「おまっ……！」

　ふくよかなその山は、思っていた以上に柔やわらかで、ロイの指を容た易やすく飲み込んだ。自分の頬がカッと熱くなるのを感じる。

「だってありえない。たまたま久しぶりにアヴァロンへ行ったら、たまたま性質の悪い人たちに絡からまれて、たまたまあなたに助けてもらった。きっとこれは必然。何者かの大いなる意思が、わたしとあなたを出会わせたの」

「おい、おいおいおい！　ちょっと待てって！」

　予想外過ぎる事態に、ロイは慌あわてた。

「あら、ファムったら、大だい胆たんですね」

　サアラが、場にそぐわない、呑のん気きな声でそう告げる。

「おい、あんた！　なにのんびりしてんだ！　親友の暴走を止めろ！」

「そうは言っても、ファムがあなたのことを気にしていたのは、前から聞いていましたからね。親友としてここは、応おう援えんをするべきだと思うんです。頑がん張ばって下さいね、ファム」

「いかん、こいつもちょっとおかしい……っ！」

　ロイが驚きよう愕がくしている間も、ファムはほとんど、抱きつくような形でロイに接近していた。

「ふぁ、ファム！　おやめなさい！　ロイ＝シュトラスはその……そのような行こう為いは好みませんよ！　わたしでさえ、やれていないというのに……じゃなくて！」

　動どう揺ようして妙みようなことを口走りながら、カノンが止めに入る。しかしファムは、まるでそれに動じない。

「はわ、はわわわ、はわわわわ」

　ハンナはどうしていいのか分からないのだろう。ひたすらにあわあわと、ロイとファムを見比べている。

「ロイ。わたしのこと……嫌きらい？」

「き、嫌いじゃない。嫌いじゃないが……とりあえず、離せ！」

　ロイは、半ば強ごう引いんにして、ファムを引ひき離した。ぜえ、ぜえ、と荒あらい息をつく。

「お、俺は、そんなつもりはない！　大体、突然過ぎるにも程ほどがあるだろうが！」

「……そう」

　ファムは心なしかシュンとした様子で、顔を伏せた。

「いや……その、なんだ。段階を踏んでとか、そういうことじゃないけどよ。とにかく、今日会ったばっかりの奴やつから、そんなこと言われてもな」

　さすがにきつく当たり過ぎたかと、ロイは言い直す。すると彼女は視線を上げて、

「ええ。そうだと思ったわ」

　あっさりとそう答えた。

「でも、伝えておきたいことは伝えておかないと、と思って。後は、もしかしたら勢いでいけるかもしれないからって、やってみたの」

「もしかしたらで男に胸揉もませるのかよ、お前は！」
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「安心して。ロイ以外にはしないから」

「あの、そういうことじゃなくてだな……いや、もういいや」

　いまいち読めない女だ。ロイは心持ち、ファムから距きよ離りをとる。

　と、何やら射い抜ぬくような視線を感じて、そちらを振り向いた。

　アヤメが、ロイのことを見ている。しかも無言で。最大限に、頬を膨らませた上で。

「な……なんだよ」

「……別に」

　ぷい、と彼女はそのまま横を向いた。

「なんだよ！　今の、俺が悪いか!?　寧むしろ事故だろ!?」

「だから、何も言ってないじゃない。あたし、なんとも思ってないし。ロイが、おっきいおっぱい触さわって、いやらしい顔してても、あたしには関係ないし。寧ろ、ご自由にどうぞ、って感じだし」

「いやらしい顔なんてしてねえよ！」

「してたよ。なんかもう『これが至福の天国だ、ああ、もう、辛しん抱ぼうたまらん。何がどうなってもいい。そう、なにも！　全てはこのおっぱいのために！』みたいな顔してた」

「そこまで詳しよ細うさいに人の心中ねつ造してんじゃねえよ！　思ってねえ！」

「だから、思っててもいいって言ってるじゃない。なんで怒ってるの？」

「怒ってるのはお前の方だろうが！」

「お……怒ってないよ！　怒ってないったら、怒ってない！」

「怒ってる！　怒ってるつったら、怒ってる！」

　ロイはアヤメと、そのまま、にらみ合った。カノンは二人のその空気に気け圧おされているのか、黙だまったまま汗あせを垂らしている。

「ふ、二人とも、喧嘩やめて……！」

　見かねたのか、ハンナがロイとアヤメの間に入ってくる。

「そ、その、えと、えっと……ちゃ、ちゃんと話せば、あの、分かると……」

　困りながらも一いつ生しよう懸けん命めいに事態を収しゆう拾しゆうしようとするハンナ。その悲しそうな顔に、ロイは先ほどまで滾たぎっていた憤いきどおりが消えていくのを感じた。アヤメもまた同じなのか、毒気の抜かれたような表情を見せる。

「……うん。そうだね。ごめん、ハンナちゃん。ロイも」

　やがてアヤメは、謝ってきた。

「……いや、俺も悪かった。その、なんだ。なんかお前に責められてる気がしてな」

　ロイも軽く頭を下げる。それを見ていたカノンが、ほっとしたように息をつく。

「べ、別に責めてたわけじゃないし、ロイが悪いわけじゃないの、分かってたんだけど。なんか、胸がもやっとしちゃって……自分でも変だなって思う。なんでかな」

　頬を赤らめて、アヤメはロイから視線を逸そらした。だが、それはロイも同じだった。アヤメの態度を見て、なにか自分の内に、奇き妙みような苛いらつきが芽生えたのだ。その詳細は、定かではなかったが。ともかく、

「ま、まあ、もういいじゃねえか。な」

「う、うん。そうだね」

　ロイは、アヤメと和解した。二人で、なんとなく、笑い合う。

「仲直りしたのね。人ひと騒さわがせな人達」

「あなたのせいでしょ!?」「お前のせいだろうが！」

　二人同時に叫さけばれて、ファムは目をしばたたかせた。

「……それもそうね。ごめんなさい。次から気を付けるわ」

　そんな彼女に、サアラがアドバイスする。

「そうですよ、ファム。積極的なのはいいけれど、段階を踏むのが大事ですよ。まずは無意識を装よそおって、胸の谷間を強調するのはどうかしら」

「あんたも余計なことを言うんじゃない！」

　ロイの突っ込みに、サアラは「あらあら、ごめんなさい」と朗ほがらかな笑みを見せた。

「胸の谷間を……」

「実行しようとするな！」

　自分の胸むな元もとを開こうとしているファムをロイは止める。

「ああ、もう、いい加減疲つかれてきた……」

「……ええと、ところでそろそろ依い頼らいを解決しに行った方が良いのではありませんか？」

　ため息をついていたロイへ、カノンが言ってきた。

「あ……ああ、そうですね。危ない。忘れるところだった」

「そうだね、到とう着ちやくがあんまり遅おそくなっちゃってもいけないし」

　アヤメの台詞に、ファムは頷うなずき、サアラに告げる。

「サアラ、わたし、少しロイ達と出かけるから。また後で、屋や敷しきで合流しましょう」

「あら、そうなの？　分かりました。それではファム、頑張ってくださいね」

　微ほほ笑えみを浮うかべたサアラは、ファムの手を握った。

「男性は、押して、押して、押し続ければきっと反応も変わりますよ」

「なんの助言だ、なんの！」

　ロイは呆あきれながら、ローブを翻ひるがえそうとする。が、なにかに引っ張られるように思って振ふり向いた。アヤメが、ロイの服の裾すそを掴んでいる。

「なんだよ、アヤメ？」

「あ……な、なんでもない」

　手を離すと、彼女は、ふい、と横を向く。その頬は、少し赤く染まっていた。




　遠くで、なにかが、聞こえた気がした。

「……ん？」

　ロイはふと、目を覚ます。

　闇やみの中に散らばる、無数の光が見えた。満天の星空だ。いつものベッドとは違い、背中の感かん触しよくは固い。鼻を、独特の青あお臭くささがついた。

　体を起こすと、周囲は林立する木々に囲まれている。目の前では、赤々とした火が焚たかれていた。それらに横顔を照らされて、ハンナやカノンの寝ね顔がおがある。

　ぼやけた頭で、ロイは少し前のことを思い出した。

　盗とう賊ぞく団の隠かくれ家がは、アヴァロンからは少し離れたとある遺い跡せきにあるという。だが正確な場所が分からないために、物質転移による転送術は使えなかった。そのため、途中までは馬車を使ったが、道が荒あれてきたために仕方なく、降りて歩くことにしたのだ。

　そうこうする内、夜も更ふけてきたため、ロイたちはその場で野宿することとなった。

　体の至る所が痛いのは、恐おそらく、慣れぬ場所で就しゆう寝しんしたからだろう。部屋からあまり出ないロイは、このような場所で体を休めたことなどない。

「あれ……アヤメは？」

　独りごちたロイに、答える者があった。

「起きたのね、ロイ」

　振り返かえると、薄うす闇やみの中、アヤメが立っている。彼女はこちらに背中を向けたまま、先の見えない森の奥おくをじっと見み据すえていた。

「ロイ、悪いけど、ハンナちゃんと先輩を起こして」

「どうしたんだ、一体」

　なにかただならぬものを感じ、ロイは尋ねる。アヤメは静かに言った。

「森の中に――誰かいる。それも、複数人」

「なに……？　どういうことだ」

「分からないわ。けど、とても嫌いやな予感がするの。なにが起こってもいいように準備しておいてくれる？」

　アヤメの感覚は、超ちよう人じん的てきだ。その彼女が警けい戒かいしているのだから、何かの勘違いということはあるまい。ロイは立ち上がった。

「ファムはどうした」

「あたしが目覚めた時にはもう起きてたわ。何か気配がするから様子を見てくるって、少し前にここを出た」

「危険じゃないのか」

「あたしもそう思った。でも、彼女、あたしのことを知らないでしょう。危険な真ま似ねをさせるわけにはいかない、自分は魔ま術じゆつ師しだから大だい丈じよう夫ぶって止めるのも聞かずに走って行ってしまったの」

　無理もない、とロイは思う。ファムからすればアヤメはただの一いつ般ぱん人じんだ。説明したところで、理解してもらえたとは思い難かった。

「ハンナ、カノン先輩、起きてくれ」

　少し大きな声で呼びかけると、二人はしばらくしてから、目を開ける。

「どうしたのですか……？　ロイ＝シュトラス」

　いつもと違い、寝ねぼけた無防備な顔でカノンが問いかけてくる。ハンナも瞼まぶたを擦り、どうにか意識を覚かく醒せいさせようとしているようだった。

「どうも何者かに狙ねらわれているらしいんです。気を付けて下さい」

「なんですって……？　まさか、盗賊!?」

「隠れ家はまだ遠いですから、その可能性は低いです。ただ、そいつらとは関係のない夜や盗とうってことはありえます」

　アヤメが、カノンにそう答える。しかし、とロイは疑問を呈ていした。

「この辺りには俺が結界を張った。それには反応がないようだが」

　寝る前に、何かあってはいけないと【威音ラムオール】と呼ばれる魔ま術じゆつを使ったのだ。一定範はん囲い内ないに決められた者以外の侵しん入にゆうがあると、けたたましい音で危険を知らせる効果があった。

「なにかの方法で突とつ破ぱしたのかもね。とにかく、ファムが戻もどってくるまであたしたちも周囲を見張って――」

　アヤメは言いかけた台詞せりふを、飲み込んだ。

「ロイ、仰あお向むけになって！」

　突とつ然ぜん飛ばされる指示。ロイは驚きながらも、咄とつ嗟さに従った。後ろ向きに倒たおれていく体。垣かい間ま見みえる夜空を遮さえぎるようにして、長く白いアヤメの脚あしが伸ばされた。ごがん、という鈍にぶい音とともにくぐもった声が漏れる。次いで、凄すさまじい音が響いた。恐らく、背後の木々に衝しよう突とつしたのだろう。

「な、なんだ!?」

　急いで体勢を整えて振り返ると、ロイは【輝玉イルミナル】と呼ばれる魔術を上空に投げた。魔術によって作られた明かりが、周囲を眩まぶしく照らす。

　誰かが倒れていた。顔は明らかではない。黒い襤褸ぼろのようなローブを全身に纏い、その正体を隠していた。

「誰だこいつは……？」

「構わないで！　まだいる！」

　言ってアヤメは構えをとる。ロイは舌打ちして、腰こしに下げたケースからグリムワードを取り出した。

「先輩、ハンナをお願いします！」

　カノンもまたカードを手にし、「分かりました！」とハンナを庇かばうようにして立つ。

　落ちた枝を踏みしめる、乾かわいた音が鳴った。

　やがて木々の中から、ぞろぞろと謎なぞの者達が現れる。いずれも先ほど、アヤメが倒した相手と同じ衣装を身に着けていた。その手にはそれぞれ、鈍く光る剣けんが握られている。

「あなたたち！　一体、なんの用!?」

　アヤメが尋ねるも、彼かれらは答えない。ただ無言で、自らの得物を構えた。そのタイミングはほぼ同時で、不気味なほど統とう率そつされた動きに、ロイは寒気すら覚える。

　更に背後で気配を感じ、ロイは振り返った。そして、戦せん慄りつする。

「なに……!?　おい、どういうことだ!?」

　先ほど、アヤメの一いち撃げきを食くらったはずの者がゆらりと立ち上がるところだった。まるでダメージを受けている様子がない。

「そんな……！　本気じゃなかったけど、結構強めに蹴けったよ!?」

　アヤメもまた驚いていた。それもそのはず。人じん智ちを超こえたアヤメの攻こう撃げき力りよくは、石の壁かべさえ蹴り砕くだくほどなのだ。力を抜いていたとしても、しばらくは起き上がることさえ出来ないはずだった。

　襲しゆう撃げき者しや達たちが、じり、と一歩踏み出す。そして――彼らは一斉に襲おそい掛かかってきた。

「くそ……！　貫つらぬけ、【雹弓牙イズベルグ】！」

　ロイは攻こう撃げきをどうにかかわしながら、魔ま力りよくを練る。空気中に幾いくつもの氷の矢が形成され、音もなく襲撃者達の体に突つき刺ささった。幾いく人にんかが吹ふき飛とぶ。

「ハンナ＝アフラ、私の後ろに下がっていなさい。行きます！」

　カノンはグリムワードを掲かかげた。

「其は生命を存続し　生命を奪うばい　生命を育はぐくみ　生命を消し尽つくす」

　彼女の【顕せし理の力マギア】に反応し、グリムワードに青白い光が灯ともる。そこから現れた別のカードが、カノンの周囲を回った。次に彼女は火点道具ライターの蓋ふたを外し、炎ほのおを呼び起こす。

　グリムワードが、力強く【青色】に燃え盛った。

「我わが名諸もろ共とも捧ささげんとするならば　身をもって贄と化し　どうか力を与えんことを！　いざ呼ばん！　ここに、炎よ、ただ来たれ……！」

　躊躇ためらいなく、カノンは生まれた炎をその手で掴み取とる。

「その身焼きなさい、【双刃火イグニクレイタ】！」

　引き抜いたその手を、無造作に振るった。空気を焦こがし、草木を焼きながら、二つの炎が走る。それらはまるで剣のごとき鋭するどさでもって、襲撃者達を裂さいた。直後、その体の一部が燃え上がる。彼らは、怯ひるむようにして下がった。

「今のは火傷やけどを負ったに過ぎませんが、これは警告です。命が惜しくば立ち去りなさい！　さもなくば、こちらとて容よう赦しやはしませんよ！」

「先輩ったら、カッコいい！」

　アヤメが称しよう賛さんの声を上げる。だが、彼らはそれでも諦あきらめなかった。

　いや、それどころかカノンの魔術など何の痛つう痒ようも感じていないというように、また剣を携たずさえてこちらに向かってくる。

　ハンナが何かを投げた。簡易的な魔ま術じゆつ爆ばく薬やくだ。地面に落ちた瞬しゆん間かん、炸さく裂れつし、辺りに破は片へんをまき散らす。しかし彼らは一いつ旦たん倒たおれたものの、尚なおも、ゆらりとその身を起こした。

「おい、こいつら、本当に人間か!?　いや、あるいは、アヤメの親しん戚せきか！」

　その異常なほどの頑がん丈じようさに、ロイは混乱した。

「ちょっと、どういうことよ、それ！」

　アヤメが怒ったように言ってくる。

「おいアヤメ、ちょっと声かけてみろ！　ひょっとしたら、昔生き別れたお兄ちゃんとかいるかもしれないぞ！」

「そ、そんなわけないでしょ！」

「じゃあ、こいつらの謎を、どう説明する!?」

「…………。お、お兄ちゃーん」

　やや間を空けて、アヤメは、そう呼びかけた。

「…………」

　一瞬の沈ちん黙もく。

「……っ！」

　だが、彼らは何の躊躇ためらいもなくこちらに突っ込んできた。

「やっぱり違うじゃないのー！」

「だと思った！」

　ロイは人差し指と中指を立てて、虚こ空くうを切った。

「弾けろ、【雷伝撃ヴオルツギオ】！」

　指先から雷が迸ほとばしる。紐ひものように長く伸びたそれはさながら、鞭むちのようだ。

　しなる雷が、数人纏めて襲しゆう撃げき者しやを薙なぎ払はらう。

　だが、それもまた通じなかった。しばらくすると彼らは、また何事もなかったように起き上がるのだ。それはアヤメも同じことだった。彼女は目にも止まらぬ速さで次々と攻撃を加えていくが、そのいずれもまるで効果がない。

「なにこの人達!?　全然、手て応ごたえがない！　それどころか、殴なぐった感触も曖あい昧まいだよ！」

　堪たえきれなくなったのか、アヤメが叫んだ。じりじりと、こちらを囲んでくる襲撃者。

「……ロイ！　大変なことになっているわ」

　そこに、ファムが姿を見せた。珍めずらしく、その顔にはわずかな焦あせりが見える。

「なぜか向こうは、ローブを被かぶった人達ばかりで……ここも？」

　足を止め、彼女は自分の方を向いた敵に、グリムワードを突き付つけた。

「吹き飛んで――【流聖槍ラクテイス】」

　ファムの左右から、怒ど涛とうの如き水の柱が唸うなりを上げた。襲撃者達が地面に倒れる。

「……一体、どういうこと？」

「こっちが訊ききたい！」

　ロイがそう返すと、ファムは駆け寄ってきた。

「仕方ない。こうなったら、ちょっと派手な技わざを使うわ」

　アヤメが拳こぶしを鳴らした。その爪つま先さきで、地面を叩たたく。

「皆みな、いっせーので地面に伏ふせて！」

「アヤメ？　何をするつもりなの？」

　ファムが問とい質ただすが、そんなことに構ってられないというように、アヤメは首を振った。

「後で説明するから！　従わないと、怪け我がするよ！」

「分かりました！　アヤメ、お願いします！」

　カノンが答え、ハンナは頷いた。

「了りよう解かい！　いっせーのー……でっ！」

　ロイ達は、アヤメの言う通り、地に伏せた。

　彼女はその足を下げ、勢いよく腰を捻ひねる。大きく息を吸った。そして、

「雛ひな菊ぎく流――大だい旋せん空くうッッ！」

　アヤメは力の限り叫ぶと共に、その場で旋せん転てんした。

　弩轟ッ！

　ロイたちの頭上で、凄まじい疾しつ風ぷうの奔ほん流りゆうが吹き荒れる。まるで嵐あらしでも巻き起こったかのごとく、森の木々が根こそぎ折れてその流れに巻き込まれる。鳥たちが騒ぎ、次々と飛び立っていった。地面が抉えぐれ、円を描えがくようにしてその軌き跡せきを作る。

　襲撃者たちも同じく唸りに飲み込まれた。彼らは次々と、彼方かなたへと吹き飛ばされて行く。

　やがて、その場に居た全員が、全すべてその姿を消していた。

「……よし、終しゆう了りよう」

　アヤメは、深呼吸する。あれだけの事態を引き起こしたのに、彼女の顔色には一いつ切さいの変わりがない。この程度のこと、造作もないのだろう。

「一体、なにが……」

　よろよろと、ファムは起き上がった。目をしきりにしばたたかせている。

「疾風波で遠くに行ってもらっただけだよ。大したことない」

　アヤメは肩を竦すくめ、ハンナに手を貸して起き上がらせた。

「疾風波って……あなた、一体……？」

「アヤメのやっていることにいちいち突っ込んでいると、疲れるぞ」

　ロイは言って、体についた草や葉を払い落とす。

「そうですね。私もある程度、慣れました」

　カノンが火点道具ライターを仕し舞まいながら、苦く笑しようした。

「さて、あの人達が帰ってくるにしても、相応の時間がかかると思う。今のうちに別の場所まで移動しよう？」

　アヤメはそう言って、歩き出す。たき火は先ほどの疾風で薪まきごと消えうせていた。

「しかし、何者だったんだ、あいつら」

「うーん。少なくとも夜盗じゃないと思う。殺意どころか、何の感情も読み取れなかったもの。なんか、操あやつり人にん形ぎようみたい」

　アヤメの表現に、ロイは頷く。確かに彼女の言う通り、彼らに個人個人の意思みたいなものはないように思えた。まるで用意されたシナリオに従うかのごとく、規則的な動きをしていたからだ。

「心当たりある？　ロイ。たとえば、誰だれかの魔術で心を支配されてるとか」

「ないことはないが……。しかし、あれだけ大人数ともなるとな」

　相手の意思を奪い、意のままに操る魔術は、存在している。だがそれは、密閉空間に閉じ込めて、少しずつ洗脳していくという非常に手間のかかるものだ。

　捕とらえた他国の密みつ偵ていや重要人物から話を聞き出す時には役に立つが、あんなに大勢をどうこう出来るほど便利なものでもない。

「それに、仮に魔術でそうなっているとしても、一体誰の差し金なんだよ？」

「ロイ＝シュトラスの言う通りですね。盗賊団でないとしたら、何者に依よるものなのか」

　カノンは顎あごに手を当て、唸った。

「あなたたち、誰かに恨うらみを買った覚えはない……？」

　ファムが首を傾かしげる。

「知るかよ。でもそれにしたって、なんで今、攻撃を仕し掛かけてきたんだよ」

「それは分からないけれど。……ともあれ、今度は無事に休めるところがいいわ」

　息をつく、ファム。それに関しては、ロイも全面的に同意であった。




　幸いなことに、それ以上危き惧ぐしていたようなことは何も起こらなかった。

　道中を経へて、次の日の昼。ロイ達たちは無事、盗賊団【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】の隠れ家へとたどり着く。

「お、いるいる」

　高台から見える景色を眺ながめながら、アヤメが言った。どことなく嬉うれしそうな響ひびきがあるのは、多分、ロイの気のせいではあるまい。

　古ぼけた石造りの建物が並ぶ広場に、粗そ野やな顔つきをした男たちが何人もいた。薄うす汚よごれた衣服を身に着け、腰に斧おのや棍こん棒ぼう、剣などを下げている。腰にポーチを提さげた者がいるのは、恐らく、魔術師なのだろう。彼らはそれぞれ、たき火を熾おこしたり酒を飲んだり、雑談を交かわしたりと気ままに昼下がりを過ごしていた。

「さて、どうしたもんかね」

　ロイはその場に胡坐を組んで考え込む。

　盗賊団の人数は、騎き士し団だんで聞いていたより少しばかり多かった。少なくとも、百五十は超えているだろう。加えて魔術師もいるとすれば、事はそう簡単にもいくまい。

「はいはい、あたしにいい作戦があります」

　アヤメが手を上げた。

「却きやつ下か」

　ロイは即そく座ざに手でバツを作る。

「殺せつ生しような!?　せめて、聞いてからにしてよ！」

「大体予想できるんだよ、お前の作戦……」

「いいじゃないの。聞いてみるだけ聞いてみれば」

　ファムがアヤメの援えん護ごをする。アヤメはうんうん、と頷いた。

「……じゃ、言ってみろよ」

「フフフ、聞いて驚くがいいよ」

　アヤメが、指を立てる。

「まず、あたしがこの高台から飛び降りて、がーっとやります。そしてごごーってやって、良きところでロイがばばーんってきて、どどどーって蹴け散ちらして、最終的に皆でどっかんどっかんやって、終わり！」

「さて、どうしたもんかね」

「あれ!?　時間戻った!?　ひどい！」

　なかったことにしようとするロイの服を、アヤメが掴んでくる。

「ええい、離はなせ。作戦という名の行き当たりばったりを聞いてる暇ひまはない！」

「アヤメって、予想よりずっと……いえ、なんでもないわ」

　ファムがアヤメを気き遣づかうように顔を伏せた。

「その優やさしさが痛い……。いいよ、分かったよ。頭いい人達で考えればいいじゃん。単純なあたしはそれに従いますよー」

　膝ひざを抱かかえ、アヤメはすんすんと鼻を啜すすった。ハンナが慰なぐさめるようにその頭を撫なでる。

「と、とにかく」カノンは気を取り直すように口を開いた。「慎しん重ちような行動を心がけましょう。奇き襲しゆうの基本は陽動です。敵の注意を惹ひきつけ、隙すきをついて背後から狙ってはどうでしょう」

「まあ、そうなりますよね。ただ、出来るだけ多くの人間の意識を逸らせるのにはどうすればいいんでしょうか」

「……何かびっくりさせればいいんじゃないかしら」

　ファムが提案する。ロイが顔を向けると、彼かの女じよは眼下を指差した。

「あの人たちが、予想もつかないことをするの。そっちの方に気を取られている間に、わたしたちが襲しゆう撃げきをかける。……ロイの物資転移は、どう？」

　その提案に、ロイは苦い表情を作る。

「残念だが、俺は今、グリムワードの消費量を出来るだけ抑おさえなきゃならなくてな。大おお技わざの使用は控ひかえておきたい」

「そう。……どうして？」

　ファムが首を傾げた。ロイは肩を竦めて「ちょっとな」とだけ返しておく。

「しかし、そうなると、だ」

　ロイは、ある方向に視線をやった。いや、自分だけではなく、その場に居た全員がそちらを見ている。

「な、なに？　あたし？」

　アヤメが己おのれを指差した。ロイ達は頷く。

「お前しかいない。やってくれるか？」

「それは、構わないけど……でも、なにをすればいいの？　頭の悪いあたしは、何をすればあなたたちに満足してもらえるの？」

「意外に根に持ってんなこいつ……。まあ、そうだな。この場所で出来ることでいいんだが……うーん」

　ロイは周囲を見回した。といっても荒れた大地が広がっているだけで何もない。強しいて言えば、小山ほどもある巨きよ大だいな岩があるだけだった。

「……あ」

　ロイは声を漏もらす。だがこちらが言う前に、アヤメは立ち上がった。

「よし、任せて」

　どうやらアヤメも同じことを考えたようだ。彼女は胸を叩き、歩き出した。

「あ、アヤメさん……。その前に、言っておくことがあります」

　ハンナがアヤメを追いかける。

「アヤメさんにお渡わたしした、魔術道具マジツクアイテムですが……。周囲の魔力を吸収し、蓄ちく積せきさせておくのに……時間がかかるんです。だから、一日に一度だけ、と思っていて下さい」

「ん、了解。それじゃ行ってくるわね。あ、ハンナちゃんは無理しちゃダメよ」

　ハンナの頭を撫でて、アヤメは目的の場所まで向かった。

「ロイ、もしかして、あれを持ち上げるつもりなの？」

　ファムが岩を見て、信じられないように言った。

「まあ、見てろって」

　ロイは口端を上げた。アヤメが、こちらに向かって手を上げる。

「よし。アヤメが向こうで動いている間に、俺おれたちは連中の後ろに回るぞ」

　ロイは中ちゆう腰ごしになって、進み始めた。残りの全員もついてくる。

　所定の位置についたところで、ロイは作戦開始の合図を出した。アヤメは頷く。

「それじゃ、いきましょうか。よいしょっと」

　何気ない口調で――アヤメは、持ち上げた。小山ほどもある巨きよ岩がんを、軽々と片手で。

「……アヤメ、本当に何者なの？」

　ファムの言葉に、ロイはカノンやハンナと目を合わせ、少し笑った。

『アヤメ、今だ、行け！』

　ロイは遠えん距きよ離りにいる者に言葉を届ける魔術【魔声デヴオル・共鳴ウイスパー】を飛ばした。

「やあっ！」

　アヤメがまるで小さな球でも投げるかのように、巨岩を投とう擲てきする。次いで彼女は跳とんだ。空中で、踵かかと落としを繰くり出だす。

　ばごんっ！

　凄まじい破は壊かい音と共に、巨岩が木こつ端ぱ微み塵じんに砕け散ちった。

　盗賊団の連中が何事かと空を見上げる。彼らの瞳ひとみには、しっかりと映っているだろう。

　――天より降り注ぐ、無数の岩群が。

『お、おわあああああああああああ!?』

　彼らは異口同音にそう叫び、突然の事態に一気に混乱の坩堝るつぼとなった。当然だ。日常を過ごして来て、上から一ひと抱かかえもあるほどの岩が無む秩ちつ序じよに降ってくることなどそう滅めつ多たにあるものではない。蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ惑まどう盗賊たち。彼らの何人かはその身に岩石を食らってその場で倒れた。

　アヤメが、そんな騒さわぎの中、着地する。盗賊たちの視線が彼女に集まった。

「だ、誰だてめえは！」

　一人がそう問い質す。アヤメがゆっくりと体を起こし、高々と人差し指を立てた。

「聞きなさい、悪党ども！　天が知る、地が知る、人が知る。悪を倒せと、あたしを呼ぶ！　あたしはアヤメ！　雛菊アヤメ！」

「だから誰だてめえは!?」
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　まるで答えになっていなかった。アヤメは構わず、その場で準備運動を始める。

「おいこら！　勝手にこっちを無視して進行しようとするな！」

「いや、これから派手に動くから体を慣らしておこうと思って」

　アヤメは肩かたをぐるぐると回すと、微び笑しようした。

「とりあえず――盗賊団討とう伐ばつ、スタートッ！」

　勢いよく、その足で地面を踏ふみ鳴ならす。

　ミシィ……ッ！

「……は？」

　盗賊たちが困こん惑わくして足元を見下ろした。そして、彼らは驚愕する。

　亀き裂れつが、走っていた。アヤメの脚を中心として地面を割り、稲いな妻ずまのような形をした巨大な傷きず跡あとが、無数に生じ始めている。

『えええええええええええええ!?』

　盗賊たちは一いつ斉せいに声を上げ、慌あわててあちこちに走り始めた。

「よし、さすがアヤメ。問題ないな」

「……というか、彼女だけで討伐出来るんじゃないですか？」

　カノンが額に汗を垂らしながら言う。

「魔術師が居るんです。物理攻撃だけじゃ不利だ。それじゃあ、俺たちも行きますよ！」

　ロイは飛ひ翔しよう魔ま術じゆつを発動させた。ファムやカノンもそれに倣ならう。

「ハンナはそこで待っていてくれ。何かあったら手助けを頼たのむ！」

「う、うん……！　頑がん張ばって、ね！」

　ハンナの声を背中に受けながら、ロイ達は地面に降り立った。

　予想通り盗賊たちはアヤメの襲撃を受けて動転しており、こちらに気付いた様子はない。

「そんじゃ始めますかね……！」

　ロイは手を掲げる。

「滅めつせよ、【天裁雨デザストル】！」

　掌てのひらから、幾つもの光の筋が走った。それらは空へと昇のぼると――名の通り、まるで激しい雨のごとく盗賊たちの頭上に落ち始める！

「な、なんだ!?」「ひぃ！」「ま、まだいやがるのか!?」「ど、どこだ！」

　凝ぎよう縮しゆくした雷の力を無秩序に放つ魔術だ。被ひ害がいを受けた盗賊たちが、あたふたと周囲を見み渡わたす。その隙にカノンが片手を前に出し、もう一方を引いた。炎が走り、矢をつがえた弓のような形を成す。

「受けなさい、【極炎ランツエ・矢槍エクスード】！」

　打ち放つ。空を埋うめ尽くすような炎の矢が、盗賊たちの体に火を点つけた。悲鳴が迸る。

「あ、あそこだ！　あそこにいるぞ！」

　盗賊の一人がこちらの存在に気付いた。即座に何人かが腰からグリムワードを取り出す。ぶつぶつと呟つぶやいているのは、彼らの【顕せし理の力マギア】だろう。

　間もなく、氷の矢や炎の球、雷の刃が牙を剥むいた。

「【魔力反射レフレクス】！」

　すかさず、ロイが眼前に不可視の壁を築いた。魔術はそれに弾かれ、霧む散さんする。相手が更さらなる行動をとる前に、ロイは指を鳴らした。衝しよう撃げき波はが魔ま術じゆつ師し達たちを打ちのめす。

　爆ばく撃げき音おんが轟とどろき、ロイはそちらを向いた。離れた場所にいるファムが、爆ばく雷らい効果のある魔術を放っているところだ。盗賊たちが空高く吹き飛ぶ。

「あいつ、いつのまにあんなところに……いや、まあいい。先せん輩ぱい、あっちを頼みます！」

「了解しました。気を付けて！」

　カノンと別れ、ロイは走った。剣を振りかざす盗賊団の顔面に【驚愕火エクプリク】をぶつける。

「さあ、かかってきなさい！」

　アヤメが叫んでいるのが聞こえた。彼女はその肩に、彼女の身よりもまだ大きい遺跡の柱を担かついでいる。

「な、なんだ、この女！　強すぎるぞ！」「ちょ、ちょっと待て！　お前、まさか、それを！」

「その通り！――ハアッ！」

　掛け声ごえ一つ、アヤメは柱を振り回まわした。その様は棍と呼ばれる棒状の武器を持った格かく闘とう家かのようではあるが、その規模が違ちがいすぎる。

「ぎゃあああ！　正気の沙さ汰たじゃねえええ！」「ちょっと！　頭！　頭砕ける！　勘かん弁べん！」

　盗賊たちは為なす術すべもない。アヤメに次から次へと叩きのめされていく。更にアヤメは柱を立てるとその頂点に登り、手をついて体を旋転させた。吹き荒れる嵐のごとき疾風波。阿あ鼻び叫きよう喚かんの図がそこに展開されていた。恐らくは殺さないように手加減をしているであろうことだけが、彼らにとっての救いだろうが。

「……本当に味方でよかった」

　つくづくロイはそう思った。彼女だけは敵に回すまい。

　だがアヤメが柱から降りたその時、彼女の背後に忍しのび寄よる者があった。

「っと。――【愚氷弾グラセ・ブリード】！」

　魔力を練り、ロイはそれを投げた。魔術はその最中で拳こぶし大だいの氷へと変わり、相手の体を打ちのめす。敵の体勢が崩くずれ、膝をついた。アヤメが振り返る。

「大丈夫だったか」

　駆かけ寄ったロイに彼女は頷く。

「うん、ちょうど後ろ回し蹴げりしようとしてたところ」

「気付いてたか。余計なお世話だったな」

「ううん。ありがとう」

　アヤメが笑う。ロイは首を横に振って、アヤメの後ろに立った。

　互たがいに相手へ背中を向けて、臨戦態勢をとる。

「かなり倒したけど、まだ結構残ってるね」

「雑ざ魚こはほっとけ。頭か幹部をやれば勝手に散り散りになる」

　言ってロイは、辺りを観察した。向こうではカノンやファムが盗賊相手に戦っている。

「とは言っても、これだけいると誰が誰だか……」

「……よし。じゃあ、この手の連中が反応して、上の人を連れてくる方法をやってみる」

　そんなものがあるのか。ロイが先を促うながすように顎を引くと、アヤメは息を吸いこんだ。

　そして、

「――大したことないね、【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】も！　このままじゃすぐに壊かい滅めつだよ！　少しは骨のある人はいないの!?」

　大声で、そう叫さけぶ。すると、

「んだと、てめぇ!?」

　そう返してきた者を最初に、盗賊の何人かがこちらを向いた。その目が殺気立つ。

「誰だか知らねえが、【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】を嘗なめやがって！　調子乗ってんじゃねえぞ！　おい、誰か！　誰か、バンデさんを呼んでこい！」

　盗賊の一人がそう呼びかけると、何人かが頷うなずき、いずこかへと走って行った。

「ね、楽でしょ」

　なるほど、と妙みように感心してしまったロイである。

「あっちの世界でもこの手の人達はゴマンと相手にしてきたからね。実力は無い癖くせに自尊心だけはやたら強いから、こういうやり方ですぐ思った通りの行動をとってくれるんだよ」

　経験者は語る、といったところか。ロイが「すごいな、お前」とアヤメを褒ほめていると、

「誰だあああ！　俺たちをおおお！　馬ば鹿かにするのはあああ！」

　鼓こ膜まくを破るかのような大声が響いた。軽く地じ響ひびきが鳴るほどの足音で、アヤメ達の方に何者かが近づいてくる。

「こいつです、バンデさん！」

「最初にあのでかい岩降らせてきたのもこの女ですぜ！」

　盗とう賊ぞく達たちに導かれてやってきたのは、見上げる程ほどに巨大な男だった。上半身が裸はだかで、腰布と黒の布ズボンを履はいている。頭にはバンダナを巻いて、その額に大きな傷跡がついていた。その手には、男の身長程の柄の先に、彼の頭三つ分ほどはあろうかという塊かたまりをつけた、鉄てつ槌ついと呼ばれる武器を持っている。

「こいつかああああああああ！」

　バンデと呼ばれた男が吼ほえた。開かれた口から鼻が曲がるような臭しゆう気きが漏れる。

「うわあ……いかにも盗賊って感じ」

「典型的にも程があるな」

　ロイとアヤメはそれぞれに鼻をつまみながら言った。

「バンデさん、やっちまってください！」「バンデさん、こいつら生意気なんです！」「バンデさん、あんたしか頼たよれる奴やつがいねえ！」「バンデさん！」「バンデさん！」

　間もなく、盗とう賊ぞくたちの間でバンデさんコールが始まった。

「バンデさん！　バンデさん！　俺たちのバンデさん！　うおおおおお！」

「うるせえええええええええええ！」

　だがバンデの振ふり回した鉄槌に巻き込まれ、全員が明後日の方向に飛んでいく。

「ひ、ひどい！　結構、気のいい人達っぽかったのに！」

「容赦がないとはこのことだな。まあ、鬱うつ陶とうしかったのは確かだが」

　バンデは気の毒がるロイ達を、その濁にごった目で睨にらみつけてきた。

「全くよぉ、小こ娘むすめや小こ僧ぞうなんかに良いようにやられやがって。情けねえったらありゃしねえぜ。【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】もあれだ、地に、地に……」

「地に落ちたです、バンデさん！」

　すかさず横にいる部下らしき盗賊が手助けする。

「知ってるわああああああああ！」

　だがその彼も、バンデの一撃の下、地に沈しずんだ。

「頭悪い上に理り不ふ尽じんとかもう、救いようがないね……」

　アヤメが額に手を当てる。

「おい小娘！　それに小僧！　どーせアヴァロンの連中に言われてきたんだろうが、悪いことは言わねえ。今のうちに帰りな。さもなくば【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】の特とつ攻こう隊長であるこのオレが、あ、このオレが！　えーと……あれだ。目に……目に……」

「目にもの見せる、です、バンデさん！」

「知ってるわあああああああ！」

　再びバンデに殴られて昏こん倒とうする盗賊の部下。

「こいつらこうなるの知っててなんで手助けするんだ……」

　本気で理解できないロイが言う。

「きっと、愛だよ。こんな人でも尊敬されてるんだよ」

「愛か、深いな……」

　アヤメの言葉にロイは頷いた。

「おい、わけのわかんねえこと、くっちゃべってんじゃねえ！　命が惜しくば、土下座してオレの足を舐なめな！　そうしたら、許してやらなくもないぜ？」

「あなたの足なんて舐めるわけないでしょ。三日三晩、悪夢にうなされそうだし」

「なんだとおおおおお！　オレの足は綺き麗れいなんだぞおおおおお！　昨日だって、お肌はだに優しい石せつ鹸けんで念入りに磨みがいたんだああ！」

「だから解決できるって問題でもないよ！　と言うか、なぜお手入れに気を使ってるの！」

　見けん当とう違ちがいな怒いかりにアヤメは身を引く。

「ちくしょう、ふざけやがってええ！　いい加減にしねえと、このオレの相棒、【大いなる怒りの意志バンデ・イデイオ】が火を噴ふくぜ！」

　言って、バンデは巨大な鉄槌をこちらに見せつけた。その丸太ほどもある筋肉質な腕うでから繰り出される肉厚な槌つちは、いとも簡単にこちらの頭など砕いてしまうだろう。

「あれ、火を噴くって今度はちゃんと言えたのね。偉えらい、偉い」

　アヤメが手を叩いた。

「うへ、そうかい？　いやあ、これでもオレだって、勉強しているんだぜ。それなのに少し迷ったら横からぐちゃぐちゃと……ってそうじゃねええ！　お前！　やめろ！　オレの大切にしている部分に触ふれてくるんじゃねええ！」

「結構、繊せん細さいだなこいつ……」ロイは呟いた。

「ああ、気に入らねえ！　こうなったら、もう、お前たちに逃げ場ばはねえ！　謝あやまったって許さねえからな！」

　バンデは言って、両手で持った鉄槌を振り上あげる。

「死ねやああああああああああああああああ！」

　大気を打うち砕き、彼の得物が、ロイ達に向けて襲い掛かってきた。

「……ああ!?」

　だが、その途と中ちゆうで、勢いを失う。

「どうしたの？　火を噴くんじゃなかったの？」

　アヤメである。彼女が、その指一本で、バンデの鉄槌を止めていたのだ。

「な、なんで!?　なんでだ！　くぬお、くぬおおおおお！」

　必死の形相でどうにか鉄槌を押おし込もうとするバンデ。彼の顔は真っ赤に染まっている。

「ば、バンデさんの【大いなる怒りの意志バンデ・イデイオ】があんな小娘に!?」

　盗賊の一人が驚愕した。

「そんな馬鹿な！　ありゃ、城の岩がん壁ぺきだって粉々に砕いたことがあるんだぜ!?」

「あの小娘がすごいのか、それとも、バンデさんの腕が落ちたのか！」

「そんなこと、あるわけねえ！　どっちも嘘うそだ！　おい、皆でバンデさんを、そして、バンデ・イディオを応おう援えんだ！」

　盗賊たちは、それぞれ拳を振り上げる。

「バンデさん！　バンデさん！　俺たちのバンデさん！」

「バンデ・イディオ！　バンデ・イディオ！　俺たちのバンデ……」

「雛菊流――武ぶ装そう核かく破は！」

　その時。アヤメがそう言って、ほんのわずか、指先でバンデの得物を突いた。

　バキ……バキバキバキ………ッ！

　瞬間、バンデの持つ鉄槌に無数のひび割れが起きる。

『ば……バンデ・イディオオオオオオ！』

　盗賊たちの嘆なげきと共に、バンデの武器は、微み塵じんに消し飛んだ。

「う、嘘だあああああああああ！」

「はい、お疲つかれ様さまでした！」

　アヤメが、愕がく然ぜんとしているバンデにその拳を叩き込んだ。

「いいいいいやああああだああああああああ！」

　彼かれは、背後にいる盗賊達を巻き込んで、遠く彼方まで転がって行った。

「一丁上がりっと」

　パンパンと手を叩くアヤメ。

「お前……今、なにした？」

　ロイは思わず尋たずねる。彼女はきょとんとしたままこちらを向いた。

「え？　物質を構成する要の部分を一点集中させた力で突ついて、自じ壊かいさせただけだけど？」

「いや、意味分からん！　意味分からないことを当然みたいに言われても余計に意味分からん！」

　ロイが心の底から叫ぶが、アヤメは首を傾げるだけだ。

「まあ……色々あるってことだよ。世の中には」

「その言葉、最強だな……」

　大体のことはそれで片付いてしまう。

　それはともかく――ふと気が付けば、盗賊団のほとんどはやられていた。ロイとアヤメがバンデと絡からんでいる間にカノンとファムが倒たおしたのだろう。

「これで全部か……？」

「ううん。さっきのバンデって人、特攻隊長って言ってた。リーダーはまだ他にいるのよ」

　ロイの質問に、アヤメが答えた。そして、それを証明するかのように、

「てめえら、腑ふ抜ぬけたことばっかやってんじゃねえ！」

　高台から声がして、ロイや盗賊たちは、そちらを見上げる。

　そこには荷物を抱えた壮そう年ねんの男がいた。武骨なその顔には、無ぶ精しようひげが生えている。腰こしには、山刀を差していた。盗賊の一人がその顔に喜びを宿す。

「お、親分！　ボルク親分！」

「ちっと留守にしていたらこの有様か。誰だか知らねえが、【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】に手出ししたんだ。タダで帰れると思うなよ！」

　ボルクと呼ばれた男は崖がけを下ってくると、地面に降り立った。

「ぼさっとしてんな！　【逆げき鱗りん】壱いち号と弐に号を起動しろ！」

「あ、そ、そうか！　それがありましたね！」

　盗賊は思い出したようにそう言って、仲間と共に、遺い跡せきの奥おくの方に駆けだした。

「なんだろう……字じ面づらからすると……いや、でも、まさか、この世界でねえ」

　アヤメは腕を組みながら、首を傾げる。ロイ達の下に、カノンとファムが戻もどってきた。

「一体、何事ですか？」

「……盗賊団の頭が戻ってきたようね。面めん倒どうなことになりそう」

　彼女たちは、それぞれ警けい戒かいする。

　……オォ……

　その音が聞こえてきたのは、ちょうど、その時だった。

「……ん？　おい、アヤメ、さっきの」

「うん。なんだろうね」

　アヤメの目が険しさを増す。

　……オォォオ……オォォォ……

　やがて声は徐じよ々じよに大きくなっていった。

「さぁてお披ひ露ろ目めだ。魔ま術じゆつ師しのクソガキども、てめえらの活かつ躍やくもここまでだぜ。

　――【逆鱗】壱号、弐号、共に、起動！」

　ボルクが、声を張り上げた。その直後。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　空を割るかのような声が響き渡った。闇やみの中で、赤い光が灯ともる。

　次いで何かが、ゆっくりと立ち上がった。地響きと共に遺跡の建物が揺ゆれ、崩れ落おちて行く。やがてその姿が、白日の下に――曝さらされた。

　それは、仰あおがなければその全容さえ掴つかめぬ、巨大な人間に見えた。だがそれは、人ではない。岩だ。その体は、岩で作られている。全身に無数の文字のようなものが刻まれた、生きた人形だった。彼らの顔にはそれぞれ、『壱』と『弐』の文字が書かれている。

　二体の人形は、その両手を掲かかげ、猛たけ々だけしく吼えた。

「あれは……魔力人型ゴーレム……！」

　カノンが恐おそれを含ふくんだ声で告げると、アヤメが尋ねる。

「ゴーレム？　なんですか、それ!?」

「魔力で動く人形のことだ。かなり高度な魔ま術じゆつを必要とするから、こんな盗賊団に属ぞくしているような二流の奴らが作れるはずもないんだが……なんでだ？」

　ロイの疑念に、ボルクが回答を寄よ越こした。

「教えてやろう。俺たちが根城にしているこの遺跡はな、遙はるか古代に魔術師達が利用していた研究施し設せつなんだよ。そこにこのゴーレムが保管してあったのを見つけたってわけだ！」

「……そう、そうだったのね。いくら強力だとしても、盗賊団に賭かけられるにしては破格の値段と報ほう酬しゆうであった意味が分かったわ」

　ファムが納なつ得とくしたように頷く。

「学術的に意味のある遺跡を盗賊が占せん拠きよしていたのでは、国の方も困るもの」

「そういうことかい。ったく、面倒な……！」

　ゴーレムは、魔術の塊が息をしているようなものだ。作り手によって能力も違うため、どんな力を持っているかが分からない。厄やつ介かいな代しろ物ものだった。

「よし、行け、【逆鱗】！　【疑似竜グナン・ドラ息吹ゴン・ブレス】だ！」

　建物の上まで登ったボルクの指示で、盗賊団の魔術師達がグリムワードをゴーレムに向ける。起動のために必要な魔力を注ぎ込んでいるのだ。

　オオオオオオオオオオオッ！

　ゴーレムがそれぞれ、その口を開けた。内部に闇が覗のぞき、その奥に光りが宿る。

「……っ！　不味まずい！　皆みな、避けろ！」

　ロイはアヤメを引き寄せると、背後に跳んだ。一拍ぱく遅おくれて、カノンとファムもまたそれぞれ逃げる。

　――閃ッ！

　先ほどまでロイたちの居た場所を、帯状の光が薙ないだ。爆ばく音おんと共に大量の砂すな煙けむりが上がる。

「ど、竜の息吹ドラゴン・ブレス……!?」

　アヤメが驚おどろく。彼女は一度、ロイと共に本物の竜の息吹を味わっているのだ。

　光が通り過ぎた痕あとは発熱し、煙けむりが上がっていた。炎ほのおの属性を持っているらしい。

「多数の魔力を集結させることで、竜の息吹を模してるのか。不味いな……」

　こんな代物まで持っているとは、正直思わなかった。ロイは歯は噛がみする。

「物質転移で一つ潰つぶせるとしても、その間に残りにやられちゃ意味がない……！」

　方法を考えようと、頭を巡めぐらせた。しかし、そうしている内にもゴーレムたちはこちらに近づいてくる。ボルクを始め、盗賊たちも被害をこうむってはたまらないと避ひ難なんした。

「一つはやれるのね、ロイ」

　そんな自分を見ていたアヤメが言った。

「あ？　ああ。そうだな。……アヤメ、お前」

　もしやと思い、問いかける。彼女は微ほほ笑えんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あたしたちなら、やれるわ」

　自信に溢あふれた、その言葉。それを聞いて、ロイは、口元を緩ゆるめる。

「……ああ。だったな」

　そう、自分は一人で戦っているわけではない。カノンやファムはもちろん、今、この場には彼女がいる。正しく最強の名が相応ふさわしい、雛菊アヤメという少女が。

「先輩、ファム、何かあったら手助けお願いします」

「ロイ＝シュトラス、あなた、まさか……」

　カノンに向かって軽く手を振り、ロイは駆けだしていた。

「行くぞ、アヤメ！」

　アヤメは頷く。二体のゴーレムに向けて、それぞれ別れ、ひた走った。

　途中、ロイは【魔声デヴオル・共鳴ウイスパー】でハンナに伺うかがいを立てる。

『ハンナ、ゴーレムの弱点は!?』

『え？　ろ、ロイくん？　あ、え、えと……その、あ、文字……だよ』

『文字？　文字ってどういうこと？』

　アヤメにもその効果は及およんでいる。彼女は、ゴーレム壱号が振り落としてくる拳こぶしをかわしながらハンナに尋ねた。

『ゴーレムの額には、【真理】を意味する魔術ルーン文字が書かれているの。それを消せば、確か、力を失うはず……！　そうじゃないと、どこを壊こわしても、すぐ元に戻ってしまうの！』

「そうか……そうだったな！」

　ロイはグリムワードを取り出す。そして、遺跡の瓦が礫れきを踏み台だいに飛んだ。

「四方にたゆたう混こん沌とんよ！　無数に散らばる星々よ！」

　ゴーレム弐号に向けてカードを飛ばし、首から下げた鍵かぎを手に、その先せん端たんを向ける。

「絶えなく続く繋つながりの果て、塞ふさがりし壁かべの向こう、我わが名において顕けん現げんせしめよ！」

　弐号が、ロイに手を伸のばしてくる。それに気づいたアヤメは、自分が戦っている壱号の手を掴んだ。そのまま彼女は、自分の身を大きく超こえる巨きよ体たいを、背負い投げする。

　軽々と宙に放ほうり投なげられた壱号は、地じ震しんのような揺れと共に沈んだ。次いで、彼女はもう一体に弧こを描えがく蹴けりを叩たたき込む。体勢の崩れた弐号は、顔面から倒れ込んだ。

「其は全すべてを解放せし、偉い大だいなる力の証！」

　鍵の先端に青白い光が宿った。それは線となり、ロイのグリムワードと繋がりを持つ。無数のカードが生み出された。それらは円を描くように展開し、その中心に魔ま法ほう陣じんを築く。

「今ここに、ただ唱えん！　いざ開かれよ！　大いなる――異界の、扉とびらよッ！」

　ヴン、という虫が飛ぶかのような起動音と共に、【物質転移アドヴエントゲート】が発動する。

　魔法陣から現れた巨大な時と計けい塔とうが、弐号を直ちよく撃げきした！

　弐号が吹ふき飛とび、遺跡に衝しよう突とつする。その威い力りよくに、頭が砕くだけ散った。その途と端たん、その体は力を失う。

　更にばらばらと、石礫つぶてと呼ぶには大きすぎる欠かけ片らが落下していった。全身を統とう率そつする頭がなくなったことで魔力を失い、元の岩に戻ったのだ。

「よし、まずは一体目！」

　ロイは着地し、アヤメの様子を探さぐる。彼女は壱号と真正面からぶつかり合っていた。

「さすがに、いい力してるじゃない！」

　その小さな両手で壱号の掌を受け止めながら、アヤメはぐっと力を込める。両者一歩も譲ゆずってはいないが、アヤメは余よ裕ゆうそうに笑えみさえ浮うかべていた。

「くそ、弐号がやられやがった。なんつうガキどもだ！　それに、あの女は……!?」

　ボルクが慄おののく。

「壱号、何をやってる！　【疑似竜グナン・ドラ息吹ゴン・ブレス】だ！」

　彼の命令で、壱号が口を開けた。再び内部に光が灯る。

「まずい……！　アヤメ、避けろ！」

　ロイの注意よりも早く、壱号は、必殺の技わざを放った。

　――閃ッ！

　アヤメに真正面から、光の槍やりが襲おそい掛かかる。

「……ハアッ！」

　だが彼女は、それよりも早く、壱号の手を握にぎり潰した。そして拘こう束そくから逃のがれると共に体を滑すべらせると、巨体の下に移動する。

　アヤメは【疑似竜グナン・ドラ息吹ゴン・ブレス】を避けると共に、真下から蹴りを放った。

　壱号が宙に浮かぶ。更にアヤメは地を蹴ると跳び上がり、巨体の背を駆け上がった。頭上に上がると、その拳を、叩き込む。壱号の頭ず蓋がいが、微塵に弾けた。

　制せい御ぎよを失った体が、地面へと落下していく。

「やった！」

　ロイは歓かん声せいを上げた。アヤメもまた、壱号の上で勝利を宣言するよう手を上げる。

「いや……まだだ！　壱号はそんなもんじゃあ、潰れねえ！」

　しかし、ボルクがそう言うと、魔力を失っているはずの壱号が動いた。

　岩を引き寄せ、再生したその手で、アヤメを掴んだのだ。

「きゃあ！」

「なんだと……！　どうして!?」

　ありえない、とロイはボルクを見る。彼は口元を歪ゆがめた。

「壱号は弐号よりも高性能でなあ。魔ま力りよく制せい御ぎよを司つかさどる機関が体のあちこちにあるのさ。一個くらいじゃ、やられねえぞ！」

　ロイは、奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

「くそ！　おい、アヤメ！　他の部位を攻こう撃げきしろ！」

「無む駄だだ！　大きなものから小さなものまで合わせて数十はある！　そんなことをチンタラやってる内にやられちまうさ！」

　アヤメは、壱号から逃れるようにもがいていた。しかし、

「――そういうことだったのね。情報ありがとう」

　ボルクのその言葉に、微笑んだ。

「そんなに沢たく山さん……あるん……だったら！」

　アヤメがぐっ、と、力を込めるように両手を広げる。壱号の手が、砕け散った。

　空中に放り出され、彼かの女じよは、自由落下を始めながら構える。

「全部、一遍に叩き潰すのみ！」

　息を吸って、吐はいた。その刹せつ那な。

「雛菊流――怒ど涛とう煉れん獄ごくッ！」

　打ち放ったアヤメの拳が、無数に増加した。

「な……!?」

　ボルクが絶句する。いや、それはロイも同じだった。思わず我が目を疑う。しかし間ま違ちがいはなかった。アヤメの拳撃が、ありえないほどの数で相手を圧倒する。

　幾いくつも生まれる攻せめの残ざん影えいが、壱号の全身に間断なく吸い込まれて行った。

　叩いて叩いて殴なぐって殴って壊して壊して砕いて砕いた。

　体は瓦礫となり瓦礫は岩となり岩は石となり石は塵ちりとなっていく！

　壱号が慈じ悲ひを請こうように悲しげな声を上げた。

「とどめに――【展開イジエクト】！」

　だが容よう赦しやなく、アヤメが叫ぶ。彼女が身に着けた腕うで輪わが青白い光を放った。

　封ふう印いんが解除され、アヤメの腕を手甲が覆おおう。

　拳の中央に嵌はまった宝玉を、彼女は既すでにほぼ原形を留とどめてはいない壱号に激げき突とつさせた。力強い言葉で吼える。

「【爆炎インパクト】！」

　壱号が、その場で爆ばく発はつ炎えん上じようした。世界を揺るがすような音がする。

　跡あと形かたもなくなった巨体が、煙と灰となって空を舞まった。

「よし……大勝利！」

　着地した後、アヤメは清すが々すがしい顔で、そう告げる。

「……は……はは……さ、さすがだな、アヤメさん」

　思わず敬けい称しようを付けて呼んでしまうロイであった。

「な……なんなんだ……なんなんだ、あの小娘は!?」

　ボルクが言った。アヤメに会った時、誰だれもが口にする言葉だ。

「逃げようなんて思うなよ、親玉」

　腰の抜ぬけたボルクを見上げ、ロイはそう言った。

「もしそんなことを考えたら――次にあのゴーレムみたいになるのは、あんただぜ」

「……。はい。分かりました」

　彼は、震ふるえたままで、素す直なおにそう応じる。

　その表情は、恐きよう怖ふに侵おかされた者のそれであった。




　その色は、血のような鮮あざやかさとおぞましさを、同時に併あわせ持もっていた。

「へえー……これが【魔ま女じよの緋ひ眼がん】かあ。綺麗だねえ」

　アヤメは手にもった装身具を天てん井じように翳かざす。シャンデリアの灯あかりを透すかし、銀板に嵌めこまれた魔力石が怪あやしい輝かがやきを宿した。

「これがあれば、そこそこの助けにはなるだろ」

　ロイはアヤメから受け取った魔術道具マジツクアイテム【魔女の緋眼】を、首から提さげる。こうして肌に触れさせておくことで、魔術を使う際に生じる魔力を宝玉が感知し、量を増加させるのだ。

「さて、ひとまずこれで、仕事は終しゆう了りようってわけだな」

　言って、ロイは体を伸ばす。盗賊団【眠れる竜ドルミ・ドラーゴ】を壊滅させ、戦意の喪そう失しつした彼らも騎き士し団だんに引ひき渡わたしてきた。その代わりに報酬も受け取り、無事に目的は果たしたことになる。

「……それにしても、すごい屋や敷しきだよね、ここ。さすが偉い人の御お屋や敷しきだ」

　改めて、といった感じでアヤメがぐるりと辺りを見回した。言われて彼女と同じ行動をとった後で、ロイは頷く。

「ああ、確かにな。貴族の邸てい宅たくだからある程度は想像していたが……それ以上だ」

　ロイ達たちは今、ダンスパーティーでも開けそうな程の規模を持つホールに居た。前方には巨きよ大だいな階段があり、その左右には細かな彫ちよう刻こくを施ほどこされた像が並んでいる。また周囲には調度品が置かれており、数は少ないがそのいずれも見るからに高級そうな趣おもむきを見せていた。

　アヴァロンを含めたこの辺り一帯を治める領主、その屋敷である。

　外見からしてまるで城を思わせるような頑がん強きようかつ豪ごう奢しやな作りをしていて、それはそのまま、そこに住まう為い政せい者しやの強い権力を示していた。

　盗賊団退治の後、ファムが少し休きゆう憩けいしてはどうかと連れてきてくれたのだ。

「さっき、メイドを向かわせたわ。領主はすぐに来ると思う」

　ファムは手伝いの女性から紅茶を受け取りながら言った。

「そうか。じゃあその前に、約束のものを渡さないとな」

　ロイは椅い子すに腰かけたまま、手にもった袋ふくろを持ち上げる。が、その前にこちらを見つめる視線に気づいて振り向むいた。

「……すごいなあ。本物だ」

　隣となりでハンナがロイの襟えり元もとを見つめ、目をキラキラとさせている。魔術道具マジツクアイテム製作のプロを目指す彼女からすれば、この上ない興味の対象なのだろう。

「……ほら、落として壊してくれるなよ」

　ロイは【魔女の緋眼】を外すと、ハンナに渡した。

「え……い、いいの？」

　ローブの奥でハンナが戸と惑まどう。ロイは笑った。

「存分に確かめろ。今回はお前にも随ずい分ぶん、助けられたしな」

「あ……ありがとう！　ロイくん！」

　頬ほおを赤らめて微笑むハンナ。彼女は嬉うれしげに、自分の手元にある【魔女の緋眼】をためつすがめつし始めた。その様子を、アヤメは何か小動物でも眺ながめるような穏おだやかな顔で見守っている。

「で、こっちはお前の分だ。協力、感謝する」

　ロイはファムに大きな布袋を手て渡わたした。盗賊団退治の懸けん賞しよう金きんがたんまりと詰つまっている。

「……ありがとう。本当に全部貰もらってもいいの？」

「いいよー。ロイってば、お金は沢山もってるんだから」

「別に間違っちゃいないが、お前が言うなよ」

　ロイはアヤメにため息をついた。

「……これだけあれば、建物を改装して、部屋をいくつか増やせるかも。子ども達のための遊具だってもう少し……」

　ファムは袋の中身をじっと覗きこんでいる。その表情は、どこか嬉しげだった。

「……それも孤こ児じ院いんに全部やるのか？」

　ロイが尋ねると、ファムは頷く。

「自分で使うわけでもないのに、なんていうか……随分と幸せそうだな」

「ええ。幸せ。……これでまた、メイ先生に喜んでもらえるから」

　たとえ親代わりであったとしても、そこまでして尽つくしたいと思うものだろうか。実の両親とでさえ折り合いの悪いロイには、よく分からない感情だった。

「……ところであなた達、これからどうするの？」

「予定外の寄り道をしてしまいましたが、それも済みましたからね。レイオードへ帰き還かんするつもりです」

　カノンが言うと、ファムは窓の外を眺めた。

「今から？　……もう随分と遅おそい時間だわ。アヴァロン以外でここから近い街となると、馬車を使ったとしても、多分、着くのは真夜中になる」

　確かに、彼女の言う通りである。既に空は赤く染まり、日にち没ぼつが近いことを知らせていた。

「良かったら、今晩はこの屋敷に泊とまる？　サアラも喜ぶと思う」

「え、でもそんな、悪いよ。それにあたしたち、すぐ帰れる方法があるから」

　アヤメが首を振る。そう、ロイ達は物質転移による転送術でここまで来ているため、帰ろうと思うだけでアストレースまで戻ることが可能なのだ。

「……そう？　でも今夜、バートが近きん隣りん諸国の貴族たちを招いて定期的に開いている夜会があるの。そこでサアラがある余興を披ひ露ろうするので、出来れば見てあげて欲ほしいのだけど」

「バート？　もしかして、領主の名前か？」

　ファムが頷く。その時折よく、声が聞こえてきた。

「やあ、ファム。お帰り」

　階段から、身なりの良い、壮年の男が降りてくるところだった。彼が現れた途端、手伝いの者が全員揃そろって頭を下げる。

「おや？　そこにいる人達は誰だい？」

　ロイ達を見て首を傾かしげた男に、ファムが説明した。

「紹しよう介かいするわ、バート。縁えんがあって知り合ったロイ、アヤメ、ハンナ、それにカノン。先ほどまで彼らに用事を手伝ってもらっていたの」

「やあ、それはそれは。僕ぼくはバート。バート＝ファルド＝ミルレイです」

　バートはこちらに向かって、深々と頭を下げる。

「お初にお目にかかります、ミルレイ卿きよう。魔術師カノン＝リクーヌと申します」

　まず初めにカノンがそう挨あい拶さつし、各おの々おの、立ち上がって、それに続いた。

「どーも」

　だがロイは、無作法と分かった上で適当な挨拶をする。貴族と呼ばれる連中は、どうにも好きになれなかった。二つ名を貰ってから何度か会ったが、いずれも己おのれの地位を鼻にかけたような、気に食わない者ばかりだったからだ。

「こら！　ロイ、ちゃんとする！」

　だが突とつ然ぜん、ロイの頭をアヤメが掴んできた。彼女はそのまま、こちらに無む理り矢や理り頭を下げさせようとしてくる。

「だあ！　やめろ！　なにすんだ！」

　手を振り払はらうと、アヤメが腰に手を当てて言ってきた。

「バートさん、礼れい儀ぎ正ただしい人でしょ。だったら、ロイも同じように返さなきゃ。自分が同じことされたら、不ふ愉ゆ快かいじゃない？」

　まったくもって正論だ。返す言葉もない。ロイは「ぐっ……」と押し黙だまった。そして、

「…………。どうも、ロイ＝シュトラスです」

　やがて仕方なく、丁てい寧ねいに一礼する。

「偉い、偉い。よく出来ました」

「子ども扱あつかいするな！　だからお前は俺おれの母親か！」

　頭を撫なでてくるアヤメに、ロイは叫さけんだ。

「はは、面おも白しろい子達だ。どうぞ座すわってください。なにやら、ファムが世話になったようで」

「ええ。他にも、悪い人達に絡まれていたところを助けてもらったわ」

「おや、それはどうも。しかしファムが相手となると、タダじゃ済まなかったな。もしかすれば、助かったのは向こうの方かもしれない」

　そう、バートはからかうように言った。ファムは目をしばたたかせる。

「……そういう見方も出来るわね。ところで、バート、今晩のパーティだけど。彼らも同席していい？　もう夜も遅いし、そのまま屋敷に泊まってもらおうかと思っているわ」

「ああ、問題ないよ。大したおもてなしは出来ませんが」

「サアラさんが、なにかするんですよね？　なにするんですか？」

　アヤメが尋ねると、バートは微笑んだ。

「それは、見てのお楽しみです」

「……むむ。気になってきました」

　こちらに向かって、アヤメが伺いを立ててくる。

「ねえ、どうする？　ロイ」

　ロイは、唸うなった。

「パーティ、ねぇ……。バートさんを前にして言うのもアレだが、俺はどうも貴族が苦手なんでな。出来れば遠えん慮りよしたいんだが」

「ロイ＝シュトラス、なんてことを！……申し訳ありません、ミルレイ卿」

　カノンはロイを叱しかりつけ、バートに向かって謝罪する。

「ははは、気にしていませんよ。確かに僕も、貴族の相手はどちらかというと、苦手な方です。ですが今日の夜会は、自分の有している力を他国へ見せて牽けん制せいする、という意味合いもありましてね。僕だけではなく、他の貴族も度たび々たびやっていることなんですよ」

　バートは笑って、

「ですがそうギスギスしたものでもありません。サアラが見せる余興も楽しいものですし、美味しいものも沢山、用意してありますよ。是ぜ非ひ、ご参加ください」

「美味しいもの……」

　アヤメが即そく座ざに反応した。手にお茶ちや菓が子しであるクッキーを持ちながら。

「ねえ、ロイ。せっかくバートさんもああ言ってくれているんだし、参加しようよ！」

「お前、言うまでもないことだが、ご馳ち走そうに釣つられただろ」

　ロイが指し摘てきするも彼女は口笛を吹いて誤ご魔ま化かした。

「……そこまでミルレイ卿に仰おつしやって頂いて、無視するというのも失礼に当たりますね。ロイ＝シュトラス、いかがでしょう。特に予定もありませんし、お言葉に甘あまえるというのは」

「カノン先せん輩ぱいまで……ハンナは？」

　ロイは、ちらりと隣にいるハンナを見た。が、彼女は熱心に【魔女の緋眼】をスケッチしたり、その詳しよう細さいを手持ちの羊皮紙に書き込んだりしていて、まるで聞いていない。

「……こりゃダメか」

　ロイは長く息をついた。降参、という意思を示すために両手を上げる。

「分かりましたよ。アヤメとカノン先輩の提案に乗ります」

「やった！　ご馳走！　ご馳走！」

「やっぱりそうだったんだな!?」

「し、しまった！　巧こう妙みような罠わな！」

　ロイが突っ込むとアヤメは大げさに驚いた。

「そう。では、歓かん迎げいするわ。宜よろしくね」

　手を合わせ、ファムは口端を少し上げる。

「……面倒なことにならなきゃいいが」

　ロイは、やれやれと紅茶を飲み干した。




「おい、まだか？　そろそろ始まるぞ」

　ロイは、扉をノックした。

「まだー。もうちょっと！」

　アヤメの声が、返ってくる。

「早くしてくれよ。こっちはとっくに準備が終わってるんだ」

　ロイはそう告げて、扉に背を向ける形で立った。ホールを見下ろせる二階の廊ろう下かで、手すりにもたれかかる。

　すっかり夜の帳とばりも降り、続々と招待客が現れ始めていた。老ろう若にやく男なん女によ問わず、その全てが高級そうな服装に身を包つつんでいる。言こと葉ば遣づかいやその所作は洗練されており、まさしく上流階級と呼ぶに相応しい世界が、そこには広がっていた。

「見てるだけで鳥とり肌はだ立ちそうだな……」

　間違っても自分には馴な染じめそうにない空間だ。ロイはそう思う。

　上辺と上辺によるやりとり、垣かい間ま見みえる相手への打算、隙すきを探ろうとする作さく為い。

　素す顔がおを曝しているにも関わらず、まるで仮面パーティのようだった。

「にしてもこの服、動きにくいな」

　ロイは襟元に指を入れて、締め付つけるようなその感覚を緩める。

　貴族たちが集まる会合にいつもの服装で参加するわけにもいかない、とカノンが主張すると、ファムが領主に頼たのんで礼服を用意してくれたのだ。

　ついでにロイのボサボサの髪かみも、バートが雇やとった手伝い役の人達によってきっちりと梳すかれ、今は後ろに撫でつけられている。おかげで額がスースーするし、慣れない格好は肩かたが凝こりそうだしと、既にかなりの嫌いや気けが差していた。

「適当に顔だけ見せて、サアラの余興だけ見てから部屋に帰るか」

　それ以上居ると、何か問題を起こしてしまいそうだ。と、その時。

「ロイ、お待たせ！」

　扉が開く音がして、ロイは、振ふり返かえる。そして――目を、見開いた。

「えへへ……どうかな？」

　そこには、一国の姫ひめ君ぎみかと見み紛まがうような、見目麗うるわしい美少女が立っている。

　艶あでやかな黒くろ髪かみは綺き麗れいにクシで梳かれ、アップにされて、薔薇ばらを模したようなコサージュがつけられていた。葡ぶ萄どう酒しゆを思わせる色をしたドレスはシンプルなデザインではあるが彼女の整った顔立ちを際きわ立だたせている。

　彼女がダンスに誘さそえば、いかなる男性であろうとそれを断ることは出来ないであろう。そんな魅み力りよくが、その体からは溢れていた。

「え……っと」

　ロイは言葉を失くす。今日の朝、服屋で体験したこと以上の衝しよう撃げきに打ちのめされていた。

　目の前にいるのが、アヤメであることは分かっているのに、上う手まく対応することが出来ない。まるで知らない女の子と出会ったかのようだった。

「な、なに？　あんまりじっと見られると、照れるんだけど……」

　頬を染め、アヤメはもじもじと指先を合わせる。

「い、いや、まあ……その。い、いいんじゃないか？」

「本当？　良かった……。ドレスなんて着たことないから、変じゃないかって心配でさ」

　言って、アヤメは笑え顔がおを見せながら、その場で回った。ふわりとスカートが優ゆう雅がに舞う。その姿は普ふ段だんとはまるで違ちがい、ロイはまた、胸が高鳴るのを感じた。

「苦労しましたよ、アヤメに着せるのは。自分でもあまり着る機会などありませんから」

　アヤメの後ろから、カノンが現れた。

　彼女もまた、意い匠しようを凝らした緑のドレスに身を包んでいる。

「先輩も似合ってますよ。貴族の令れい嬢じようって感じです」

「か、からかわないで下さい。でもその……ありがとうございます」

　頬を赤らめて、カノンは俯うつむいた。

「ていうかロイ……なんか、全然イメージ違うね」

　まじまじとこちらを見ながら、アヤメは言う。今の彼女を直視するとなぜか照れてくるので、ロイは目を逸そらしながら答えた。

「ど、どういうことだよ」

「う、うん。なんか、そういう風にキチッとしてると、違う人みたい。ちゃんとしてるっていうか」

「いつもはちゃんとしてないのかよ」

「…………してるよ？」

「もういい！　言葉にならない部分が全部物語ってる！」

　そして大体、自分でもそれが正しいということは分かっている。

「いや、でも、その、なんていうか。えっと……」

　アヤメは口ごもりながら、ぽつりと言った。

「……ちょっと、かっこいい」

「え？」

　思わずロイが訊きき返すと、彼女は真っ赤になりながら、手をぶんぶんと振った。

「ちち、違うよ!?　ちょっとだよ!?　本当、ちょっとだけだから！　もう、なんていうか、超ちょっと！」

「超ちょっとってなんだよ!?　矛盾してるだろ！　傷つくからやめろよ！」

　ロイが怒ると、アヤメは頭を抱かかえた。

「う、うー。ごめんなさい。そういうわけじゃなかったんだけど……」

　自分でもどうしていいのか分からない。彼女は、そんな表情をした。

「……いや、もういい。大丈夫だから」

「ほ、本当？　えっと、違うんだよ、別に悪口言うつもりじゃなくて。あの、なんていうか、いつもと違うからそれで……えっと」

「分かった、分かった。もういいって」

　あたふたと説明しようとするアヤメの頭に、ロイは手を置いた。

「……あうう」

　首筋まで赤くしながら、彼女はそのまま黙り込む。そこへ、

「や、やっぱりわたし……出るの、やめておきます」

　か細い声が、聞こえた。扉の陰へ隠れるようにして、ハンナが顔を見せている。

「なんだよ、どうした、ハンナ」

「だ、だって……こ、こんなの……こんなの、恥はずかしい」

　目を閉じ、怯えるようにして、彼女は言った。

「なに言ってんだ。平気だって」

「そうですよ、ハンナ＝アフラ。皆も同じような格好をしているのですから」

　ロイとカノンから交互に言われ、ハンナは、頬を染めながら口を開く。

「わ……笑わない？」

「そんな変な格好してんのか？　趣味の悪い絵が描かれたやつとか。それはなんていうか、笑うより前に、引くぞ。ごめん、引いた」

「ち、違う、よ……！」

　からかうロイへハンナは首を横に振った。

「だったら出てこいよ。ここにいる奴やつらは誰も笑わないし、他の連中がもし笑ったら、俺がぶっ飛ばしてやる」

「そうだよ、ハンナちゃん。勇気出して！」

　ロイと、アヤメの後押おしがあり、ハンナはようやく決意を固めたように頷うなずく。

「わ、分かった。……えと。えいっ」

　そして彼女は、思い切ったかのごとくロイ達の前に姿を現した。

　ハンナが着ている純白のドレスは所々にフリルがあしらわれ、非常に可愛かわいらしく仕上がっている。どちらかというと子ども用に近いような仕上がりではあったが、それでも彼女にはよく似合っていた。

「へ、変……だよね？」

　おどおどとしながら、彼女はこちらを上目づかいで見てくる。しかし、ロイにはどこがおかしいのかが全く分からなかった。

「……いいんじゃないか？　良いと思うぜ、俺は」

「ええ、とてもよく似合っていますよ」

　カノンが微笑むと、ハンナはようやく、安心したのかほっと息をついた。

「…………」

　だがロイは、別の意味で嫌いやな予感を覚える。

「おい、アヤメ……？」

　まるで反応のない彼女の方を見やった。

「か……か……」

　目を見開いたまま、アヤメは数歩、後ろに下がる。口をぱくぱくとさせて、今にもその喉奥おくから飛び出してきそうな勢いであった。

「かわ……」

「お、おい、待て！　ここでお前、それは不味いぞ！」

　ロイは、慌あわててアヤメに手を伸ばした。

「かあああああああああわいふぐぐっ！」

　間一髪。アヤメが完全に叫ぶ前に、その口を塞ぐことに成功した。

「ふぐぐぐ！　ふぐぐぐ！　ふぐぐぐぐ！」

　だがそれでも彼女は衝動を抑おさえきれないのか、手の中でもぐもぐと唸る。

「お、落ち着け！　お前、こんなところで爆ばく発はつしたらどうなるか分かってんだろうな!?」

　ロイは必死で説得した。

「ふぐぐぐぐ……ふぐう」

　しばらくしてから、落ち着いたのかアヤメはうんうんと頷く。

「よ……よし。離はなすぞ。離すけど、もう、何もするなよ。いいな」

　やや不満げではあるが、アヤメはロイの要求を承諾するよう、再度顎あごを引いた。

「はあ……ああ、ハンナちゃん……ハンナちゃん！」

　はあはあ、と荒あらい息を吐くアヤメに、ハンナは「は……はい」とややたじろぐ。

「可愛い……可愛いわ……なんて可愛いの。天使。いえ、悪魔。あなたは小悪魔よ。あたしの心を乱し、連れ去っていく小悪魔。ああ、でも、あなたとならあたし、地獄の果てまで共に行くわ。連れていって。あたしを無む茶ちや苦く茶ちやにして！　リトルデビル！　はあっ！」

「やめんか！」

　ハンナへ飛びかかろうとするアヤメの体を、ロイは抱き止めた。

「ロイ、放して！　堕ちる！　堕ちるのよ！　あたしは遠慮なく、躊躇ためらいなく、奈落の底まで堕ちていくわ！　愛ゆえに人は苦しみ！　愛ゆえに人は死ぬのよおおおお！」

「いたっ！　ええい、もう、本当、この時のアヤメは面めん倒どうくさい！」

　ばたばたと暴れるアヤメに、ロイは跳はね飛ばされる。

「な、なんですか。なんですかこの状態は!?　どうしたというのです、アヤメ!?」

　あまりの豹変っぷりにカノンが動どう揺ようする。

「無駄ですよ、先輩。今の奴はアヤメであってアヤメでない。正直、こうなったこいつは皇帝竜を止めることよりも難しいです」

「あ、アヤメさん……」

　不意に、ハンナが歩き出した。彼女は獣けもののごとくして目を爛々と輝かせるアヤメへと近づいていく。

「よ、よせ、ハンナ！　そっちには魔ま物ものが！　魔物がいるぞ！」

　ロイの制止も聞かずに、彼女はアヤメの前に立つと、息を吸いこんだ。そして、

「アヤメさん……落ち着いて下さいっ」

　そのまま、アヤメに抱だきついた。

「はうっ!?」

　アヤメは、驚おどろいたように固まった。そのまま、時が経過する。

「……はふん」

　やがて、彼女は、その場でがくりと膝ひざから崩くずれ落ちた。その表情は、至福の時を味わったかのように満足げである。

「……落ち着きました、か？」

　ハンナが頭を撫でると、彼女は「えへへー、うんー」と弛緩したような笑顔を見せた。

「す、すげえ。あえて相手の懐ふところに飛び込むことで、逆に手懐けてしまうとは。ハンナ、お前、どこでそんな手を……！」

「あんなに引っ込み思案だった貴女あなたが、成長しましたね。私、嬉しいですよ！」

　ロイは思わず感動してしまうと、カノンもなにやら、泣きそうになっていた。

「あ、アヤメさんは、特別です。わたしも、アヤメさんのこと、好きだから……」

　ハンナはそう言って、微ほほ笑えむ。

「あ、あの、でも、いきなり飛びかかられるとびっくりしてしまうので……」

「うん、気を付けるねー。えへへー」

　嬉しそうに、アヤメはハンナに体を預け続けている。

「……まあ、解決したんなら、別にいいか」

　根本的にはどうにもなっていないが、そもそも、そこをどうにかするのは不可能な気がする。ロイは首を振り、ホールへと目を向けた。そこにはもう、誰もいない。客は全て、一階にあるパーティ会場へと入ってしまったようだった。

「おっと……そろそろ行っとくか。皆みな、時間だ」

　ロイは手を上げる。カノンとハンナが頷いた。
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「ハンナちゃーん、えへへ」

　アヤメだけが未だ、呆けている。

「……こいつだけ、ここに放っておこうかな」

　割と本気で考えたロイだった。




　パーティは盛せい況きようだった。

　広い会場には大勢の貴族たちが集い、華やかな会話を繰くり広げている。

「……はあ、疲れた」

　そんな中、ロイは盃を手に隅の方に居た。

　元々人ごみがあまり好きではない性質だ。その上、格好と髪形のせいなのか先ほどから妙みように女性から話しかけられることが多い。どこぞの有力貴族の子息とでも思われているのかもしれなかった。それらを適当にいなし、逃にげるようにして移動した結果、現在の人気のない場所に辿たどり着ついた、というわけだ。

　喉の渇きを覚え、ロイは杯を傾けた。中身は数種類の果実を混ぜ、蜂はち蜜みつで味付けした飲み物だ。新鮮なものを使用しているのか臭みはまるでなく、芳醇な香かおりとわずかな渋みのある味が心地よい。

「やっほー、ロイ」

　手を振って、アヤメが現れた。彼女は片手に山盛りの料理を載せ、もう一方に大きな肉の塊かたまりを持っている。

「どうしたの？　気分でも悪くなった？　そういう時は沢山食べるといいよ。ほら」

　アヤメが皿の上に積まれた唐揚げやら燻製やらテリーヌやらを薦めてくる。

「……いや、普ふ通つう、気分が悪くなったら食欲が出ないもんだが」

「そう？　あたしは逆に食べたら爽快になるけどなあ」

　言って、彼女は肉の塊を齧かじった。口の中で咀そ嚼しやくし、嬉しそうに顔を綻ばせる。

　そんなアヤメを、貴族達は奇異なものでも見るような目で遠くから眺めていた。

　着飾った彼女が声の一つもかけられないのは、多分その両手にもったものが原因だろう。

「ほんと、大人しくしてたら可愛いのにな……」

　改めてそう呟きつつ、ロイはどこか安心している自分に気づいていた。

　アヤメの魅力はその外見だけではない。だがそれに気づいている人間は恐おそらく、この世界の異性においては自分だけだ。その事実が、妙に喜ばしいもののように思えてしまう。

「どしたの？」

　そんなことを考えていたロイは、急にアヤメから顔を覗のぞき込まれ、どきりとした。

「な、なんでもねえよ。ってか、お前……」

　ロイは懐からハンカチを取り出だすと、アヤメの口元を拭った。肉にかかったソースがついていたのだ。

「むぐぐー。むー。も、もういいよっ。ありがとう」

　照れくさそうに、アヤメはロイの手をのけた。

「い、いきなりそんなことされたら、その、恥ずかしいよ」

「あ？……ああ、そうか。悪い」

　指摘されて初めてロイも、無意識的にやった行こう為いの積極性に驚いた。どうにもアヤメに対しては、他の女性に対するより気楽に接してしまう。自分の弱みをさらけ出した相手だから、だろうか。

「ところで、先輩やハンナ、それにファムはどうした？」

　誤魔化すようにしてロイは尋たずねた。アヤメは顔を後ろへ向けて、

「先輩とハンナちゃんはさっきまであたしと一いつ緒しよに話をしてたよ。ファムもいたんだけど、サアラのところに行くっていなくなっちゃった。準備があるんだって」

「ああ、そういえば、余興がどうとか言ってたな」

　パーティが始まって時間も経っている。行われるとしたらそろそろだろうと、ロイが思った、ちょうどその時だった。

「皆様、今宵は私の主催する夜会へと、ようこそいらっしゃいました！」

　バートの声だ。会話が止み、皆の視線が前方に集まる。

　一段高くなった舞台に、バートが立っていた。

「ご歓談を邪魔するようで申し訳ない。だが皆さん、ここへ訪れた以上、期待したものがあるはずです。僕にはそれに応こたえる義務がある！　しばし、お時間を頂きたい！」

　彼かれは両手を広げ、それを後ろへと向けた。

「それではご紹介しましょう！　我わが親愛なる友人、サアラ＝フレンスです！」

　照明が、落とされる。そして、暗闇やみの中――歌が聞こえ始めた。

　どこか懐なつかしく、けれども聞いたことのないような新鮮さを持ち。透き通るようで、けれども力強く。聞く者の心を時に静め、時にざわつかせる。

　その矛盾した響ひびきは、聞く者の体の、その芯から何かを湧き立たせる力を持っていた。

　やがて天井近くに、魔ま術じゆつ光が宿る。範囲の絞られたそれは、パーティ会場の薄うす闇やみの中で、一人の少女の姿を浮かび上がらせた。

　夜会用の服に着き替がえたサアラだ。流れる銀髪は淡い煌めきを宿し、身に着けた装そう飾しよく品ひんと相まって、彼かの女じよを幻想的に魅せる。

　拍手が起こった。貴族たちは彼女の登場を待ちわびていたかのように、その表情を喜びに満たす。サアラは歌を止め、口元を緩ゆるめた。

「皆様、ようこそ。これより私、サアラ＝フレンスが微力ながら、皆様の夜を彩るひと時を演出致いたします。手慰みとなりますが、何卒、宜しくお願い申し上げます」

　彼女が深々と頭を下げると、手を叩たたく音は一層大きくなった。

「そうか……あの時聞こえていたのは、サアラの声だったのか」

　ロイは、フィールズ児童院を訪れた時のことを思い出す。サアラと会う前に、扉とびら越ごしではあるが今と同じ歌声を耳にしていたのだ。

「それではお聞き頂きましょう！　魔ま術じゆつ師しサアラによる歌が、皆様方を夢の世界へと誘います！」

　バートが退くと、サアラが前に出る。彼女は招待客に向かって会え釈しやくした。

　わずかにあったざわめきも、次し第だいにその鳴りを潜めていく。

　サアラは、ゆっくりと息を吸いこんだ。目を閉じ、深々とそれを吐く。

　そして準備を終えたかのように、微笑みを湛えた。

　静寂が、訪れる。誰だれもが固唾を呑んで、彼女を見守っていた。

「――――」

　しばらくして、再び、彼女は歌い始める。

「綺麗……」

　アヤメがうっとりするように、呟つぶやく。確かに、その通りだった。その辺りに疎いロイでさえも分かるほど美しく、神聖ささえ伴うかのような歌声だ。

「……でも、これだけなのか？」

　ロイは怪け訝げんに当たりの様子を探った。

　確かにサアラの歌は素晴らしい。だが、世界のどこを探しても彼女ほどの人間はいない、というほどでもなかった。一いつ般ぱん人じんならともかく、有り余るような金を有する貴族連中が、果たしてわざわざ遠方から出向くようなものだろうか。彼らなら、サアラ程ほどでないとしても、自分で優すぐれた歌い手を探し出すことも可能なはずだ。

　少し引っかかる、とロイは思った。

「まあ……！　これは！」

　不意に、貴婦人の一人が言った。まるで信じられないものでも、目撃したかのように。

　いや、彼女だけではない。周囲の皆が異口同音に驚きを示していた。

「ロイ、ロイ！　見て！」

　アヤメに言われて、ロイは考え込むために伏ふせていた視線を上げる。

　そして――自然と、目を見開いていた。

　花だ。会場のあちこちに、色とりどりの花が咲いている。

　あらかじめ用意していたわけではないだろう。それまで確かに室内には何も存在していなかった。サアラの歌に合わせて準備したのでは間に合わない。

　更さらに、花の周囲を何かが舞い始めた。羽の生えた小さな女の子だ。いずれも美しい顔立ちをした彼女たちは輝く細かな光を散らしながら、会場内を飛んでいる。

「な……妖精族……!?」

　馬ば鹿かな、という想おもいを抱きながらロイは言った。

　妖精族は山奥に住む亜人の一族だ。小人族と似ているが、彼かの女じよ達たちは皆、水晶のように美しい羽を持っているのが特とく徴ちようだった。

　滅めつ多たに男が生まれないという妖精族は、伴侶を探すために年に一度、里に下りると言われている。だが、それ以外ではまず自分たちの住むところから離れようとはしない。おまけにその時は魔術で己の姿を人に変えるというから、選ばれた者以外は誰も本当の姿を知らないのだ。文ぶん献けんに描えがかれているものでさえ、あくまで少ない情報に想像を補って完成されたものに過ぎないはずだった。

　花々と妖精族。更にそこへ、様々な種類の蝶達たちが現れる。

　嘶きが聞こえて、会場の視線がそちらへと傾いた。

　馬だ。穢れなき白の肌はだを持つ馬が、甲高い声を上げ、空中へと走り出す。その額には、鋭するどい角が生えていた。

「ユニコーンまで……!?　おい、どうなってんだ!?」

　なにがなんだか分からない。妖精族どころの騒さわぎではなかった。罠にでもかけなければ人前には絶対に出てこないという、伝説の聖獣まで姿を見せる始末だ。

　ほんの少し前まではごく普通のパーティ会場であった空間は、今や、夢溢あふれる幻想的な世界へと変貌していた。

「これは……【虚視イドルリス】か？　いや、でも、少し違う……」

　存在しないものを、あたかもそこにあるように見せる魔術。本来は敵の隙を作るために己の虚像を作りだすものだが、こうした方法も出来なくはない。

　だが、【虚視イドルリス】はあくまでも魔ま力りよくによって作られた幻に過ぎなかった。触れればすぐに消えてしまうようなヤワなもので、ここまで実体感のあるものを生み出すのは不可能だ。

　その証しよう拠こに、妖精や蝶達はパーティ参加者の肩や手に止まっている。【虚視イドルリス】を使ったものであれば、あんなことは出来ないはずだった。

「これはまさか、【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】――？」

　隣となりで声が聞こえ、ロイはそちらを振り向むいた。カノンが、ハンナをつれて戻もどってきている。彼女は周囲で展開される光景に目を奪われているようだった。

「知っているんですか、先輩」

　ロイが問いかけると、カノンは頷いた。

「私も実際に見るのは初めてですが……二つ名を持つ魔術師の一人に、【虚視イドルリス】を極めた新しい魔術を扱うことが出来る者がいるとか」

「それが【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】、ですか？」

「ええ。今までのようにただの虚像ではなく、物によっては相手に傷さえ負わせることが出来るほど、限りなく現実に近い存在を創り出す究極の幻覚魔術です」

　カノンは、自分の失態を悔しがるように眉み間けんへ皺しわを寄せる。

「名前を聞いた時点で思い出すべきでした。まさか彼女が……」

「待って下さい。じゃあ、サアラが、その？」

　ええ、と、彼女はロイに頷いた。

「サアラ＝フレンス。彼女こそ――【幻げん奏そうの歌うた姫ひめ】と称される魔術師です」

　ロイの脳裏を、ファムの言葉が過ぎる。

　――わたしの一番の親友で、そして、わたしより遙はるかに才能のある魔術師よ。
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　確かに、その通りだった。才能が有り過ぎると言っても過言ではないが。

「こんなところで、二つ名の魔術師に会うとはな……」

　しかも見たところ、かなり強力な魔術だ。ほとんど、反則と言ってもいい。

「おい、アヤメ、聞いたか。サアラの奴、俺と同じ二つ名持ちの魔術師だったらしいぞ」

　こちらに背を向けているアヤメにロイはそう言った。だが彼女の返答はない。

「……？　おい、アヤメ？」

　不審に思ったロイは、アヤメに近付く。

「アヤメさん、どうしたんですか……？」

　ハンナも彼女の服の裾すそを引っ張るが、反応はなかった。

　アヤメはずっと、天てん井じようを見上げたままだ。

「……か」

　突然、彼女はそう言った。その瞬しゆん間かん――ロイの全身を、嫌な予感が貫く。

「ま、まさか……！　おい、時と場所を考えろ！　今ここでそんなことしたら……！」

　慌てて止めに入ろうとする。が、今度は遅おそかった。間に合わない。

「ハンナ、こっちに来い！」

　せめて彼女だけでもと、ロイはハンナを抱くと強ごう引いんに離れた。

「みゃ、みゃう、ろ、ロイくん……？」

　ハンナは驚いたように、頬ほおを赤らめる。だが、それに構っている暇ひまはなかった。

「いいから耳塞げ、今すぐ！」

　指示を与あたえて彼女がきょとんとしながらもそれに従ったのを見たロイは、自分も同じようにした。その、瞬間。

「かああああああああわあああああああいいいいいいいいいいいっっ!!」

　大音量の叫びがパーティ会場中を埋うめ尽つくした。

「なにこれ！　夢！　夢なの!?　あたしは今、夢を見てるの!?　ああ、それでもいいわ。ロマンティック！　これぞ、ザ・ロマンティック！　ああ、素す敵てき……！　味わいたい！　この全すべてを全身で受け止めたい！　妖精さん、蝶々さん、カムヒアアアア！」

　アヤメの暴走である。貴族達がどよめき始める。いや、それだけではなかった。

　それまで踊るように漂ただよっていた蝶や妖精、花、それにユニコーンが突如としてその動きを止めたのだ。それは意思によってというよりは、強制的に止めさせられたといった方がいいような不自然なものだった。

　そして彼らは、現れた時と同様――音もなく、その場で全て弾けて消え去った。

「あれ、なんで!?　いない！　いないよ！　あたしの夢が消えた！　誰の仕業よ!?」

「全力でお前だよ！」

　ロイは後ろからアヤメの頭をはたいた。

「痛いっ!?　ちょ、なにするのよ、ロイ！」

「いい加減、その癖、なんとかしろ！　俺おれがか！　俺が命いのち懸がけで治すべきなのか!?　やってやる！　俺……本気でやってやるよ！」

「なに、珍めずらしくやる気になってるの!?　どうしたのよ！」

「お前が！　例によって可愛い物に翻弄されて正気をなくしたんだよ！」

　ロイが説明をすると、アヤメは目をしばたたかせた。そして恐る恐るといった感じで、

「……もしかして、また、やっちゃいましたか？」

「やっちゃったな。思い切り」

「ごご、ごめんなさい！　悪気はなかったんです！　すみませんでした！」

　アヤメは慌てて、周囲の者達に謝り始める。しかし彼らからすれば、怒るより先に何が起こったのか全く分からないといった気持ちが先にきているはずだった。目を白黒させながらも、必死で謝あやまる彼女に、やがて彼らは苦く笑しようし始める。

「……どうしたの？」

　そこへ、ファムがやってきた。さすがの彼女の表情にもわずかな焦あせりが見える。

「サアラがいきなり倒たおれてしまったので、急いで部屋に運んだのだけど」

　ロイが舞台へと視線を移すと、確かにサアラはいなくなっていた。

「ご、ごめんね。あたしのせいで、ショーが台無しに……」

　アヤメは申し訳なさそうに頬を掻いて、頭を下げる。

「……なにがあったのか分からないけど。アヤメが関わっているなら、もう、何があってもおかしくはないわね」

　ファムは短く息をついた。

「気にしないで。余興もそろそろ終わろうとしていたから」

「本当に、ごめんね……」

　肩を落とすアヤメ。そんな彼女にファムはしばらく首を傾かしげていた。だがやがて、

「……じゃあ、お詫びにロイを貸してくれる？」

「え、ええ!?　どうして!?」

「二人きりで夜を過ごしてみたいから」

　言って彼女は、ロイの腕うでをとった。

「色々、ロイとお話ししてみたい。……そう、色々と」

「ええ！　あ、うー、えーと……だ、ダメ！　それはダメ！」

　だがロイは首根っこを掴つかまれ、アヤメの方へ引き寄せられた。

「おぶごふ！　アヤメ！　首！　首が締まる！」

「ほ、他の！　他のにして！」

「……そう。残念ね」

　言葉とは裏腹にそれほど気にしている素そ振ぶりもなく、ファムはこちらに背を向ける。

「もういいわ。わたしはサアラの様子を見てくる。この後も、楽しんでね」

　彼女は手を振ると、その場を立ち去って行った。

「……び、びっくりしたぁ」

「びっくりしたのは俺だ！　殺す気か!?　いきなりいい感じでこっちの意識を落とそうとするとはどういう了見だ!?」

　ロイが怒ると、アヤメは「あっ」とロイの拘こう束そくを緩めると、頬を赤らめた。

「えへへ。ごめんね」

「ったく、どうしたんだよ、一体……」

　襟えり元もとの乱れを直しながら、ロイはため息をつく。

　貴族達は、ようやく混乱から立ち直ったようだった。まだこちらに視線は向けているものの、皆、それぞれ、先ほどのショーの感想を言い合っている。

「多少予定外なこともあったようですが、今宵の余興はこれにて終しゆう了りようとなります！」

　バートが壇上に立って叫さけんだ。

「皆様に楽しんで頂けましたのであれば、このバート、喜ばしく思います。まだ夜会は続きますので、どうぞ皆様、良いお時間を！」

「……バートさんも、すみません」

　アヤメは、バートへ申し訳なさそうに礼をした。




「あー。面倒だった。しばらくこの手の集まりは御免だぞ」

　夜も更けた頃ころ。まだ続いているパーティから抜け出したロイは、今日の宿としてあてがわれた屋や敷しきの一室にあるバルコニーへと出ていた。

　夜空には星と月が浮かび、おぼろげな明かりを世界へと落としている。

「えー、結構、楽しかったじゃない」

　隣にはアヤメが居て、彼女は会場から失敬してきたデザートを食べていた。

「お前の行動が余計なトラブルを招いたんだけどな」

「こ、これ、甘さがしつこくなくていいなあ」

　半眼で見るもアヤメはそこから必死で目を逸らしている。

「ったく……にしても驚いたな。まさかサアラが二つ名の魔術師だとはな」

「ねー。びっくりした。なんでファム、隠かくしてたんだろう」

「別に隠していたわけじゃないだろうが……」

　しかし、確かにそう言われると気になるところだ。こちらが【扉とびらの魔術師】であると分かった時、なぜ、何も教えてくれなかったのだろうか。

　二つ名を持つ魔術師は、世界にも百人程度しかいない。その内、十代でそれを取得した者は十人にも満たないという。

　そんな稀な条件をクリアした者と出会って、それが知り合いにもいたのであれば、すごい偶然だと紹しよう介かいしてくれそうなものだが。

「まあ、あんまりそういうことを言わないでくれって、サアラから伝えられてるのかもな」

「そうだね。ロイだって、積極的には言わないものね」

　ロイは頷き、しかし、と考える。なにかが引っかかっていた。なにが、と問われても答えようがないが。今日過ごしてきた中で、違和感のようなものが、どこかにあった。

「幻覚を見せる術……相手に傷を負わせることが可能なほどの……」

　ぶつぶつと一人で呟き、朝から今までのことを、思い返していく。

「どうしたの？　ロイ」

「いや……もう少しで何か答えが出そうなんだ」

　アヤメにそう返して、ロイは、更なる思索に耽る。

　だが……心の中に居るもう一人の自分が、警告を飛ばしていた。気づいてはならない。それは知らない方がいいことだと。

　しかしそれでも、ロイは考え続けた。気になることは追つい及きゆうせざるを得ない。それが自分の性分みたいなものだ。……そして。

「――そうか」

　ようやくたどり着いた。何が気になっていたのか、を。

「いや……待て。だが、それはどういうことだ？」

「さっきから、どうしたのよ、ロイ。なにか分かったの？」

「あ、ああ。でも……なんであいつがそんなことをしなきゃならなかったのかが、分からないんだ」

「どういうこと？　あたしにも、説明してくれない？」

　アヤメの要求に、ロイは顎あごを引く。説明しようと、口を開いた。

「もしかしたら、サアラは――」

　だがその前に、激しい羽音がしてロイはそちらを見る。

　鴉だ。一匹の鴉が、空から降りてくるところだった。

「……おい、こんな時にかよ」

　その目は『三つ』存在し、更に足は一本だけだ。明らかに普通の生き物ではない。

【東方委員会】と名乗る謎なぞの組織が遣わした使い魔だった。ロイ達の参加している魔術師同士の戦い【アルス・マグナ】に関係する情報を伝えに来る役目を持っている。

『ロイ＝シュトラス様。本部より通達です。【アルス・マグナ】第二回戦の対戦者が決定いたしました。また、試合時間の変更があります。今宵、行って頂くことになりました』

　鴉は抑揚のない、何人もが重なったような、奇き妙みような声を発した。

「え……こ、今夜？　明日じゃなかった？」

　アヤメが驚いて尋ねると、鴉が答える。

『はい。諸事情によりやむなくとのことです。ご了りよう承しようくださいませ』

「また、いきなりだな、おい。なんだよ、事情って」

『その質問に関してはお答えできかねます』

　ロイは舌打ちした。どうせ、これ以上なにを言っても無む駄だだろう。引っかかるが、ここは従っておく他はない。

「……まあ、いい。相手は誰だ」

『はい。それでは、書面にてお確かめください』

　言って、鴉は弾け飛んだ。ひらひらと、羊皮紙が落ちてくる。ロイはそれを掴んだ。

　指先を紙面に当てて、なぞっていく。青白い光が、魔術師にだけ分かる文字を浮かび上がらせていった。その文面を読み、ロイは少し、黙だまり込む。だが、

「……くそ、そういうことかよ！」

　しばらくして、そう吐き捨てた。全てが合致した瞬間だった。だったらあの行動も、納なつ得とくがいく。

「でも、そうだとしたら、おかしいぞ。なんで俺より先に……」

「ロイ、対戦相手は誰？　場所はどこなの？」

　アヤメが気になるのか、ロイの腕を引く。

「あ、ああ、悪い。場所は、この近くの廃村みたいだな」

「近いね。それで……誰なの？」

　アヤメの質問に、ロイはすぐ、答えることが出来なかった。受け入れ難がたいといえば、そうだったからだ。その理由も分からない。加えて、まだ謎となる部分も残っていた。

　だが、口にしないわけにもいかない。アヤメはパートナーだ。きちんと話をするべきだろう。だから、ロイは言った。

「……サアラだ」

「え？」

　台詞せりふの意味するところが分からない。そんな表情で、アヤメは首を傾げる。

「ロイ、今、なんて……」

　無理もなかった。だが、もはやこれは、紛れもない現実である。

　故にロイは手元で羊皮紙を握にぎり潰つぶし、はっきりと、その名を口にした。

「――次の対戦者は、サアラ＝フレンスだ」







第三章　少年、少女と戦う







　見捨てられた土地に、寂寞とした風が吹く。月光に照らされた村は青白く染まっていた。

「きましたね。ロイ、それにアヤメ」

　中央、枯れ果てた古井戸の傍に、彼女は居る。

　穏おだやかな顔、流れるような銀髪。間違ちがいない。サアラだった。

「二回戦であなた方と当たるとは、ついていませんね」

　言葉とは裏腹に、そんなことは露とも思っていないよう、彼女はくすりと笑った。

「色々質問したいことはある。でも、まずはこう訊こう」

　ロイはアヤメと共にサアラの前に立つ。

「なんで、【アルス・マグナ】に参加した？」

「……答える義理がありますか？」

「なくても答えてもらう。……あくまでも拒きよ否ひするなら、仕方がない。戦うまでだ」

　サアラは口を噤む。……が、やがて彼女は息をついた。肩かたを竦すくめる。

「いいですよ。答えてあげましょう。……ファムのためです」

「ファムの……？　どうして？　彼女があなたに望んだの？」

　アヤメが尋ねたその言葉に、サアラは首を横へ振ふった。

「いいえ、そういうわけではありません。だけど、私はファムのために戦っています」

「……お前とファムの間になにがあったのかは分からないが。考え直すことは出来ないのか。他に方法はないのか？」

「あら。彼女のためになることは、命を賭ける程度のものではないと？」

「そうじゃないよ。だけど、考えることは大切だと思う。たとえ命を賭ける程のことだったとしても、それ以外の可能性を排除していい、なんてことはないよ」

　アヤメが言った。サアラは、目を閉じる。

「……その通りかもしれません。考えれば手段はあるのかもしれません」

「だったら！」

「ですが、どうしてそこまで命を惜しむ必要があるのですか？」

　予想外の返答だったのだろう。「……え？」とアヤメが言葉を失う。

「あなた方にとって、自らの生は尊いのかもしれません。しかし万人にそれが当てはまるわけではありません。もし、私にとってそれが、殊の外ぞんざいに扱あつかっても良いモノであるとしたら？」

「お前……死んでもいいっていうのか？」

　ロイは訝しげな顔をする。

「いいとは思いません。しかし少なくとも、私にとって死とは、それほど避さけるべきものではない、ということです。たとえ安易な選択であったとしても、それでファムを助けることが出来るなら……わたしは、いつでもそれに殉じる覚悟でいます」

「どうして、そこまで……!?」

　心から問いかけるように、アヤメが言った。サアラは、微笑みを浮うかべる。

「自分の命などより大切なものが、この世の中にあるからですよ」

「それが……ファムだっていうのか？　あいつはお前にとって、なんなんだ？　ただの友達じゃないのか？　大会に参加して、お前は一体なにをしようとしているんだ!?」

　迫るロイに、彼女は「ご想像にお任せします」とだけ返してきた。

「これ以上、私は何も言いません。……いえ、言えませんから」

「で、でも、サアラ！」

「尚なおも訊こうと言うのなら、問答無用で今すぐに試合を開始します。それが嫌いやなら、諦めて下さい」

　その、はっきりとした拒絶に、アヤメは唇くちびるを噛かんで黙り込んだ。ロイは息をつく。仕方ない。次にいこう。

「さて……質問は、もう終わりですか？」

　首を傾げたサアラに、ロイは言った。

「いいや、まだある。昨日の夜のことだが。俺たちを襲った連中――差し向けたのは、お前か？」

　アヤメが、驚おどろいたようにこちらを見た。ロイは続ける。

「あの時、俺は、目が覚める前に何かを聞いた気がした。今から考えれば、あれはお前の歌だったんだ。サアラ、お前の【顕せし理の力マギア】は……歌、だな」

「……その通りです」

　サアラの唇が弓なりに曲がる。

「私の得意とする【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】は、歌により引き起こされる。それにより相手の目の前にありもしない幻覚を生み出し、翻弄するのです。ロイ、あなたが思っている通り、盗とう賊ぞく団討とう伐ばつの道中で敵を襲わせたのは、私です」

「ど、どうして、そんなことを!?」

「ロイとアヤメが【アルス・マグナ】の参加者であり、対戦者だったから。それ以上でも、それ以下でもありません。この大会に正々堂々という言葉は通用しません。正式な試合を前に対戦相手の命を奪うばうことなど、ごく当たり前のことです」

　驚くアヤメにサアラは平然と答えた。

「で、でも、それはおかしいよ。だって、あたしたちが対戦者を知ったのは、ついさっき。それより前に仕し掛かけてくるなんて……！」

「アヤメの言う通りだ。俺もまさか、とは思った。だがさっき俺とアヤメが二人で現れた時、お前は驚きもしなかったよな。それで確信した。――昨日から知ってたんだろ？　俺とアヤメが二回戦の相手であることを」

　ロイが疑問を呈ていすると、サアラは、小さく笑う。

「……全てを答えはしませんが、少しだけ手掛かりをあげましょう。今回の【アルス・マグナ】において、あなた達は自分自身が思っているより遙かに重要な位置にいるのです。だからこそ私は、こんな芸当も出来た」

「どういうことだ。……なんて言ってもこれ以上は、情報を引き出せそうにないな」

「察しがいいですね。残念だけど守秘義務というものがあります。それに、知っても無駄なことですよ。――あなた達は、ここで死ぬのですから」

　サアラは両手を広げた。

「……どうやっても、やるんだな」

　深い息をつき、ロイは呟く。仕方がないとは言え、やはり忌避したい気持ちはある。

「やっぱりやめようよ、サアラ。いくらファムのためでも、こんなのやっぱりおかしいよ！」

「あなたもしつこいですね、アヤメ。言ったでしょう。私はあなた達ほど、自らの命を重んじてはいないのです」

　無碍もなく、サアラはアヤメの訴うつたえを断ち切った。

「このことを、ファムは知っているのか？」

　尋ねたロイに、

「……さあ、どうでしょう」

　たった一言、サアラはそう返す。そして――彼女は、口を開いた。

「――っ！」

　歌声が、人気のない村に響き渡る。それと共に、地じ響ひびきが起こった。

「アヤメ！　行くぞ！」

「うー……もうっ！　分かったわよ！　やりにくいなあ！」

　アヤメが拳こぶしを打ち鳴らす。ロイ達は戦せん闘とう態勢をとった。

　目の前の地面が盛り上がる。土くれを巻き上げて、巨きよ大だいな影がその体をもたげた。

　飾り気のない兜が、鈍にぶく光る甲冑が、月の光を照り返す。手甲を嵌はめたその手には大木程の大剣と、城門程はあろうかという大盾が握られていた。

　背を反らし、仰ぎ見ることでしかその全容を掴めぬような騎士の姿である。

　同時に空から、咆哮が轟いた。そちらに視線をやって、ロイは瞠目する。

　灼しやく熱ねつ色の肌を宿し、天を覆い隠すような羽を広げた竜だった。

　サアラは騎士に持ち上げられ、その肩に飛び乗ると、こちらを見下ろしてくる。

「さあ、始めましょう。話し合いは無用。分かり合うことなど論外。勝って次に進むか負けて失うか、必要なのはそれだけです！」

「こいつらが幻覚……!?　冗じよう談だんにしちゃ笑えないな！」

　外見もその質感も、本物そのものだ。だが、そうと考えなければ突とつ然ぜんに現れた存在に説明がつかなかった。

「後でちゃんと教えてもらうから！　あなたやファムが困っているなら、あたしだって手を貸したい！　だから今は――あなたを、止める！」

　宣言し、アヤメが走り始める。

　彼女は土を削り、滑り込むようにしながら騎士の足を払った。

　ぐらつく体がゆっくりとこちら側に倒れてくる。しかしその前に騎士は足をしっかと踏み込んで、剣を振り下ろしてきた。

　アヤメが素す早ばやくかわすと、大地が悲鳴を上げる。砂すな煙けむりが上がり、剣は土を裂さいてその傷を深く刻んだ。

　跳躍と同時にアヤメが騎士の体を真横から蹴けった。いとも簡単にその巨躯が吹ふき飛とぶ。だがそれだけだ。騎士は空中で体勢を整えると、苦もなく着地した。ダメージを受けている様子はない。

「やっぱりダメか……！」

　悔しそうに言うアヤメの頭上から、竜がその口腔を開いた。

　喉奥おくに宿る光が、辺りを真昼のように照らす。

「アヤメ、上だ！」

　ロイは手を翳かざしながら注意を飛ばした。それと同時、竜は閃光を放つ。

　空気を焦こがし、火炎の帯がアヤメ目掛けて降り注いだ。だが彼女はその前に振り返り、息を吸いこんでいた。

「――っ！」

　吐き出だす。彼女の息が、暴風と化し、竜の火炎を押おし負かした。さすがにたとえ幻影だと言えど、生半可な攻こう撃げきではアヤメに通用しない。

「【水雷翔フルヴオーダ】！」

　ロイが唱えると、雷を纏まとった水の柱が竜に向けて走った。二重の衝しよう撃げきがその羽を貫き、体を焼き尽くす。苦悶の声が上がった。竜は体をねじり、その場で暴れる。

　が、やはり、それ以上の効果はない。しばらくすると、何事もなかったかのように竜は元通りの体を取り戻した。

「くそ……っ！　やりにくい！」

　アヤメが騎士の剣を素す手でで弾き、代わりにその体を伝って兜まで登ると、殴打を放った。体を反転させ、更にその爪つま先さきで連続した蹴りを放つ。

　そこまでしてから彼女は着地し、こちらまで戻ってきた。

「ダメだよ、ロイ！　まともな攻撃じゃ通用しない！」

「そうみたいだな。どうするか……！」

　こうなってしまっては、物質転移も通じないだろう。というよりも、物理攻撃全般が効果なしだと思った方がいい。

（だが、そうなると、どうすりゃいい……!?）

　頼たのみのアヤメも格闘が封ふうじられてしまえば打つ手がない。このままでは、何度、挑んだところで無駄に終わるだろう。

「話し合いをしている暇はありませんよ！」

　サアラが指図をすると、騎士が剣を振り被った、それを思い切り、こちらに向けて投とう擲てきしてくる。

「ロイ、危ない！」

　アヤメはロイを抱きかかえると、その場から離はなれた。何かが砕け散るような派手な音が鳴り、剣が大地へと突つき刺さる。ロイはそれを見て、ぞっとした。アヤメの判断が一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、自分の体は木こつ端ぱ微み塵じんとなっていたことだろう。

　騎士を見ると、新たな武器を構えたところだった。長大な槍やりだ。どこに隠していたのかと、洞察することも空しい。

「幻覚である以上、武器も無尽蔵かよ。面めん倒どうだな……」

「ねえ、あの騎士も竜も、本当は存在していないんでしょう？　だったら、どうにかして消すことは出来ないの？」

　アヤメの問いかけに、ロイは目をしばたたかせた。

「……消す？」

「うん。ほら、今のあたしたちって夢を見ているみたいなものでしょう？」

　竜が飛来する。アヤメはロイを抱かかえたままで跳び、その横面を蹴り飛ばした。

「だったら、目を覚ます方法があるはずだよ。寝ねているのなら、顔をビンタしたりとか、体を揺らしたりとかで強制的に起こせるけど……」

「……なるほどな。あいつら自体をどうにかするんじゃなくて、根本的な部分に対して行動を起こすわけか」

　思いついてみれば簡単なことだ。どうやら、想像以上の相手にやや動どう揺ようしていたらしい。

「さすがアヤメだ。戦闘に関しちゃ、発想がずば抜けてる！」

「あ、ありがとう。でもなんかその言い方だと、それ以外は抜けてるみたいに聞こえる」

「深読みし過ぎだ。褒ほめてんだよ、素す直なおに受け取っといてくれ」

　もっとも、そういった部分が先ほどの言葉に、全く含ふくまれていないと言えば嘘うそになるが。

「行きなさい！」

　騎士が槍を刺突してくる。アヤメが前に出ると同時、両手を広げた。

「ハアッ！」

　尋常ならざる速さと威い力りよくで放たれる巨大な刃やいばを、彼かの女じよはその眼前にて素手で捉とらえる。殺しきれない勢いでアヤメの踵かかとがわずかに土を削った。しかし、軋んだ音を立てて動きが止まる。同時にアヤメは蹴りで槍を跳はね上げた。騎士のバランスが崩くずれ、後ろへとよろめく。

「よし！　じゃあアヤメ、ちょっと耳貸せ」

　その隙すきに、ロイはアヤメに、手早く囁いた。

「……そうか！　その方法ならいけそうだね」

　アヤメは頷うなずく。ああ、とロイは呟つぶやいた。手順は決まった。

「でもロイ、大だい丈じよう夫ぶ？　確か物質転移は……」

「盗賊団の時に使って、グリムワードが減ったからな。だが今はこれがある」

　と、ロイは胸から下げた【魔ま女じよの緋ひ眼がん】を見せた。

「これなら今までの限界以上はいける。尤もつとも、実質的には数にして二回くらいで勝負を決めなきゃどうにもならんが。多少失敗してもなんとかなる」

「分かった。じゃあ、あたしが先行するよ！」

　言うが早く疾走するアヤメの背中に、ロイは「頼んだ！」と声をかけた。

　竜が急降下し、その爪でアヤメを狙ねらう。同時に騎士が勢い良く、槍を突き出してきた。

「雛菊流！」

　アヤメはその小さな手で巨大な穂先を流し、刃を掴み取った。

「武ぶ受じゆ転てん害がい！」

　振り回す。騎士が槍ごと、アヤメの力に翻弄された。サアラが空中に放ほうり出され、その巨躯が、竜へとぶち当たる。

　絶叫が迸った。二体は悶え、地面に落下する。だが瞬時に立ち直ると、更さらに走り続けるアヤメに背後から再び挑む。

「お前らは、大人しくしてろ！」

　既すでにマギアを唱え終わっていたロイは、グリムワードを投げた。鍵かぎを翳す。先せん端たんに魔ま力りよくが宿り、その青白い光がカードと繋がった。円となり散るグリムワードが魔ま法ほう陣じんを描えがく。

「開け、異界の扉よ！」

　竜と騎士に向けてその頭上から、山ほどもある巨きよ岩がんが二つ、降り注ぐ。

　支えきれずに押し潰された二体は、さすがにすぐ動くことが出来ない。

「くっ……！」

　アヤメの技わざにより、無防備な状態となったサアラ。しかし彼女は手早く新たな幻影を創り出した。鳥だ。煌びやかな羽を持つ怪鳥が彼女を乗せ、羽ばたく。

「さすがにやりますね。でも、どんなことをしても無駄です！　私は、いくらでも新たな存在を創り出すことが出来る！」

「そうね。無駄だわ！」

　アヤメが跳とんだ。だがその高い跳躍力をもってしても、怪鳥には届かない。

「だけど！」

　ロイは鍵を向けた。グリムワードが、反応を示す。アヤメが言った。

「それは――あたしたちが相手じゃなかった時の話だよ！」

　強く、ロイが叫ぶ。

「開け、異界の……扉よッ！」

　起動する。大木が、激しい音を立てて出現した。アヤメの、その足元で。

「なっ……！」

　サアラが驚く。常人では耐え切れぬ衝撃をもたらす物質転移の一いち撃げき。しかしアヤメにとってはそれすらも、足がかりに過ぎない。アヤメは物質転移の勢いを活かし、更に跳んだ。

「捉えた！」

　アヤメは、サアラの眼前に躍り出ると、彼女に向かって手を伸のばす。

「……なるほど。確かに私を取り押さえれば、強制的に幻覚を消すことは出来ます」

　その瞬間、怪鳥が雄叫びを上げた。その口から、紫色の霧を吐く。

「……っ!?　これは！」

　それは、あっという間にアヤメの体を取り囲んだ。

「ですが、その程度、私が気が付いていないと思いましたか？――それは毒霧です」
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　ロイは息を呑のんだ。

「安心していいですよ。命までは奪いませんから。ですがその毒は、一ひと度たび肌はだから入り込めばすぐに効果を顕し、数時間は苦しみます」

　サアラが、勝利を確信したような顔で言う。

「もう少しだったのに……残念でしたね、アヤメ」

「くそ……！　おい、アヤメ！」

　ロイは慌あわてて霧を晴らそうと衝しよう撃げき波はを放とうとした。だが。

「残念だったのは、そっちよ！」

　アヤメは霧など物ともせずに平然と怪鳥の上に着地し、その手で、サアラの体を掴んだ。

「え……っ!?」

「あたし、物心ついた頃からあらゆる毒に耐たえられるように訓練を受けてきたからね！　どんなものでも体に入った途と端たん、無害化しちゃうのよ！」

「そ、そんな……嘘でしょう!?　あなた……本当に、人間なのですか!?」

　愕がく然ぜんとなるサアラ。アヤメは、にっこりと笑った。

「うん、よく言われる！」

　彼女はサアラの首筋に、手刀を下す。

　途端、彼女はがくりと首を垂れた。気を失ったのだろう。

　騎士と竜、そして怪鳥の動きが止まった。やがて、彼かれらの体が薄れ始める。

　しばらくすると、完全にその姿は消えてしまった。

「……よしっと」

　アヤメはサアラを抱えたままで、着地した。

「……もう、お前に関しては何も言わないことにするが。冷や冷やさせてくれるな」

　彼女へ歩み寄りながらロイは言う。アヤメは笑った。

「ごめん、ごめん。まあ、あたしは別にどうもしていないから。それより、これで勝ったことになるのかな？」

「分からん。が、本人を捕まえてしまえば、幻覚術は使えないからな。どの道、サアラが負けを認めるだろうよ」

　とりあえず、これで試合は終わった、ということだろう。ロイは安あん堵どの息をついた。

「……しかし、ファムのために【アルス・マグナ】に参加してたとはな」

「うん……。その辺りのことも、目が覚めたら詳しく訊きいてみなきゃね」

「教えてくれればいいが……」

　しかし、とロイはそこで先ほどの出来事を反芻する。サアラは、正解を言わないのではなく、言えないと述べていた。それは、一体なにを意味するのか。

（まさか、誰だれかに命令されている……？　あの、領主とかにか）

　ありえない話ではない。が、いまいち腑ふに落ちない。なにか、見逃のがしている気がした。それも重要なことを。――そして。

「……あらあら。油断しましたね」

　サアラの、場にそぐわない呑のん気きな声が聞こえた。ロイは驚いてアヤメの方を見る。

　が、そこには誰もいなかった。

「ろ、ロイ！　あそこ！」

　アヤメが指差した方向に視線をやって、ロイは目を見開いた。

「……おい、どういうことだ」

　少し離れた場所に――微ほほ笑えみを浮かべたままの、サアラが立っている。

　わけがわからずにアヤメに視線をやると、彼女は首を振った。

「あ、あたしもなにがなんだか。いきなりサアラの姿が消え始めたと思ったら、あっという間にあんな場所に居たの。ロイ、あれ、魔ま術じゆつ!?」

「魔術……？　いや、そんなはずは」

　瞬時に場を移動する魔術など、ロイの物質転移を応用したもの以外では存在しないはず。しかし、現にサアラはアヤメの手から逃れていた。

（どういうことだ。俺おれの知らないような術をあいつが完成していた？）

　いや、それはありえない。いくら二つ名持ちの魔ま術じゆつ師しであったとしても、自分の得意とする分野以外で新しい術を生み出すことなど不可能だ。

「……待てよ」

　その時、ロイは考え直した。

（今のもサアラの術の範疇だとしたら……？）

　無論、ただの思いつきでしかない。だが、そうなると合点がいく部分が出てくるのも事実だ。そんなことが出来るのかという疑念もあるが、それ以外には説明がつかなかった。

「どうしました？　ロイ。試合はまだ途と中ちゆうですよ」

　そう言って、再度、こちらに攻撃を仕掛けてこようとしているサアラ。ロイは少し躊躇う。だが、どちらにしろ指し摘てきしてみなければ分からない。

　思い切って、ロイは口を開いた。

「……おい、サアラ」

　そして、こう言い放つ。

「お前……魔術の、産物だな？」

　その時。ロイの仮説を証明するように、サアラの笑えみが――消えた。

「……ロイ？　どういうこと？」

　アヤメが尋たずねてくるのに、ロイは答えた。

「簡単な話だ。ファムの親友。サアラ＝フレンスなんてのは……最初から存在しなかったんだよ」

「え……で、でも、あのサアラは!?」

「魔術によって作られた幻影だ。俺たちはずっと騙されてた。そう、出会った頃から【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】をかけられ、サアラが居ると思い込まされてたんだよ」

　アヤメは信じられないといった顔で、サアラを見つめる。自分で言っておいて、ロイも彼女と同じ気持ちだった。だが、そうとしか思えないのだ。

「なあ、そうなんだろ？　隠しても無駄だ。その方法以外じゃ、さっきみたいな芸当は出来ないからな。答えろよ、サアラ。……いや」

　ロイは、その場で大きく叫んだ。

「聞こえてるんだろ！　ファム＝リラクス！」

　夜空に自らの声が響ひびいていく。それに対してサアラはなにも言わなかった。だが今や彼女は、仮面を被ったかのように無表情になっている。まるで、ファム自身がそのまま乗り移ってしまったかのように。

「ファム……？　ファムがサアラを操っていたの？」

　アヤメが尋ねる。未だ受け入れきれない様子で。

　沈ちん黙もくを保つサアラ。彼女は、しばらくしてから、すっと顔を伏ふせた。そして、

「……さすがね、ロイ」

　ようやく、そう言った。サアラではなく。聞き覚えのある、そう。

　ファムの、声音で。

「その通り。サアラは偽物。都合が良いよう、わたしが創り出した幻覚。わたしの代わりに勤めを果たしてくれる大事な親友」

　サアラの姿が掠れ、消えていく。代わりに現れたのは、ファムの幻影だった。

「そしてわたしこそが、本物のサアラ。サアラ＝フレンス。――【幻奏の歌姫】よ」




　思い返してみれば、気付いてもいい場面はいくつもあった。

　たとえば最初にサアラと出会った時。彼女は歌を唄っていた。あれが【顕せし理の力マギア】であるならば、なんのために唱えていたのか。ロイ達たちに術をかけるためではなかったのか。

　盗賊団討伐に向かった夜のこと。超ちよう人じん的てきな感覚を有したアヤメより先に異変に気付いたのはファムだった。そして彼女がいなくなった後で、謎の襲しゆう撃げき者しやは現れた。

　ショーが行われた時も、サアラが現れたのは歌が聞こえてからだ。そしてそこに、ファムの姿はなかった。

　その全すべてが、サアラがファムであることを示している。

　しかし、それらはいわば結果論に過ぎない。一体、誰が見抜けるというのか。生きて、動き、話し、笑う、そんな人間がそもそもそこに存在していなかったなどと。

「これこそがわたしの【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】の真骨頂。人を惑わせ、時に現実そのものを作りだし、相手を混乱に貶める究極の幻術。使いようによっては、巨大な組織さえも、直接に手を下すことなく壊かい滅めつさせることが出来る」

　サアラ――いや、ファムはそう言って笑った。ひどく酷薄な笑みに、ロイには思えた。

「サアラはわたしが仕事上、使っている名前。魔術師連盟にもそれで届出しているから、まず、誰もわたしこそが本物であると気が付かない」

「どうして、そんなこと……」

「二つ名を持っている魔術師には、敵が多いから。わたしを邪魔まに思う人もいる。そんな彼らの目から逃れるため」

　アヤメの質問に、ファムは答える。

「それは嘘だな」

　だが、ロイは否定した。

「確かにお前の言う通り、俺たちみたいな奴やつには敵が多い。だが、同時にそんな連中程度なら歯牙にもかけないくらいの実力をもってもいる。だから殊更にそんなことをする必要はない」

「……わたしは、あなたのように攻撃に特化した魔術ではないわ」

「たとえそうであっても、わざわざ幻覚を使ってまで身を隠すのは変だ。お前は、お前自身のためにサアラ＝フレンスという偽名と代理人を使っているわけじゃない。……孤こ児じ院いんを守ろうとしてるんだろ？」

　図星だったのか、ファムは黙り込んだ。

「自分は平気でも彼らに被ひ害がいが及ぶ可能性がある。だからお前はわざわざこんな手の込んだような方法をとって仕事をしてきた。そして稼いだ金も、全てメイに渡わたしてる」

「……だとしたら？」

「そこを踏まえると、理由が見えてくる。今回だってそうだ。……お前は、孤児院のためにこの大会に参加したんじゃないのか？」

　しばらくの間が空いた。ファムはただ、こちらを見つめている。しかし、

「……そうよ」

　そう、彼女は認めた。

「孤児院のため……？　どういうこと？　だって試合で勝っても、もらえるのは魔力だけなんでしょう？」

「確かにそう。だけどアヤメ、あなたは聞いたことがあるかしら。この【アルス・マグナ】は貴族連中にとって最大の娯楽。彼らは大会が開かれる度に大金を投じて魔ま術じゆつ師し達たちの勝敗を競い、結果によっては莫大な富を得る」

　アヤメは、頷く。ロイはそのことを以前に一度、彼女に話したことがあった。

「更に言えば、それは貴族達にとっての査定。どの魔術師が自分の望む力を持っているか、それを審査するための場。これに勝てば勝つほど、彼らの間での信しん頼らい度どは高くなる。まして優勝などすれば、仕事としては引く手数多になるわ」

「……まさか、そのために？　え、じゃあ、バートさんもそれで……!?」

　ファムは、アヤメの言葉に、首を横へ振った。

「バートは関係がないわ。彼は【アルス・マグナ】のことなんて知らないし、知っていたとしても、興味も持たない。彼はそういう人。わたしが彼と契けい約やくをしているのは、単に、そちらの方が貴族の受けがいいから」

「魔術師は基本的に鼻っ柱が強い。なまじ力がある分、俺みたいに貴族に対して反抗的なのがほとんどだ」

「そう。だから貴族と契約していれば、従順な奴だと認められ、需要もまた増える」

　ロイの推測が正しいというように、ファムは言葉を繋つないだ。

「なんで……そこまでして。孤児院の、お金のためだっていうの？」

「それ以外にあるかしら」

　無表情で彼女はアヤメに告げる。

「だが、二つ名を持っていたら相当の金が入るはずだ。それなのにお前はまだ足りないっていうのか？」

「親をなくした子どもたちは増えはしても減りはしない。あの児童院にはこれからも多くの子たちが入ってくる。わたしには、今以上のものが必要なのよ」

「どうしてあなたが、そこまでするの……？　院長先生が頼むわけないよね」

「ええ。これはわたしが独断でやっていること。メイ先生はわたしが二つ名の魔術師であることも知らない」

「そんな……。ねえ、ファム、聞いて。メイさんはね、あなたに――」

　アヤメが更になにか言おうとした。だが、ファムはそれを遮さえぎるようにして口を開く。

「もう、お喋りは終わり。わたしが正体をバラしたのは、ここであなた達の命を奪うことも辞さない覚悟を決めるため。だから、手加減はしない」

　ファムがゆっくりと、両りよう腕うでを左右に広げる。

「さあ――始めましょう」

　彼女はそう言って、口を開いた。

　ともすれば陶酔しそうな程ほどの美しい旋せん律りつが、世界全てに届くかのごとく広く響いていく。

　地響きと共に、家屋を潰し、大量の砂煙を巻き上げて何かが現れた。

　大量の触手がそれぞれに意志を持つかのようにうねる。毒々しい赤の花弁を咲き乱らせ、中央に獣けもののような牙を生え揃わせた口を持つ、巨大な植物だ。

「アヤメ……！」

「わ、分かってる。分かってるよ。でも……！」

　言葉とは裏腹に、やりにくそうな顔をするアヤメ。

「気持ちは分かる！　でも、あいつはもう、言葉じゃ止まらない。ファムだってここまでしている以上、引き返せないものを背負ってるんだ！」

　ロイがそう声をかけると、彼女は歯は噛がみした。拳をぎりぎりと、音が鳴るほどに握にぎる。しかし、

「……そうだよね。そうなんだよね……！」

　アヤメは思い直したようにそう言った。

　そして彼女は――自分の頬ほおをその両手で、パンッと叩たたく。

　しばらくしてから、「よし！」と言った。

「ごめん！　ちょっと迷ってた！　でももう大丈夫。いける！」

「……さすがだ、アヤメ」

　ほんのわずかな間に覚悟を決めた。それが彼女の彼女たる所以。常に前を向き、足を進めることで自分なりの答えを掴つかむ。

「行くぞ！　ここからが本番だ！」

　ロイはアヤメと同時に、構えを取る。

　触手が伸び、こちらの体を捉えようと複雑な動きを見せた。アヤメはロイの体を抱え、跳躍する。

「盛れ、【焔散エクスフランメ】！」

　着地と同時、アヤメの体から離れてロイは手を翳した。魔力が放出され、大気と結びつき、極大の炎球を作り上げる。それを投擲すると、植物の体が炎えん上じようした。

　だが、間もなくして火は振り払われる、やはりまるで効いていない。植物が数十本はあろうかという触手を驚くべき速さで走らせた。

　アヤメがそれらを次々と弾き、内の一本を手で掴んだ。勢いを活かし、振ふり回そうとする。が、

「くっ……!?」

　アヤメの力をもってしても、植物は微動だにしなかった。

「無む駄だ。あなたの力はさっきの戦いで充分に見させてもらった。もう二度と同じ過あやまちは犯さない。そういう風に作ったの」

　植物の傍に立つ、ファムはそう述べる。

「それにロイ、あなたがわたしの幻影と戦う限り、物質転移も意味を為さない」

「……だろうな」

　口くち惜おしいが、その通りだ。ロイは歯噛みする。

「さあ……もう、終わりにしましょう」

　ファムが、口端を上げた。

　縦横無尽にしなる触手が前後左右、あらゆる方向から攻撃を仕掛けてくる。アヤメはロイの前に立ってそれをかわし、時にその拳や蹴りでもって防いでいるが、向こうはまるで怯ひるむ様子がない。

「どうするの、ロイ！　このままじゃ埒が明かないよ！」

　彼女の言葉に、ロイは地面を蹴った。確かにそうだ。こちらの手は全て封じられてしまった。それに向こうが扱あつかうのは幻術だ。策を弄したところでそれに対応されてしまえば意味がない。ある種、先に戦ったジグムントよりも厄やつ介かいな相手だった。まずはどこかに隠かくれている本体を探し出さなければならない。

（サアラが居る時、その近くには必ずファムもいた。ということはこの術は遠隔操作が出来ないと見ていい）

　必ずこの辺りにいるはずだ。しかし、それをどうやって引っ張り出すか――。

「ああ、もう、鬱陶しい！」

　延々と触手をさばき続けているアヤメが、嫌いや気けがさしたようにその拳を固めた。

「雛菊流！　斬ざん断だん割かつっ！」

　それを思い切り、地面へ叩きつける。

　ミシィ……ッ！

　突如として大地に亀き裂れつが走った。それらは固い地面を割り、途と方もなく大きな傷を生んでいく。盗とう賊ぞく討とう伐ばつの時にやったのと同じものだが、その規模が違ちがいすぎた。一気に真っ直ぐと、ファムの方まで底の見えない程の溝が出来上がる。

「えっ……？」

　彼女は慌てたように飛ひ翔しよう魔ま術じゆつによって避けた。だが植物は間に合わず、いくつかの建物と一いつ緒しよに底無しの暗闇やみへと落下していく。あっという間に、その姿は見えなくなった。

「あれ？　倒たおした？」

　アヤメがきょとんとする。ロイもまた目をしばたたかせた。

　確かに植物はいない。這い上がってくる気配もなかった。

「まさかこれほどの技を、まだ……」

　ファムは警けい戒かいするような目でこちらを見てきた。そんな最中、ロイの内に疑念が生じる。

（……なぜだ？　なぜ、術は解けた？　俺の魔術を防げたほどだ。幾らでもやりようはあったはずだ。それなのに……）

　それはやがて、ある閃きへと転じた。

（……そういえばあの時……そう、あの時もそうだ。サアラ、いや、ファムが行った余興の途中、アヤメが大声を出して）

　妖精や花、蝶、ユニコーンといったもの達は全て動きを停止させた後に消えた。サアラもだ。倒れたとは言っていたが、実は術が解けただけではないのだろうか。

「待てよ。だとしたら……」

　ある答えが、己おのれの中で出来上がりつつあるのを、ロイは感じた。

「……今度こそ！」

　ファムがその指でこちらを差す。すると空中に幾いくつもの小さい影が現れた。

　妖精だ。天を埋うめ尽つくすほどの数の羽を持つ生き物たちが蠢いている。だがそれは、パーティの際に見たような可愛かわいらしいものではない。凶悪な顔つきをし、その手にそれぞれ剣や槍、斧おのなどを持っていた。

「い、いやだ、あんな妖精！　夢が！　夢が壊れる！」

　アヤメが悲鳴に近い声を上げる。

「言ってる場合か！　来るぞ！」

　手を振り払ったファムに従い、妖精達がこちらに向けて押し寄せてくる。

　あっという間に取り囲まれ、妖精達は自らの得物を振り回まわし、襲おそい掛かかってきた。

「きゃあ！　ちょ、ちょっと！　もう！」

　虫を追い払うようにしてアヤメは動くも、妖精達は機敏な動きでそれを避けた。一方に構えればもう一方が動き、そちらに注意を向ければ別から切りつけてくる。髪かみの毛が千切れ、肌はだに浅い傷がついた。一匹だけならどうという相手でもないが、ここまで集団でくると対処しきれない。このままでは数の暴力でズタボロにされてしまうだろう。

「くそっ……！　こうなったら！」

　まだ確証は得ていないが、試ためすしかない。ロイは魔術を発動させた。

　光を放つ球が浮遊し、ファムの許へと走る。

「【輝玉イルミナル】……？　こんなもので何を」

　と、彼女が言い終える前に、ロイは指を鳴らした。

　光球が、激しい音を立てて爆ばく発はつする！

「あっ！」

　予想外だったのだろう。ファムは驚おどろいた様子で、尻餅をついた。

　その瞬しゆん間かん、妖精たちはその全てが一度に消え去ってしまう。

「あ、あれ……？」

　アヤメはわけがわからないといった様子できょろきょろとした。

「……やっぱり、そういうことか」

　賭けの部分もあったが、どうやら上う手まくいったようだ。ロイは息をついて、歩き出す。

「ロイ、どうなってるの、これ？」

　尋ねてくるアヤメにロイは答えた。

「簡単な話だ。……ファムの弱点を見つけた」

　そのまま、ファムの前に立つ。

「ファム、お前の【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】は確かに強力な魔術だ。並なみ大たい抵ていの奴は敵わない。だがどんなものでもそうであるように、無敵じゃあない」

　彼女はこちらへ身構えるようにして立ち上がった。

「お前の幻術は、自分が想像できる範囲でしか通用しないんだ。だからお前が想定出来る攻撃は防ぐことが出来るし、一度見れば、その後で対応も可能になる。でも、裏を掻いた攻撃や、予想外の事態が起こると途端に効力を失う」

「……そんなことはないわ」

「だったら訊くがな。なぜアヤメの攻撃で術が解けた。アヤメが盗賊討伐の時よりも遙はるかに派手なことをしたからじゃないのか。お前はそれを予想出来なかった。違うか？」

　眉み間けんに皺しわを寄せるファム。それはこちらの指摘が間ま違ちがっていないことを暗に示していた。

「余興の時だってそうだ。アヤメの叫さけびのせいで、魔術を使う集中が途切れたんじゃないのか？　さっきの俺がやったみたいに、突とつ然ぜん起こったことに対応しきれなくてな」

　俯うつむき、黙だまり込んだファムへ、ロイは続けた。

「【物質転移アドヴエントゲート】を封じたくらいで、俺に勝てると思ったか？　甘く見るなよ」

「……だったらどうしたというの？」

　やがて彼女はぽつりと呟く。

「仕掛けを解いたくらいで得意げになられても困る。わたしはこの【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】を研究し尽くした。負けるわけがない。だから……だから！」

　顔を上げ、ファムは口を開いた。

「まだ、終わりじゃない……！」

　彼女がその手を掲かかげる。ロイとアヤメが距きよ離りをとるのとほぼ同時、再び天を裂くような咆哮と共に巨躯が現れた。

　黒々とした体を持つ男だ。その全身には、夜空を焼き尽くさんとするかのような焔を纏っている。煌々と燃え盛るその中、その目だけが爛々と怪しげに輝いていた。人であって人でない。まさに魔人と呼ぶにふさわしい存在だ。

「――行きなさい」

　ファムの命に従い、魔人がその拳こぶしを振り抜ぬいた。草木や木々、家屋を巻き込んで火炎を迸らせながら、唸うなりを上げる。灼しやく熱ねつが波のようにこちらへと迫った。

「アヤメ！」

　ロイが言うと、前に出たアヤメが無造作に足蹴りを放つ。吹き荒ぶ疾しつ風ぷうが炎を一時的に消し飛ばした。更に駆け抜けると、彼女は魔人の拳をその爪先で勢いよく跳ね上げる。巨体が後ろへと倒れかけ、ほんのわずか隙が出来た。

「喰らえ！　【雹弓牙イズベルグ】！」

　ロイが唱えると、虚こ空くうに無数の氷の矢が浮かんだ。ロイはそれに、別の魔術を混ぜる。わずかな間も置かず、矢は魔人へと殺さつ到とうした。

「そんなもの……！」

　ファムが言って、魔人がその巨きよ大だいな腕うでで矢を全て薙ぎ払おうとした。

　が――それらはその寸前で、全て掻かき消えてしまう。

「……え？」

「残念。本物は、一個だけだ」

　ロイは天を指差した。魔人を飛び越え、最後に残った矢が、ファムを目掛けて飛来する。

　彼女は思わず腕で己を庇ったが、矢は容よう赦しやなく幻影である彼女の体を貫いた。

　それで精神の乱れが生じたのか、魔術に影響し、魔人は苦しむようにして消える。

「しっかり見定めろよ。お前の得意とする術だろ？　【虚視イドルリス】はよ」

　皮肉にロイは言い放つ。復活したファムはわずかに悔しげに唇くちびるを噛かんだ。

【雹弓牙イズベルグ】を放つと同時、【虚視イドルリス】により幻の氷の矢を作り出したのだ。ファムのように実体までを持たせることは出来ないが、それでも目くらましにはなる。

「まだ……！」

　自分の領域を侵おかされたことに腹を立てるよう、怒気を孕んだ声でファムは言った。

　耳をつんざくような声が響き渡った。一いつ瞬しゆんして世界に、新たな存在が生まれ落ちる。

　既に邪魔するものはなくなり、荒野と化した大地を踏みしめ、獣が吼ほえた。

　ぬめりのある白い肌には、びっしりとした鱗が生え揃そろっている。土に立つ四つの足はどれも大きく太く、小さな城なら容易に押おし潰すことが可能であるようにさえ思えた。

　夜空の星々にさえ届きそうな巨大な体に、蛇を思わせるような長い首を持つ頭が、八つ。

　それぞれがらんぐいの歯を剥き出しにし、涎を垂れ流していた。

「ヒュドラか……！」

　吟遊詩人が謳う英雄譚に出る、伝説の竜だ。その再生力は種族の中でも群を抜き、全ての頭を同時に刎ね飛ばさなければ何度倒たおしても蘇ると言われていた。

　ヒュドラは咆哮し、地じ響ひびきと共に、それぞれの頭をもたげた。その口腔が開き、あらゆる属性を持つ竜の息い吹ぶきを放射する。

「あわ、わわわわわわわ！」

　アヤメは慌てたようにそれらを避け続けた。ロイもまた飛翔魔術を使い、速度を増してどうにか対処する。

「も、もう、怪獣大決戦じゃないの！　わくわくする！」

「わくわくすんな！　死ぬぞ！」

　ロイがアヤメに言って間もなく、ヒュドラがこちらに向かって突進してきた。

　炎や雷かみなり、風や氷が絶え間なく襲い来る。息つく間もなくそれらに翻弄され、ロイとアヤメは逃にげ惑まどう。

「敵に背中を向けてばっかりっていうのは、性に合わないわね……！」

　アヤメが足を止め、きっと前を睨みつけた。そのまま彼かの女じよは走り出だすと、噛みついてきた頭から逃れ、跳ぶ。胴体に着地すると、彼女を喰わんとするその猛攻を目にも止まらぬ動きでかわした。そして腰こしを捻ひねると、

「雛菊流……大だい旋せん空くう！」

　竜巻のごとき回転を起こす。衝撃波が、ヒュドラそれぞれの首を次々と吹き飛ばしていった。血飛沫が上がり、大地を赤く染め上げる。

「これで、どうだ！」

　しかし、ヒュドラの首の断面が泡立ち始め、あっという間に頭は再生されてしまった。アヤメは「げっ！」と身を引いて、ロイの方へと戻もどってくる。

「あれでもダメなのね！　いけると思ったんだけどなあ」

「いや、やり方は合ってる。ただ、それをファムも知っていたってだけだ」

　魔術で飛び、ヒュドラのちょうど頭上にいるファムが微かに笑みを作った。

「だったら、どうする？　さっきみたいにファムを直接捕まえる？」

「多分それはもう、通じない。あいつも当然、警戒しているだろうからな。……安心しろ、手はある。とりあえず、下がってな」

　ロイはアヤメの肩かたを、ぽん、と叩いた。彼女は頷うなずいて、ヒュドラから大きく距離をとる。ロイもまた飛翔魔術を使い、アヤメと同じ場所に立った。

「なんのつもり……？　逃とう亡ぼうするつもりなら、無駄なことよ」

「安心しろ。そんなことはしない」

　こちらの行動を訝しがるファムに微笑み、ロイは手を翳かざした。

「さて。――【扉とびらの魔術師】の実力、しっかりと見とけよ」

　以前なら絶対に言わなかったであろう台詞せりふを、ロイは口にする。こうして堂々と自分の才能を誇りに思うことが出来るようになったのも、隣となりにいるアヤメのおかげだ。

　一世一代の賭けをして、手に入れたかけがえのない絆。それは途方もない力を自分にくれる。彼女と居れば、どんな困難でも解決できるという自信を。そして、

「吹け、【霧森オウンミスト】！」

　ロイは叫んだ。ヒュドラの頭上を中心にして周囲を広く、真っ白な雲が覆おおう。やがてそこから激しい雨が降ふり始めた。本来は、不作の時に農作物へ使うために開発された魔術だ。

「……こんなもので、ヒュドラが倒せると思うの？」

　ファムは自分にも降りかかる雨を見上げた。ロイは鼻を鳴らす。

「お前は知っているかどうか分からないがな、ヒュドラには頭を吹き飛ばす以外に弱点がもう一つある。それは――強力な酸に弱いってことだ」

「……え？　でも、それがどうし……まさか？」

　台詞の途中でなにかに気付いたように、ファムの顔色が少し変わる。ロイは笑った。

「そうだ。お前も気を付けた方がいい。――その雨には、たっぷりと暗殺用の魔術【溶牙イゾン】が仕込んである」

　酸を含む水を作りだす魔術だ。一度触ふれたが最後、その肌は焼け爛れ、悶え苦しみながら骨と化してしまう。

「……あ……あ……ああっ！」

　初めて動どう揺ようしたようにファムが着地をし、魔術を解き放つと、よろめいた。

　彼女はその場に、腰をつく。

　ヒュドラが身を震わせた。悲しげな声を上げながら、次し第だいにその肌が、まるで泥のように溶けていく。やがて骨と化したその身は、がらがらと崩くずれ去った。

　ファムの幻たるその身もまた――一瞬にして、跡あと形かたもなく消え去る。

「やった！　やったよ、ロイ！」

　アヤメが喜ぶが、ロイは首を横に振った。

「いや……まだだ。本当の狙いは、ここから先にある」

　アヤメが目をしばたたかせる。そして、間もなく。

「……くっ！」

　ヒュドラの居たところの傍にある廃屋、その陰から見覚えのある少女が現れた。

　それを見て、ロイは唇を緩ゆるめる。

「そら、出て来たぞ。やっとだな――ファム！」

　見間違えるはずもない。本物のファムだ。彼女は必死に、雨の降る範囲から逃れようとしていた。

　先ほど放った魔術は、ヒュドラやサアラを倒すだけのものではない。隠れたファムをおびき出すためのものでもあったのだ。

「ちょ……ちょっと、ロイ！　ひどいよ！　あのままじゃ、ファムが……！」

　アヤメが批難するように、ロイの腕を掴んでくる。しかしロイはなんの対処もとろうとはしなかった。なぜなら、真実は別にあるのだから。

「落ち着けよ、アヤメ」

　そう。

「――全部、嘘うそなんだからな」

「……え？」

　自分の体を見下ろし、必死で液体を拭おうとしていたファムがこちらを向く。

「ヒュドラの弱点は酸じゃないし、俺が含ませた魔術もただの【睡蓮花オルキデア】だ」

「……そんな、馬ば鹿かな……」

　そう言いながらも、彼女の体はぐらつき始めていた。

「でもさっき、あの蛇みたいな竜がどろどろ溶けていったよ!?」

「幻夢術のもう一つの弱点。それは全てがファムの想像によって出来ているということだ。つまり……ファム、お前の思い込みが、全ての現象を決定づけるんだよ」

　ロイは、アヤメへと解説した。ヒュドラが酸に弱いと信じたファムは、それにより、その体が溶けてしまうと思い込んだのだ。そしてその思い込みは魔術へと影響し、現実へと転化されてしまった。ファムの予想を裏切るのではなく、逆に利用して、幻影に起こる事象そのものをこちらから操ってやったというわけだ。

「――以上、勝負は終わりだ」

　ロイは、そう言って微笑む。

「す……すごいよ！　ロイ！　あたしには出来ない戦い方！」

　アヤメが、嬉うれしそうにロイの手を掴んでくる。

「なんて……こと……」

　既すでに意識の大半を魔術にもっていかれているのだろう。ファムは自らの体を支えきれずに地面へ手をつきながら、それでも耐えようと顔をしかめた。

「本人が出てきた以上、もう負けを認めろ。こっちは命までとるつもりはない」

　荒々しき息をつきながら、彼女はどうにかして眠気を払おうとしているのか、首を振り続ける。まだやる気なのだ。それを見て、ロイは言った。

「……なあ、ファム。冷静になってよく考えてみてくれ。孤児院の皆みなは、本当にお前にそこまでして欲ほしいって望んでるのか？　違うんじゃないのか。メイだって、もっとお前に好きなように生きて欲しいって、そう思ってるはずじゃないのか？」

「…………」

　その時。ぎり、という音が鳴った。ファムが、奥おく歯ばを噛み締めたのだ。

　彼女は震える手を、腰へと伸のばし、そこからナイフを抜いた。

「ファム！　一体なにを……！」

　アヤメが止める間もなく、彼女は思い切り刃を振り被る。そして、

「……つっ！」

　そのまま、自らの太ももに突つき刺した。勢いよく、血が噴き出る。

「お、おい!?」

　思ってもみない行動に、ロイは驚く。

　痛みで意識が覚かく醒せいしたのか、ファムは苦しそうにしながらも、体勢の揺らぎを抑えこんだ。流れる鮮血が、彼女の足を赤く染めている。

「……にが分かるの」

　だがそんなことにも構わず、俯いたままで、彼女はぽつりと呟つぶやいた。

「あなた達に――」

　そして次の瞬間。ファムが途方もなく、強く叫ぶ。

「あなた達に、わたしのなにが分かるのッ！」

　顔を上げ、彼女は、その鋭するどい眼まな差ざしをこちらへ向けてきた。

「御大層に説教をしないで……！　わたしのことをなにも知らない癖くせに。理解してもいない癖に！　わたしがどれほど悔しい想おもいをして、歯痒い想いをして、ベッドに寝ねていたか分かる？　自分が無能で、役立たずで、ゴミみたいな存在で！　目の前で大好きな人たちが苦しんでいるのを、ただ見ていることしか出来ない！　そんなわたしの気持ちが、理解できるの!?」

　それはファムが初めて見せた、はっきりとした感情の発露だった。

「お父さんもお母さんも大好きだった！　二人とも愛してた！　だけど死んだ！　わたしのせいで！　わたしが弱いから！　どうしようもなく、無力だから！　もういや……！　あんなのは、嫌いやなの！」

　ファムは全てをかなぐり捨てるようにして、自らの心の内をぶつけてくる。

「児童院で暮らし始めた後もそうだった！　なにもしないわたしのために、メイ先生は高価な薬を買ってきた。栄養をつけるためだと言って、沢たく山さん、食材を買って来てくれた。そのお金はどこから出ていたと思う？　児童院なんかのためにお金を貸してくれるところなんてなくて、だから、メイ先生は必死で頭を下げて、ろくでもないところから借りてきた！　その度たびに借金が膨れ上がって、児童院の皆は苦しんだのよ！　また全部、わたしのせいで。わたしなんかのせいで！」

　拳を握り、それをファムは振り払はらう。

「だから魔ま術じゆつが使えるようになった時、わたしは決めたの。メイ先生を、お父さんやお母さんみたいなことにはさせない。絶対に助ける。自分の命なんて、どうでもいい。死んだっていい。だって、そうでもしなきゃ……！　それくらいしなきゃ！」
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　一滴の雫が、地面に落ちた。それを皮切りに、いくつも、いくつも涙なみだは零れていく。

「そうじゃなきゃ、これまでわたしが生かしてもらった意味が、ないじゃない！」

　泣きながら、ファムは、こちらに訴うつたえてきた。

「……ファム」

　アヤメが悲しげな顔をする。ロイはその時、理解した。

（……そうか、サアラがメイに似ていたのは……）

　自らへの、戒めだ。

　メイや、彼女が慕う孤児院の皆はファムにとって、生きていく意味そのものだった。

　だから似た存在を傍に置き、常に忘れぬようにしていたのだろう。

　自分の命が、一体なんのためにあるのかを。

「ロイ……それにアヤメ。まだ勝負は決まってない」

　ファムはその指を、アヤメへと突き付つけた。そして彼女は、自らの眼帯を取り外す。

　そこには、夕陽ひを封ふうじ込めたかのような色の目があった。

「……ファム、まさかお前、それで？」

　ロイの中で、最後に引っかかっていた疑問が氷解する。

　グリムワードの封ふう印いんを解く際、魔ま術じゆつ師しは【顕せし理の力マギア】と共にそれぞれ違う道具を使う。ロイは鍵かぎ、カノンは火点道具ライターだ。

　だがサアラは魔術を発動する際、それを一いつ切さい、使用しなかった。しかし今、ファムは自らの隠していた場所をこちらに曝け出したのだ。恐おそらく、あれが魔術を使う際の道具となっているのだろう。

「そう。こうしておけば誰だれもわたしがサアラの代わりに魔術を使っているとは気付かないから。魔ま力りよくの流れを放出するためか、瞳ひとみの色が変わってしまったのは予想外だったけれど」

　ロイの言わんとすることを悟り、ファムがそう返してきた。

「――ッ！」

　歌が響ひびき渡り、彼女の周囲にグリムワードが何枚も展開し、次々と弾け飛んだ。

「アヤメ。あなたの心を糧に……化け物を生み出す……！」

　刹せつ那な、大地が震動した。音を立て、地割れを起こしながら、黒々とした巨大な手が硬い土を突き破って現れる。

　それは地面を掴みながら、ファムを肩に乗せ、その体を徐じよ々じよに起こして行った。

　やがてその全身が、姿を見せる。人のようにも見えるが、はっきりとは分からない。あやふやで、影のような形をした中、その毒々しい紫の目だけが輝かがやきに満ちていた。

　半月のように口元を歪め、赤い内部を覗かせ、影が笑う。

「な、なに、これ……！」

　アヤメが半歩、退いた。

「これはアヤメ、あなたの内に眠る恐きよう怖ふが魅せる幻影。あなたを通し、最も恐れるものを皆の前に具現化した存在」

　ファムがそう言うのに、アヤメは顔を顰しかめた。

「……っちゃー。そうすると、お父さんか」

「アヤメの父親!?　あれが!?」

　ロイは目の前の巨躯を、仰ぎ見た。

「……なるほど」

「なに納なつ得とくしてるのよ！　ほんとはあんなのじゃないの！　でも、あたしが恐こわいものって言ったらそれくらいしか思いつかないから！」

「そ、そうか。いや、でも、そんなもの、相手にできるのか!?」

　確かアヤメの父親と言えば、【鬼喰い】と称されるほどの化け物だったはずだ。

「……。冷静に考えると、無理だね」

　アヤメはため息交じりに言った。

「あたしがこの世で、どう足掻いても勝てないと思う唯一のモノ。それがお父さんだから」

　どんな時でも諦あきらめることを知らない彼女が、簡単に敗北を認めたので、ロイは驚く。

「いや、だったら……どうする!?　さすがに正体の分からないものに対してだと、俺おれも作戦の立てようがないぞ！」

　影が咆哮した。空気が震動し、世界が揺ゆれる。ロイは身を竦ませた。

「……そうね、危ないかも」

　仰いだ影を前に、アヤメは呟く。

「あれが、本物のお父さんだったらね」

「……どういうことだ？」

　彼女は、ロイの質問に微び笑しようを返した。

「あれ、あたしの想像力の塊かたまりでしょ？　だったら大だい丈じよう夫ぶ」

　掌てのひらに拳を打ち付けて、アヤメは構えを取る。そしてなぜか嬉しそうに。

「だってね。――あの人はいつもあたしの想像の、遙か上を行く！」

　彼女は、言い放った。

「安心して、勝つよ！　だから……ロイ、手を貸して。あたし、ファムを助けたい」

「……助ける？」

「救えるなんて思ってない。だけど、あのままじゃ放っておけないよ。だからせめて……あの子を想っている人の気持ちを、届けたい」

　こちらを見るアヤメの目は、どこまでも真っ直ぐだった。

「……アヤメ」

　ロイは、息をつく。

　――自分の命などより大切なものが、この世の中にあるからですよ。

　サアラの言葉が蘇る。いや……あれは、ファムの心だ。彼女は本気で自分の命など、どうでもいいと思っている。価値などない。誰にも必要とされないと、信じ込んでいるのだ。

　だからこそ、ロイも伝えたかった。そう……せめて、言葉だけでも。

「……気が合うな」

　巨大な影を。いや、その肩に乗るファムを、ロイは仰ぐ。アヤメと同じく、揺るぎのない視線で。

「俺も――そう思ってたところだ」

　アヤメが笑った。彼女は、こちらに手を差し出してくる。

「行くよ、ロイ！」

　ロイはそれを、甲高い音を立てて叩いた。

「ああ、一発決めてこい！　お前の力、見せてやれ！」

「うん！　とっておきを……ぶつけてやる！」

　影がおどろおどろしい声を轟かせた。一歩踏み込むと、地面が陥没する。拳を弓引くようにすると、それを思い切り、こちらに向けて撃ち放った。

「展開！」

　青白い光が弾ける。アヤメの腕に手甲が宿った。更さらに彼女は言葉を重ねる。

「――天火！」

　手甲の拳に嵌はまった宝玉が輝きを示す。背後にある筒つつが空気を吸い込むような音を奏で始めた。

「ロイ、下がってて！」

　言われてロイは、後方へと退避する。

　影の拳が、アヤメの小さな体へと迫った。彼女は腕を前で十字に組む。

　弩轟！

「……っ！」

　まともに衝しよう撃げきを受けたアヤメは土を削り、粉塵を巻き上げながら大きく後退する。

「お、おい、アヤメ!?」

　予想以上の威い力りよくにロイは不安になるが、果たして、砂すな煙けむりが晴れた時。

「……やっぱりね」

　微ほほ笑えみを浮うかべる、アヤメの姿があった。

「確かに強い。だけどそれは、あたしが経験した程度でしかない！」

　影が再度、その手を振り被った。だがアヤメは躊躇なく踏み出し、ひた走る。

「だから……負ける気はしない！」

　アヤメに向けて、影の猛烈な攻こう撃げきが連続した。容た易やすく地を砕き、微み塵じんと化す驚異の力。だがそれらを受け止め、流し、時には喰らいながらも彼女は即そく座ざに体勢を整えた。

「ハッ！」

　跳躍。アヤメは影の巨大な腕に降り立つと同時、凄すさまじい速さで尚なおも疾駆した。

　そして影の顔面近くまで接近すると同時、彼女は手甲を振り被る。

「雛菊流……！」

　そしてあくまでも冷静に。自らの恐怖を前にして、少しの怯えも、引く姿勢さえなく。

　アヤメは――強く、叫ぶ。

「弾・丸・拳・撃ジエツト・パンチ！」

　同時に、筒から青白い炎が噴射された。それは彼女の機動力を、何倍にも増ぞう幅ふくさせる。

「いっ――けええええええええええええええっ！」

　大気を、常識を、何もかもを打うち砕くだき、尋常ならざる加速でアヤメの体が突き抜けた。

　影の顔へ、アヤメのそれが正面から衝しよう突とつする。並外れた力が余波を呼び、周囲の大地が抉えぐれ、あらゆるものを吹き飛ばした。

　影が声なき声を上げ、アヤメはただひたすらに前進する。

「この力は……！　くっ！」

　ファムが手を上げる。彼女の背後に、空中に翼を持つ何人もの人間が現れた。彼かれらは手にもった弓に矢をつがえ、アヤメに狙いを定める。

「おっと――俺の相棒の、邪魔すんなよ！」

　だがその前に、ロイは鍵をそちらに突き付けていた。

「開け、異界の扉よ！」

　魔ま法ほう陣じんが展開した。そこから大量の剣けんや槍やりが雨のように降り注ぐ。翼を持つ人々は、その体を貫かれて大地へと落ちた。

「これで……終わりだーッ！」

　刹那、アヤメが吼える。そして拮抗する天秤が、ついに傾いた。

　ファムの【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】によって呼び出された、アヤメの恐怖が。

　その巨躯が、ぐらりとよろめく。断末魔のような叫喚が響き渡わたった。

　直後――勢いよく、影は後方へと吹ふき飛とぶ！

　荒野に点在する岩や廃屋を巻き込み、壊こわしながら、その体は遠く彼か方なたに消えて行った。

「あっ……！」

　ファムが肩から落下する。素す早ばやくアヤメが跳び、彼女の体を抱き止めた。

　そのまま、アヤメは着地する。

　ファムが解放された。ふらりと、彼女はその場に跪く。

「…………」

　しばらくそのまま、ファムは放心したように佇たたずんでいた。だが、

「……どう、して」

　地面を叩たたき、受け入れがたいことを嘆くように、ファムは声を上げる。

「どうして、勝てないの……っ！　わたしは……！　わたしは！」

「もうよせ、ファム！」

　尚も行動しようとするファムを、ロイは諫める。しかし、彼女は聞く耳を持たなかった。血が滲むほどに唇に歯を立て、グリムワードを掴みとる。

「わたしは、勝たなきゃいけないのに！　勝って、皆の役に立たなきゃ……！」

　ファムは、見ていて辛くなる程ほどに必死だった。まるでなにかにとり憑かれたかのように。

「わたしが、やらなきゃ……！」

　その悲痛とも呼べる姿に、ロイは、拳を固める。体が熱くなってくるのを感じた。

　魔術の仕掛けを見抜かれ、無防備な状態になって尚、こちらに戦いを挑もうとする。

「ロイ、アヤメ。わたしは、まだ……！」

　そんなファムの、どうしようもない抗いの声を聴いたその瞬間。

　ロイは、自分の中で――なにかが、切れるのを感じた。

「……加減に！」

　足を踏み出し、ファムのグリムワードを持った手をロイは掴つかんだ。

「いい加減にしろ、この……馬鹿野郎ッ！」

　思い切り怒鳴る。彼女は、呆けたような顔で、こちらを見てきた。

「誰がお前にそこまでやれって頼たのんだ!?　誰がお前に命を賭けてまで助けてくれって言った!?　ボロボロになってまで戦ってくれって言ったんだよ！」

「で、でも、わたしは……」

「もっと周りをしっかりと見ろ！　お前が孤こ児じ院いんを大切にしているように、孤児院だってお前が大事なんだよ！」

　強い力で手首を握にぎり、ロイは続ける。

「勝手に思い込んで、自分の殻に閉じこもってたら、俺みたいに大事なもんを見失っちまうぞ！」

「……ロイ」

　ファムが小さく、呟く。

　ロイは心の底から、腹が立った。彼女は持っている。自分にはなかったものを。死ぬほど求めても得られなかったものを。

　それなのに彼女はそれに気づいていない。それどころか、勝手に決めつけて、思い込んで、突っ走って。挙句の果てに、自ら手放そうとしているのだ。

　だから……ロイは、そんなファムに怒いかりを覚えた。

「お前には……いるだろうが……！」

　絞り出した声で、ロイは言う。

「たとえ役立たずだって、魔術が使えなくたって！　お前自身を大切だと思ってくれる人が――ちゃんと、いるだろうが！」

　ファムは、その言葉に目を見開いた。その唇を噛み、視線を伏ふせる。

「……で、でも」

　やがて――彼女の瞳が潤み、涙が溢あふれていく。

「わたしのせいで。わたしのせいで……メイ先生は……！」

「……ねえ、ファム」

　アヤメがファムの傍に、しゃがみこむ。

「メイさんが今、悲しんでいるのは、お金がないことじゃないと思うよ」

　彼女は、そっとファムの頭を撫なでた。

「きっとね、メイさんが辛いのは……あなたが笑ってくれないこと」

　ファムはアヤメの顔を、じっと見つめる。アヤメが、そっと微笑んだ。

「だから、そんなに難しい顔ばかりしてないで、笑おう？　きっとそれが――メイさんの一番、喜ぶことだと思うから」

　その時。ファムは、彼女の言葉に、その表情を変えた。

　まるで子どものような、泣き顔を作る。

「……わ……わたし……わたしは……」

　ロイが手を離はなすと、ファムが懐ふところに倒たおれ込んでくる。彼女はロイのローブを、ぎゅっと強く握り締めた。こちらを、縋るように。

「わたし……自分が許せなくて……！　だから……！　だから！」

「……お前だけじゃないさ。誰だって、そんなに強い存在じゃない」

　ロイは、静かに言った。

　寂寞とした世界で。月明かりの下で。

　ファムの泣き声だけが――いつまでも、響いていた。
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「……本当に、大丈夫かしら」

　ファムは、不安そうに呟いた。

　廃村での戦いの後、日が明けて、彼女は【フィールズ児童院】の前に立っている。

「大丈夫だって。ね？」

　アヤメは笑って、ファムの肩に手を置いた。

「決めたんだろ。正直に言うって」

「それは、そうだけど……。でも、メイ先生をまた悲しませることになるかもしれない」

　ロイの方を向き、ファムはわずかに眉まゆ尻を下げる。

「その時は、その時だ。今考えても仕方のないことだろ」

「ロイの言う通りだよ。当たって砕けろって言葉、知らない？」

「……砕けること前提なのは困るわ」

「うっ……ま、まあね」

　もっともなファムの指し摘てきにアヤメはたじろぐ。

「四の五の言ってないで、行ってこい」

　ロイは、ファムの背を押した。彼女はもつれるようにして、前に何歩か踏ふみ出す。

　ファムがもう一度、顔をこちらへ向けた。しかし、

「……そうね」

　彼女はやがて、小さく頷くとそのまま進み始めた。

　フィールズ児童院の庭では子どもたちが遊び、彼らを見守るようにして、メイが立っている。その彼女の背に、ファムは躊躇ためらいながらも、声をかけた。

「メイ先生……」

　メイが振ふり返かえる。彼女は、目をしばたたかせた。

「まあ、ファム。どうしたの？　いつもより来るのが早いのね」

「ええ。その……少し、先生にお話があって」

「あら、なにかしら。なんでも言って頂戴」

　メイは微笑んで、ファムに先を促うながす。

　ファムは緊張しているのか、強張った表情のままでいた。

「その……メイ先生」

　やっと言葉にしたものの、それ以上が続かない。彼女は胸に手を当て、何度も深呼吸をした。

「……おいおい、大丈夫か、あいつ」

　ロイもさすがに心配になってくる。

「大丈夫だよ、きっと。ロイも見たでしょ。ファムが、全部話すって言った時の顔」

「……まあな」

　思い出しながら、ロイは言った。

　昨夜、ファムは【アルス・マグナ】での自分の敗北を宣言したのだ。そして、メイに自らのやってきたことを話すと告げた。

　ついては、ついてきてもらえないかと、ロイ達たちに願ってきたのである。

「しかしなんで俺たちに……何もできないぞ」

「何も出来なくても、誰かに傍に居て欲しい時があるんだよ。あたしだってあったし、ロイだってそうじゃない？」

　アヤメの台詞に、ロイは鼻の頭を掻いた。確かに、否定は出来ない。

「でも、あたしは嬉しかった。ファム、ずっと一人で頑がん張ばってきたじゃない？　それが、初めてあたしたちを頼たよってくれたんだよ」

　微笑むアヤメに、ロイも「……そうだな」とまた口元を緩めた。

「どうしたの？　ファム。大丈夫？」

　いつまでも話を始めないファムを、メイが心配そうに見つめる。

「……ええ、大丈夫」

　ファムは、覚悟を決めたように、口を開いた。伏せていた顔を、ゆっくりと上げる。

「メイ先生……」

　彼女はそのまま、頭を下げた。

「――ごめんなさい」

「あら……どうして謝あやまるの？」

　不思議そうな顔をするメイに、ファムは言う。

「わたし、ずっとメイ先生に心配をかけていたこと、知っていました。だけど、それを知らない振りをしていました。こうするしかないんだって自分に言い聞かせて。わたしはこうでもしなきゃメイ先生や、他の児童院の皆に恩返しが出来ないんだって」

「ファム……」

「でも、どれだけやっても、わたしの中の後こう悔かいは消えなかった。どれだけ頑張っても、どれだけお金を稼いでも、自分の中から幼い頃ころの、弱い自分がいなくなってくれなかった。だから焦って。こんなのじゃダメ、もっとやらなきゃ、もっと沢山、児童院のために役に立たなきゃって」

　彼かの女じよはスカートの裾すそを、その震える手で掴んだ。

「だから……わたし、危ないことに手を出していました」

　子どもたちがファムを見つめる。その中で彼女は、掠れる声で懸命に自分の中の想いを伝えようとしていた。

「そんなことをしたら、メイ先生がもっと悲しむって、心のどこかでは分かっていたのに。それなのに、止められなかった。もう役立たずの、あの頃の自分を思い出したくなくて。それで……それで！」

　やがて言葉に、嗚咽が混じり始める。ファムの目から落ちる雫が、途と切れることなく地面に痕あとを刻んだ。

「ごめんなさい……メイ先生。アヤメや、ロイに言われなかったら、きっとわたしはもっと先生を悲しませていました。だから……それを、謝りたくて……それで……」

「いいのよ、ファム」

「そんなこと、ありません。怒おこってください。わたし、間違えてました。先生や、児童院のためにやっていたことなのに、また迷めい惑わくをかけて……！」

　ファムは己おのれを痛めつけるようにして、詫び続ける。そして、

「本当に、わたしは……」

　そんな彼女に、メイは言った。

「もう……もう、いいのよ、ファム」

　その皺しわだらけの手で、ファムの頭をそっと撫でて。

「もう謝らなくてもいいの。あなたが、わたしや、児童院のためになにかやってくれていたことは分かっていたわ。わたしこそ、あなたをもっと早くに止めるべきだった。ごめんなさいね」

「……メイ先生……ですが……」

　否定しようとするファムに、メイは首を振る。

「あなたは本当に優やさしい子よ、ファム。だからずっと心を痛めていたのね。きちんと話をしなくてごめんなさい。きっとそうすれば、もっと早く、分かり合えていたはずよね」

　彼女は愛しむように、ファムの髪かみを撫で続けた。

「……今更だけど、聞いて頂戴、ファム。一人で生きていくというのはね、誰にも頼らないということではないの。困った時、悩んだ時、弱った時。誰かが傍にいて、助けてくれる。その大切さや、ありがたさを、知ることだわ」

　メイは微笑んだ。

「あなたがわたしを必要としてくれたように、わたしにはあなたが必要よ、ファム。だけどそれは、あなたがお金を持ってきてくれるからじゃない。あなたがあなただからよ。辛いことがあっても、あなたとお話をしているだけでわたしは、とても心が温かくなれた。それは昔も、今も同じことなのよ」

　ファムは、まるで言葉を失くしたように、黙だまり込む。

　そして、しばらくすると――彼女は、静かに泣き始めた。

「……いい子。あなたは本当にいい子ね、ファム」

　メイは言って、ファムの涙を拭う。

「さあ……もう泣いちゃダメよ」

　そして彼女は、首を傾かしげた。

「笑ってくれるかしら？　あなたの笑え顔がお――もうずっと、わたしは見ていないわ」

「で……でも、わたし……」

　当とう惑わくするように、ファムはメイを見つめていた。彼女は顔を、こちらに向ける。

　アヤメが、自分の両頬ほおを摘つまんで、左右に広げた。

　それを見て、ファムは目をしばたたかせる。やがて彼女は、

「……ええ、分かったわ」

　メイへと視線を移した。

　ファムはしばらくそのままでいたが、やがて動き始める。

　彼女は戸惑いながらも、懸命に自らの意志で、大切なものを掴みとろうとしていた。

「……ありがとう」

　そして、ようやく。

「ありがとう――メイ先生」

　ファムは、満面の笑えみを浮かべた。

「……ちゃんと、笑えるじゃないかよ」

　とてもぎこちなくはあったが。

　それは今まで見たファムの表情の中で――文句無しに一番だと、ロイは思う。

「ファム、やっぱり笑うと可愛かわいい」

　アヤメもまた、嬉しそうにそう言った。

「……あ、あの、ファム！」

　その時、ファムの元へキットを始めとした子ども達が集まってくる。彼女が視線を向けると、彼らは以前のように少したじろいだ。だが、

「……どうしたの？」
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　そんな彼らにファムは、ゆっくりと微笑む。すると子ども達は、互たがいに顔を見合わせた。

　そして、

「……あ……遊ぼうぜ、ファム！」

　思い切ったようにキットが、ファムの手を掴む。それに続いてミールとアンネがもう片方の手を握った。

「あっちで魔術師ゴッコやってるんだ。ファム、本物のがどんなのか教えてよ！」

「違ちがうわよ。ファムは女の子なんだから、わたしとお姫ひめ様さま遊びするの！」

　それを皮切りに、子ども達はファムの周りに集まり始める。彼らはこの時を待っていたかのように、嬉しそうに彼女のことを取り合っていた。

「あなた達……私が恐くはないの？」

　戸と惑まどうように言うファム。子ども達はそんな彼女へ、口々にこう答えた。

「全然。でも……今まではちょっとだけそうだった。ごめんね、ファム」

「もうそんなことないよ！　ぜったい、ぜったいない。だから、一いつ緒しよに遊んで！」

「ほんとは、ずっと前から、こうしたかったのよ！」

　ファムは、その言葉の数々に目をしばたたかせる。だがやがて、

「……ありがとう」

　台詞せりふと共に、口元を緩ゆるめた。

「ほら、こっちだよ、ファム！」

　ファムは子どもたちに手を引っ張られて行く。それを、メイは幸せそうに見守っていた。

「……さて、それじゃ、行くかね」

　しばらくファム達の様子を眺ながめていたロイは、そう言って踵を返す。

「あれ、ロイ、魔力はいいの？　勝ったんでしょ？」

　そう言って後ろからついてくるアヤメを、ロイは半眼で見た。

「……お前な。分かっててそういうこと言うの、趣味悪いぞ。今じゃなくてもいいだろ。俺だってそれくらい、気を遣える」

「……だよね」

　隣となりに並んで、アヤメは笑う。しかし、

「ロイ、アヤメ、待って」

　後ろから声がかかり、ロイ達は振り返った。ファムがこちらに向かって走ってくる。

「おい、いいのか。メイや子ども達と一緒にいてやれよ」

「ええ。……だけど、その前にこれを渡すわ」

　ファムはそう言って、ロイにグリムワードを翳かざす。

「……いいのか？」

「あなた達はわたしに勝った。それは当然の権利」

　その言葉に、ロイは笑みを浮かべて、頷うなずいた。自分のグリムワードを取り出だす。

「……サアラ＝フレンスの命により、所持する魔力をロイ＝シュトラスへと譲渡する」

　ファムが唱え、彼女とロイのカードが触れ合った瞬しゆん間かん、青白い光が弾けた。大量のグリムワードが彼女の持つものより溢れ出る。それらは全すべて、ロイの方へと流れ込んでいった。

「……よし」

　儀式は終しゆう了りようし、ファムの持つ魔力の半分――二万枚程――がロイのものとなる。

　ファムは自らのグリムワードを仕し舞まいながら言った。

「……後、ロイとアヤメがどうして【アルス・マグナ】に参加しているのかは分からない。だけどそれがどんな理由だろうと、わたしはあなた達に協力する。なにかあったら、いつでも言って」

「ありがとう、ファム！」

　アヤメが手を差し出した。ファムは少し間を空けて、それを握り返す。心なしか、彼女の顔は照れくさそうだった。

「……なあ、ファム。少しいいか」

　この際だからと、ロイはファムに尋たずねる。

「お前は俺より先に対戦者を知っていたな。あれはどういうことなんだ？」

「ああ。……少し前、わたしにこんなものが届いたの」

　ファムは言って、ポケットから小さく折りたたまれた羊皮紙を取り出した。

　広げると、そこには【アルス・マグナ】のことと、ファムの次の相手がロイであることを示す内容が書かれていた。

「……なんでこんなものが？」

「分からないわ。最初、対戦者の仕掛けた罠わなだと思った。でもそれにしてはロイが物質転移を一日に何度も使えないこと、アヤメの強さや二人が組んでいること等が、事細かに書かれていたから気になって」

「もしかして、それであたしたちに同行したの？」

　アヤメの質問に、ファムは頷いた。

「本当かどうか確かめようとしたの。それで、ある程度当たっていたことが分かったから」

　盗賊団退治の道中襲撃をかけたということだ。

「どういうことだ。内部情報が流出している……？」

　どこの誰がここまで探さぐりを付けたというのだろうか。アヤメのことだけならまだしも、ロイの得意魔ま術じゆつが制限されていることは、ほとんどの人間が知らないはずだ。

　前対戦者であるジグムントがバラした可能性もあるが、今更彼がそんなことをしたところで意味はない。

「わたしも細かいことは分からない。だけど、あなた達が今回の大会において特別な位置づけにされていることは確かだと思う」

「なんか、気味悪いなあ……」

　アヤメが渋い顔をして、羊皮紙をぴらぴらと振る。

「とにかく、気を付けて。今までの【アルス・マグナ】とは違って、なにかおかしい」

「ああ、分かった。ありがとう」

　ロイが礼を言うと、ファムは微笑んだ。

「こちらこそ本当に、色々とありがとう。卑怯な真ま似ねをして、ごめんなさい」

「もういいって。それに、勝つためならどんなことでもする。それが魔術師だろ」

「……そうね。だけど、今回はアヤメとロイに助けられたわ」

　彼女はこちらのことを見つめ、少し頬を染めた。

「特に……ロイ、あなたの言葉はとても嬉しかった」

　そして、こう尋ねてくる。

「ねえ、ロイ。……あなた、アヤメとは恋こい人びと同士なの？」

「は!?　え、いや、いやいや！」

「ち、違うよ!?」

　ロイとアヤメは慌あわてて同時に否定した。

「そう。……だったら、いいわよね？」

　そう言うと、ファムはロイの手を取ってそのまま――自らの胸に、押おしつける。

「お、おい!?」

　その柔やわらかで温かな、えも言われぬ感かん触しよくに、ロイはかっと顔が熱くなる。ファムは上目づかいで、こちらを見てきた。

「わたし、ロイのこと、本当に好きになったわ。……もしよかったら、今度、個人的に会ってくれる？」

「ちょ、ちょっとちょっと、ファム!?　え、えっと、それは、その、ねえ!?」

　アヤメが動どう揺ようするように落ち着きがなくなる。

「い、いや、待て。待てって。お前はその、今、メイと話していて感情が高ぶっていてだな！　その、なんていうか……！」

「……冗じよう談だんよ」

　すっと手を離し、ファムはこちらに背を向けた。口元を少し緩める。

「お、お前、やめろよ！　本当、こういうのは！」

　アヤメが、胸を撫で下ろしたかのように、深く息をついていた。

「でもアヤメ、うかうかしていてはダメ。次こそ、わたしは本気になるかもしれない」

「わ、わたしは別に、ロイのことなんて！　ちょっと、ファム、こら！　こらー！」

　顔を赤くして、アヤメはファムを追いかけ始める。

　ファムは笑って、走り出した。とても自然な笑顔だった。

「……ったく」

　ロイはため息をつき、そして、手元にある紙を見下ろす。

（しかし、どうも……妙みような雲行きになってきたな）

　どこの誰だれが、一体なんの目的で、自分のことを調べているのか。そしてその情報をなぜ、対戦者に渡しているのか。その意図が分からないだけに、不気味だった。

「元々胡う散さん臭くさい代しろ物ものだったが――いよいよもって、信用ならないな」

　言ってロイは、アヤメとファムの方を見据える。

　アヤメが何かを口にし、それをファムがさらりと流していた。その姿は、まるで仲の良い友達同士のようで。先ほどのやりとりはどこへ行ったのか、とても楽しげだった。

「……ま、なんとかなるか」

　その明るいアヤメの姿を見ながら、ロイは苦く笑しようした。

　無敵で前向きなアヤメと一緒なら、どうにかなる。以前の自分なら、到とう底てい、そこまで楽観的にはなれなかったが。今なら心から、そう思えた。

　――一人で生きていくというのはね、誰にも頼らないということではないの。

　メイの言葉を、思い出す。

「……その通りだな、先生」

　ロイは、もう一度、笑みを浮かべた。


ＦＩＮ









あとがき







　お久しぶりです、空そら埜の一かず樹きです！

　無事に『扉の魔術師の召喚アドヴエン契約ト・ゲートⅡ‐幻げん奏そうの歌姫‐』をお送りすることが出来ました。いかがだったでしょうか？

　予想を超えたご支持を頂き、この度二巻を発売することが出来、大変嬉しく思います。この調子でがんがんと頑張って行きたいと思います！

　さて、一巻から四カ月、並列シリーズ『シンマと世界と嫁フラグ』の最新刊からは二カ月ぶりとなります。

　実はその間、ぼくはある大きな買い物をいたしました。

　そう、夢の最新機器iPadです！

　昔、夢のコードレスというキャッチフレーズのゲーム機器がありましたが、それはともかく。

　随ずい分ぶんと昔から外で仕事をするために欲しかったのですが、中々手を出しにくく、躊ちゆう躇ちよしておりました。が、そろそろ必要だということで思い切って購こう入にゆうに踏み切ったのです。

　それまではノートに直接書いていたので非常に疲れることが多かったのですが、おかげで作業が非常に楽になりました。

　そのことを知り合いに話したところ「え、ノートに書いてる、ノートに書いてるって言ってたけど、パソコンじゃなくて本当にノートだったの!?」と、未み開かいの地に住む人を見る目で言われましたが、これでそんなこともなくなるわけです！

　喫きつ茶さ店てんでなどでキーボードを打っていると、なんというか「ああ、とっても今、作家している！」という謎の満足感に浸ひたっている現状でございます。

　しかし外で仕事とするというのは、色々と弊へい害がいも多く、この間もファミレスでやっていたところ、気付けば周りが女子高生だらけだったことがありました。十代の女の子に囲まれた、無ぶ精しようひげ面の、もうすぐ三み十そ路じになる男。

　これは間違いなく……！

　という、なにが間違いなくなのか分かりませんがなんらかの危き機きを感じて脱出したものです。

　他にも隣に格好いい男性二人と年若い女性集団が座り、実に爽さわやかな会話を繰り広げてぼくの体力をちくちくと削けずっていくものですから、口から魂たましいが出そうになりました。

　まあ、そんなこともありつつも、外でのお仕事は新鮮で楽しいものです。

　閑かん話わ休きゆう題だい。ここからは謝しや辞じを。

　担当のＮ様。いつもご面めん倒どうをおかけしております。今回は特にそうだった気が。すみません。次から気を付けます。毎回言っている気がする。これ。

　挿絵担当のぽんじりつ様。素す晴ばらしいイラストの数々に、いつも「こ、こうきたか！」「なるほど、これはこんな感じになるのか！」と新鮮な驚きを味わわせて頂いております。特に二巻のファムに関しては、想像以上の愛らしさに癒いやされておりました。

　ＨＰからメッセージ等々を下さる方々。ありがとうございます。疲れた時、元気が出ない時、いつもパワーを頂いております。

　そしてなにより、本書を読んで下さった全ての方々へ。

　最大限の、感謝を。

　別シリーズ『シンマと世界と嫁フラグ』もどうぞ、よろしくお願いいたします。

　それではまた、次でお会いしましょう！


五月　ＢＧＭ『無し』

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


空埜一樹先生／ぽんじりつ先生










[image: ]






item/image/p281.jpg
TAICBIEIEALD DT, COBETTYAD
RS TTEELIEN  RIIETLHIAIELE
WHTE T, TTOREIRTT .

A

SEHFYIE 2 (D ATIA FLRABH-T

b DT FINFIRIBA TR TI UBUBLE

R4 < DIdIFE IR DT, REAE AT —35Kfc /Y
JUelie!

PN

HEISEALL ST, 77 LOZ(ADIHS
AT IR Lo T 7 LOKTEIC DVTIE, BA D
AN G TV A—ATIET ST
SHEENATH>TEATHTE NSO
wto\

, 2 BB OHAAHR DS
LiT*VX@fJ/I\l/\{I\)Lctrét TYALFEUE
Lﬁb&ﬁﬁt}%ak%@f EH%DE D

O






item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/hj_logo.jpg





item/image/p191.jpg





item/image/p269.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　静かな動向



		第一章　少年、少女、街へいく



		第二章　少年、少女と大立ち回りをする



		第三章　少年、少女と戦う



		終章　少年、少女、新たな友



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p181.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
[BK]RONLL’ tfwﬂ
N

1 =





item/image/k004.jpg
/ \\‘ — .,l 7 r‘ A =7 [ ) /ﬂﬁ%,:.@_n@i\
: RBBRHEDNED VI





item/image/k003.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/p217.jpg
V" =

i
L (] A

\ ‘/

&
I\

\

\\ / \5 [
7

) )
ANA /A@Kk‘r .

-~





item/image/ok.jpg
—PROFILE
E’:‘:‘_ﬁ Z50n§E

F1E/NVY v\ KERHERE,
“EBRTUI U, TRV !

N

U<BENLET |

iEFALYD

BB O VABRNDBFEEE>THO3

o
®IFEAED. RBRED. WHED. BLTI,
=i

k9.

BARIC/\VFELADRURT v TROEEHBRICAD T,

BWESHOTCIETIFE !

Jlu HJS

’mu

HN—=4 FAP—IFALYD

FATE TR

K ©2013 Kazuki Sorano

B O HE i 7316
= XIR ORI -
20134E6 I 1H  BIRRZEAT
FEH— e

o F =P

JIT

#T—— AFTERGLOW

FATHT—HASH AR E— Vv 8 T1510053 HEHREAK M 4 A2-15-8

)






item/image/p003.jpg
(R
(B

CONTENTS,

“ 5
L0\ &\






item/image/p002.jpg
O - EBIe MK~ B





item/image/p001.jpg
~

_ 5l FPRITIYR-—h
BE D BTk D & MR 22§ O
RAEIOE
TR
HINX &

N

N\






item/image/p045.jpg





item/image/p247.jpg





